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				　この世界に吸血鬼とダークエルフの混血、ダンピールとして転生したヴァンダルーは魔女として処刑された母ダルシアの霊と仲間達と共に、旅を続けていた。

				　その途中でグールメイジのザディリスを助けた事が縁で、彼女が長老を務めるグールの集落に魔術の修行を行うため逗留する事になった。

				　そしてコボルトキングのギャオンが率いる群を倒した祝勝の宴の翌日も、ヴァンダルーはザディリスの家で魔術の修行を行っていた。だが、いつも熱心に修業に打ちこんでいた彼の様子が今日はおかしかった。

				「どうした、坊や？　儂の顔に何かついておるのか？」

				　ザディリスはヴァンダルーが頻繁に自分の顔を見つめる事に気がついて、訝しげに声をかける。

				「いえ……そう言う訳では」

				　しかしヴァンダルーは歯切れ悪くそう言って首を横に振る。だが、本当は彼女の顔に大変なものが浮かんでいた。

				（死相が見える）

				　ヴァンダルーの目には、ザディリスの優しい笑顔に死相が浮き出ているのが見えていた。

				　今すぐどうこうという類の物ではないが、早ければ数日。遅くとも自分の二歳の誕生日までには彼女の命は消えるだろうという程度には、濃い死相だ。

				　グールの寿命は三百歳だから、それよりいささか早いがおかしくない歳だ。寧ろ、生存競争が激しい魔境での暮らしでここまで生きたのだから、大したものだろう。確実に血の繋がった孫こそいないものの、大往生と言える。

				　このまま穏やかに、何事も無いように見送るのが正しい自然の営みというものだろう。

				「ザディリスさん、ちょっと二人きりになれませんか？」

				　でも、何事も自然のままが正しいとは限らない。生命の法則に逆らうのならもう少しスキルのレベルを上げてからにしたいところだが、やってみよう。

				　暫く前に、驚かせ過ぎて寿命を削ってしまったらしいから責任を取る意味でも。

				

				　　　　　　　

				

				　突然二人きりになりたいと言われたザディリスは、きょとんと目を丸くした。

				「二人っきりじゃと？」

				「はい、とても大事な事です」

				　きっぱりと何時になく強い口調で言われたザディリスは、ヴァンダルーが修業を切り上げて旅立つつもりかと思った。

				　元々彼らが、この魔境から東に行った山脈を越えた所にあるオルバウムという国を目指している事は聞いていた。しかし、まだ無属性魔術も魔術制御も、錬金術も教えきれていない。この集落に骨を埋めろと言うつもりはないが、まだ留まって欲しいというのが、ザディリスの気持ちだ。

				「わかった。儂の家で話そう」

				　何とか説得できないかと考えながら、ヴァンダルーを抱き上げて自分の家に向かおうとする。

				「……俺、自分で歩けますよ。もうすぐ二歳になるんですから」

				「まだ二歳にもなっていないの間違いじゃ、坊や。そう言ってこの前も石に躓いて転んでいたろうに」

				　二年近く生きて大人に近づいたつもりのヴァンダルーだったが、周りから見ると赤ん坊が少年にちょっと近づいただけだった。

				　普段魔術の手解きや修業を受けるザディリスの竪穴式住居に入ると、中には彼女自身が工夫して作った錬金術の道具や何かに使うらしい水晶球が目立つ位置に置かれている。

				　これで大きな鍋でもあればおとぎ話の魔女の部屋だが、流石にそれは無かった。

				「のう、坊や。儂は出来たら坊やに儂の全ての術を教えたいと思う」

				　定位置の敷物の上に座り込むと、ザディリスは真剣な顔でそう言った。恩人に対する恩返しや単純な好意、集落に貢献してくれている謝礼として等では無く、真にヴァンダルーを見込んでの言葉だった。

				「坊や、坊やには普通の意味での才能は無い。覚えが早くないのは、自分でも解っているじゃろう。

				　しかし、坊やにはそれを補って余りある閃きとセンスがある」

				　彼女の言う閃きとセンスとは、地球で見聞きしたサブカルチャーの知識とオリジンで霊から吸収した知識と、そこから派生する想像力の事で、それを自覚しているヴァンダルーからすると閃きとセンスとは言えず、「褒められるような物でも……」といった感想だった。

				「何よりその常識外れな魔力がある。坊やが研鑽を積むなら、百年もせずに儂など足元にも及ばぬ大魔術師になるじゃろう」

				　単純に魔力が多ければ強力な魔術師だという訳ではないが、魔力の量は無視できない要素だ。この世界のスキルのレベルは、使えば使う程上昇していく。なので、魔術を繰り返し何度も行使できる魔力の量は魔術系スキルの上昇に必要不可欠。

				　人間の場合魔術師系のジョブに就いてスキル補正を得るのも重要だが、そもそもスキルのレベルが条件に達していなければそのジョブにもジョブチェンジ出来ない。

				　そのため人間でも魔物でも魔術師を目指すものは、まず基礎的な魔術を覚えて魔力を必死に増やすのだ。魔物の場合は努力する前に諦めるか、途中で死ぬ可能性が高いので生まれつきの才能に頼る部分が多い。

				　その点ではヴァンダルーは恵まれていた。普通なら必要な魔力量を増やす修業をしなくていいのだから。いや、修業しなくても自然と増えていくだろう。何せまだ二歳になっていない段階で一億を超えている。これから成長すれば、後数千万……もしかしたら更に一億以上増えるのではないだろうか。

				　なので覚えは凡人程度でもそんな事問題にならない程の才能がヴァンダルーにはある。

				　それをザディリスは見込んでいた。自分の跡継ぎなどでは無く、それを越えて行く器の持ち主として。

				「じゃからもっと時間が欲しい。目的のある旅だというのは知っておるが、儂に時間をくれんか？」

				「はい、任せてください」

				　ヴァンダルーはそう即答した。

				「おお、その気になってくれたかっ！」

				　微妙に言い回しが妙な気がしたが、ヴァンダルーの返答に喜ぶザディリス。しかし彼が続けた言葉で、何か誤解が生まれている事に気が付いた。

				「じゃあ、早速施術するので横になって楽にしてください」

				「せ、施術？」

				「はい。俺に任せてください」

				　一方ヴァンダルーはやる気に満ちていた。彼はザディリスの顔に浮かんでいた死相……死属性魔術に適性があるが故に死の気配に気が付いた。なので、彼女の寿命を延ばそうと思った。

				　その為の一番の障害が、ザディリス自身の意思だとヴァンダルーは思っていたのだ。

				　ザディリスは以前から「老い先短い」とか「跡継ぎはいる」とか口にしており、生きる事に未練が無いかのような言動をしていた。なので、もしかしたら魔術による延命を拒否されるかもしれないと不安だったのだ。

				　だが、彼女の方から「時間をくれ」なんて頼まれるとは。

				　もし「寿命に任せる」とか「自然に逝くのが一番」とか言われたら、それどころか死期が近いという自分の言葉を信じてくれなかったらどうしようかと思っていたのに、まさかザディリスも自分の死期を悟っており、しかも寿命を延ばしてくれと頼むほど自分を信頼してくれているなんて。ヴァンダルーは感動していた。

				　人に信じられる事が、こんなに嬉しいなんてと、ちょっと泣きそうになった。

				　まあ、実際はただの誤解なのだが。

				「それは、儂から術を学ぶためには必要な事なのじゃな？」

				「はい。避けて通れません」

				　後早くて数日、遅くとも一月で老衰のため逝ってしまっては学べないので、寿命を延ばすのは避けて通れない。

				「分かった。しかし何をするのじゃ？」

				　仰向けに横になるザディリス。初めて会った時の姿を思い出す。あの時も彼女を助けようとしていたなと思いながら、ヴァンダルーは答えた。

				「ちょっと若返らせます」

				「えっ!?　若返らせる？　そんな事出来るはずが……っ！」

				　ずずっ！

				　奇妙な感覚がすると同時に、ザディリスの腹にヴァンダルーの両腕が二の腕まで減り込んでいた。

				「か……っ！　はっ!?」

				　驚きに目を見開き、内臓を冷たい手で直接撫でられているような強烈な異物感に息が出来なくなる。

				「今、俺の腕を【霊体化】させてザディリスさんの身体の状態を直接調べています。ちょっと苦しいですけど、我慢してください」

				　冷や汗の浮かんだ顔のザディリスが「無茶を言うな」と目で訴えるが、ヴァンダルーは術に集中していて気がつかない。実は、自分の意思で他人の身体を【霊体化】で調べるのは初めてなので、どれくらい苦しいか彼は知らないのだ。

				　しかし、やり方だけはよく知っている。それこそ経験豊かな外科医のように。

				　オリジンで研究者達に操られていた時、この【霊体化】で様々な物を調べさせられていたのだ。自分と同じ実験動物や、鉛のケースに入った核廃棄物まで何度も何度も。その後ヴァンダルーから抽出した魔力で作られた【霊体化】のマジックアイテムで、オリジンの医学や科学は大きく前進したらしい。

				　それは兎も角、今はザディリスの身体だ。ヴァンダルーは【霊体化】で物理的には存在しなくなった腕を彼女の腹部に突き刺したまま、腕が溶けて液体に成り血流に乗って身体の隅々まで流れて行く様子をイメージする。

				　すると、ヴァンダルーの腕はイメージ通りにさらりと崩れる。霊体は精神に直結するので、この【霊体化】を使っている間はこれぐらい可能だ。

				（……オリジンの時より簡単なような気がするけど、これは俺の精神力が向上したという事かな？　それとも、単に操られていた時と自分の意思でやっている事の違いか）

				　やけに簡単だったことが引っ掛かったヴァンダルーだったが、今思考に没頭する余裕は無い。

				「ぐっ、あっ……はーっ……はーっ……」

				　苦しげに悶えているザディリスの様子に気が付いたからだ。出来るだけ早く施術を終わらせようと、余計な思考を頭から切り捨てる。

				　血液、血管、脳、心臓、神経、胃、肝臓、腎臓、膵臓、小腸、大腸、卵巣、子宮、骨、筋肉、リンパ、皮膚。位置や形は人間とほぼ同じ。ただ爪の麻痺毒を分泌する器官があるのが違うくらいか。

				　状態は内臓機能が弱くなっている事以外は良好。詰り易くなっている血管や、動脈瘤、癌といった死の原因に成りそうな物は見つからず、ウィルスや菌による疾患も無い。

				　やはり迫っている死の原因は老衰なのだろう。

				　老衰ならする事は難しいが単純だ。まず、三つの方法から一つを選ぶ。一つは細胞が壊れるのを死属性魔術で止めている間に、別の魔術師が生命属性魔術で内臓器官を活性化させ、ザディリスの低下しつつある内臓の機能を取り戻す。オリジンではこの方法が採用されていたが、今は生命属性魔術師が居ないため不可能だ。

				　死属性魔術しか使えないヴァンダルーに出来るのは、細胞の死を加速させるか停滞させるか。生命を司る生命属性魔術のように、活力を与える事は出来ない。

				（ただの致命傷なら、死を停滞させている間にポーションをかけるって方法もあるけど、流石に老衰まではポーションでも治せないだろう。じゃあ、二つ目の方法）

				　二つ目の方法は、延命措置。死に向かおうとするのを術で止める。これは簡単で、確実な方法だ。少なくともヴァンダルーが術を定期的にかけていれば、ザディリスは現状維持のまま生き続ける事が出来る。

				（でも却下だな）

				　逆にいうと、現状維持しか出来ない。これが出血多量やアレルギー性ショックの治療なら、死ぬのを先延ばしにしている間に自然治癒力が働いて峠を乗り越える事が出来るが、老衰の場合は本当にただの時間稼ぎだ。しかも回復はしないので、ザディリスは弱った身体のままになる。

				　そして維持するためには定期的に術をかける必要があるため、ヴァンダルーがこの集落から離れたら遠からずザディリスは死んでしまう。

				　それでは意味が無い。この方法でも確かに彼女の技術を学ぶことは出来るが、そう言った損得抜きにヴァンダルーは彼女に死んで欲しくないからだ。

				　残るのは最後の方法。オリジンの研究者達でも失敗した、最も難易度の高い人類の夢『若返り』だ。

				　細胞から『老い』を取り除いて『若返り』を行う術。実験では肌年齢や血管年齢、骨年齢等体の一部の若返りは成功していたが、全身の細胞を若返らせる実験が成功した事は無い。

				　だがそれは他人がヴァンダルーの精神と肉体を操作して行った実験だ。それに、オリジンで死んでラムダに転生してから、魔術の技量は落ちたが魔力の量は増えている。

				（何時ものゴリ押しでやってみよう）

				　まず、霊体の腕をザディリスの全身に行き渡らせる。

				「ゔぅっ……！」

				　ザディリスの呻き声に、出来るだけ丁寧にやろうと努力しながら毛細血管、皮膚細胞、神経の末端に至るまで霊体を行き渡らせていく。

				「……【若化】」

				　そして彼女の身体から、『死』を抜き取って行く。

				「゛あっ……っ？」

				　火属性に精通した術者は、炎では無く熱を直接操る。だから熱を与えて鉄をドロドロに溶かすのも、熱を奪って海を一面氷原にするのも、自由自在。

				　だから死属性魔術を使うヴァンダルーは、理論的には死を直接操り、生き物を殺すも生かすも自由に出来るはず。

				「くっ……ふっ……っ！」

				　時間と共に増えた堆積物をゆっくりと掬い上げるように、ザディリスの中の老化という死を取り除いて行く。

				　そして徐々にではあるが、ザディリスは若返り始めた。細胞に活力が戻り、内臓の活動が活発になる。

				「流石に、魔力の消費量が、桁違いだ」

				　ただ魔力の消費量は、今まで使って来た魔術とは比べ物に成らない程大きかった。一年分ザディリスを若返らせるのに、一千万近く魔力が削れていく。

				「ぼ、坊や、な、何をっ……何をして……くぅぅぅぅっ」

				　幸いなのは、ザディリスが先ほどまでの不快感では無く、気持ちよさそうにしている事だ。全身を万遍なく若返らせるため、焦らず落ち着いて術を維持する必要があるから、苦しまれるよりずっと冷静さを保てる。

				「とりあえず若返らせているところです」

				「若返らせるっ!?　そんな事がかのっ、あっ、うひっ、あああっ」

				「正確には、身体から老いを抜いているだけなので子供に戻ったりはしませんけどね」

				　時間を巻き戻している訳ではないので、歳以上に若返らせたとしても胎児に戻ったりはしない。死を取り除いているのに、それでは逆に死に近づいているような物だから。

				　人間の老婆に同じ事をすれば、多分十代半ばぐらいで止まるのではないだろうか？　研鑽を積み、工夫を重ねれば人間を受精卵まで戻すような事も出来るかもしれないが。

				「くあぁぁぁぁぁぁーっ！」

				　ザディリスが堪らず甲高い声を上げた。

				　微妙な痛みと、凝っていた筋肉を揉み解されるような快感が全身に、それこそ手足や胴体、頭の中にまで走るのだ。腕の良いマッサージ師に寄ってたかって揉まれるよりも激しい快感に口を閉じる事が出来ない。そして、肺の中の空気を全て使い果たしたと同時に、その快感は嘘のように途切れた。

				「はぁ……はぁ……はぁ……坊や？」

				　息を整えながらザディリスがヴァンダルーを見てみると、こてんと倒れて横になっていた。霊体となって彼女の腹に突き刺さっていた両腕は、何時の間にか元の物理的な存在に戻って抜けていた。

				「……久々に魔力を限界まで使いました。少し寝ます」

				　ザディリスを十歳程若返らせたところで魔力が尽きかけたので、急いで霊体化していた腕を元の形に戻して引き抜いたヴァンダルーは、そのまま倒れて寝息を立てはじめた。

				「……もう少し説明してくれてもいいと思うのじゃが」


                			

	








			
				　そう呟くザディリスも、瞼が重いのを感じていた。ここ数日感じていた倦怠感は消えたのに、まるで激しく身体を動かした後の様な疲労感が全身に残っている。だというのに一方では元気が有り余っているような気がする。

				　何とも妙な気分だった。

				　それは全身の細胞が若返ったからで、疲労感の正体は短時間で肉体が変化した副作用だ。ただ初妊娠時に外見年齢が止まるグールだからそれで済んでいるのであって、もしザディリスが人間だったら既に失神していたかもしれない。

				「まあ、良い。儂のために何かしてくれたようじゃし、悪い事は起こらんじゃろう。どれ、儂も寝させてもらうかの」

				　既に眠っているヴァンダルーを抱き寄せると、敷物の上で眠りについた。

				

				　そして宴の途中から最長老と既に半ば集落の一員と化している客人の姿が見えない事に気が付いた、若いグールの戦士、バナドはザディリスの家の前でゴクリと唾を飲み込んでいた。

				　彼が見たのは竪穴式住居に入って行くザディリスとヴァンダルーの姿。そして壁越しに聞いたのはザディリスの呻き声や快感の悲鳴。

				「まさか、最長老とヴァンダルーが……あの歳で出来るなんて、ダンピールってすげぇ」

				　獅子の顔に畏怖を滲ませて、バナドは思った。これからあいつを子供扱いするのは止めよう。奴は、既に一人前の大人……いや、キングなのだと。

				

				　　　　　　　

				

				　次の日、元気で食欲旺盛なザディリスに自分がした事を詳しく話すと、「死属性魔術がそんな事までできるとは、驚きじゃ」と賞賛し、「しかしそういう事は最初に言わんか」とお叱りを同時に頂いた。

				「じゃが、命を二度も助けてもらった事に変わりはない。心から礼を言おう。もし坊やがテイマーなら、儂をテイムし、僕(しもべ)としても構わん程の恩じゃ。さて、どうやって返したものか」

				　ヴィダの新種族の内、魔物にルーツを持つ種族はテイムできる。人間並みの知力がある事と女神にルーツを持つために、成功する可能性はかなり低い。しかし、本人がテイムされる事を望むなら話は別だ。

				　そんな事をザディリスが言い出したのは、「命を助けられた恩は命で返す」という気持ちもあるがそれ以上にヴァンダルーについて行くという想像に、心魅かれたからだ。

				　年甲斐も無く胸がときめくが、しかしそう簡単に放り出せないのが立場というものだ。

				「ザディリスが一緒に来てくれるのは嬉しいけど、それをするとこの集落が大変なのでは？」

				　そう指摘され、ザディリスは想像から現実に思考を戻した。

				「まあ、確かにの。儂が居なくてもそれなりに上手くやるじゃろうが、儂の代わりのメイジがまだ育ちきっていないのが不安材料じゃな」

				　一度は自分が居なくても大丈夫だと思ったが、いざ生き延びると欲も出て来る。ヴァンダルー以外にも、若い女衆に術を教えておきたいし、末娘のバスディアがちゃんと子供を産めるかも気がかりだ。

				「それに、まだ無属性魔術も魔術制御も習得していないので暫くはお世話になりますけど」

				「おおっ、そうか。それを聞いて安心したぞ。では早速修業じゃ」

				「……魔力が回復しきっていないので、もう少し待ってください」

				　その後、朝食にゴブゴブを食べ修業を始めるのだった。

				　ただこの日から修行の最後にザディリスの若返り処置が加わった。

				　魔力の成長を促す為には、魔力を使い切った方が効果的だからだ。魔力というのはレベルアップで上がる分とは別に、他の能力値やスキルと同じく使えば使う程鍛えられ上昇するという特性がある。

				　しかし、これまでヴァンダルーはあまりにも魔力が多かったためその方法で魔力を鍛える事は殆ど出来なかった。ヴァンダルーの魔力は一億以上。その魔力を使い切るには、一回唱えると一万魔力を使う魔術を一万回唱えなければならない。

				　一回十秒として、一万回で十万秒。分にすると約千六百六十六分。時間にすると二十七時間。余裕で一日を超えてしまう。

				　だがザディリスに【若化】を施すのに必要な時間は、魔力を使い切って失神するまで続けても十分とかからない。

				　結果、朝に無属性魔術や魔術制御の修行を行い、昼に胡桃のソース作りやドングリ粉作り。その後幼児らしくお昼寝。夕方に再び朝と同じ修業をして、寝る前にザディリスの住居で彼女に【若化】の施術を行い若返らせて失神。そのまま就寝へと移行。そんなサイクルの毎日を過ごす事になった。

				　結構なハードスケジュールだが、石臼型ストーンゴーレムを作る事を思いついたためそれ程でもない。「回れ」と命令し、荒く砕いて灰汁抜きし乾かしたドングリを入れると自動的に粉にしてくれる、地球の電動石臼よりもエコな代物である。

				　そして勿論【若化】の術に関しては、秘密にした。集落のグール達を信用しない訳ではないし、寿命の長いグールに若返りたいという欲求は薄い。他の魔物に関してもそうだ。何故なら、魔物の殆どが老衰では無く戦闘で命を落とすのが現実なのだから。ザディリスのように寿命まで生き伸びるのは、本当に稀な例なのだ。

				　ただ、冒険者に生け捕りにされて尋問され、その際に【若化】の事が明らかになったらと考えると恐ろしい。ヴァンダルーには莫大な賞金が懸けられ、数多の冒険者や傭兵が血眼に成って彼を捕まえようとするだろう。そして捕まれば様々な方法で自由を奪われ、残りの人生を貴族や王族の寿命を延ばす為に飼われ続ける事になる。

				　ヴァンダルー自身も、その過程で滅ぼされるだろうグールの集落も、そんな未来は望まない。なので、遠慮無く秘密を作る事にした。

				「魔力の伸びはどうじゃ？」

				「一日で一パーセントにも届きません。塵も積もれば何とやら、継続は力なりという感じです」

				「……坊やの一パーセントは、百万じゃろうが。塵と言うには巨大すぎやせんか？」

				

				　そして日に日にザディリスは若返って行った。見た目が変わらないグール族であるため、はっきりとした変化は現れていない。しかし挙動に活力が満ちていき、声には張りが、瞳には輝きが増して行くのが傍目にも分かる。

				　減退していた食欲も回復し、髪や肌の艶が増したように見えた。

				　すると当然他のグール達も注目する。

				　明らかなのは、夜になるとザディリスがヴァンダルーと住居で二人きりで籠り、朝まで出てこない事。耳を澄ませると、ザディリスの押し殺したような呻き声や快感の声が聞こえる事。

				　そして日に日に艶々して元気になるザディリス。

				　結果、当然のように誤解された。普通なら一歳児がそんな事出来る訳が無いと気がつきそうなものだが、彼らとヴァンダルーは種族が違う。なら、成育についても違うのではないか。ダンピールなら出来るのでは？　普段から見た目からは信じられない程大人びていたし。

				　そうグール達が考えるまで時間はかからなかった。

				「ダンピールが凄いのか、ヴァンダルーが凄いのか」

				「私も誘っちゃおうかな」

				「産まれた子が娘だったらなんて言わずに、自分でどうにかすればよかったかな」

				「あの老け込んでいた長老が、まるで歳若い娘のようだ。あれが恋をしているという事なのか」

				「我が言うのもなんだが、もうあいつが族長で良いんじゃないか？」

				「ヴィガロ、若長のお前が言うなよ」

				「……来たばかりの頃にどうにかならないかと聞いた時は、無理だと言っていたのに」

				『この妙な噂を坊ちゃんの耳に入れるべきかどうか……しかし、もし本当だとしたら差し出がましい真似をしていいものか』

				『それとなく、さりげなく、噂の真偽を聞いてみます？　父さん』

				『うわぁ、流石将来は貴族に成りたいって言うだけあるよね。じゃあ、もしかしてあたし達にもチャンスあり？』

				　ついでにサムとサリアが悩み、リタが気楽に冗談を飛ばしていた。

				

				　　　　　　　

				

				　二歳の誕生日を迎え、そろそろ本格的な夏を迎える七月にようやくヴァンダルーはレベル１の【無属性魔術】と【魔術制御】スキルを獲得した。

				　数年かかると言われていたところを一年経たずに習得出来たのは嬉しかったが、レベル１とはダルシアやサムによると社会全体では半人前未満でしかないらしい。

				　因みに、ザディリスを襲っていた冒険者達の中にいた魔術師は、【無属性魔術】をレベル２で習得していた。

				「先は長いなぁ」

				　そう天を仰ぐが、ヴァンダルーの気分は晴れやかだった。誇らしい気持ちだった。何故なら無属性魔術はオリジンには存在しなかった可能性がある魔術だから、もしそうならオリジンで二度目の人生を謳歌している雨宮寛人達よりも一歩先にいる事になる。

				　小さな一歩だが、この一歩を続ける事で将来身を守る事に繋がるのだ。

				　後、ザディリスの【若化】と魔力を限界まで消費して魔力量を増やす修業は、中止になった。何故なら、ザディリスが外見年齢と同じ年齢まで【若化】したからだ。

				「これ以上はどうなるか分からんし、もう十分じゃ」

				「そうですね、次の寿命まで二百年以上ありますから」

				　魔力量も随分増えたのでできれば続けたかったが、この集落にはザディリス以外に二百五十年以上生きている老グールは存在しなかった。それに、あまりグールに【若化】をかけて回っては秘密を守るどころではなくなるので、止めるしかない。

				　今度山賊を襲う機会があったら、始末する前に【若化】をかけるのもいいかもしれない。

				　そんな事を思いながらドングリの殻を爪で割り、中の実を荒く砕いて灰汁を抜く準備をしていると、一緒に作業している女グールの事にふと気が付いた。

				　いや、彼女の存在を忘れていた訳じゃない。魔物の群れとしては多くても集落の人数としては少ない、百人のグールの顔をヴァンダルーは既に覚えている。

				　流石に全員と心を通わせた友だと言えるほど仲がいい訳ではないが、普通に挨拶を交わして軽く話す仲ではある。

				「ビルデさん、ちょっといいですか？」

				　彼女はビルデ。ヴァンダルーがこの集落に来た日に開かれた宴で、物理的に雑な扱いだったがチヤホヤしてくれた女グールの一人だ。

				「何？　ドングリをもう少し細かく砕いた方が良い？」

				　きょとんとする彼女のお腹は、どう見ても膨らんでいない。あの宴の時、彼女は妊娠していると言っていたはずだが。

				　あの宴は去年の十月。今は七月。約九か月が経っている。十月時点で妊娠何か月だったのかは分からない。

				「いえ、産まれる子供が男の子だったら、俺の名前を付けてくれるという話ですけど……」

				　気になったので口に出したが、これは聞いて良い質問だったろうか？　そう思って徐々に声が小さくなっていったが、ビルデは「ああ、覚えていてくれたんだ」と特に気にする様子も無く答えた。

				「ごめーん、あの時お腹にいた子産めなかったんだ。今度産めたら名前頂戴ね」

				「そうでしたか、じゃあまた今度……はい？」

				　えへへと黄色い瞳を細めて舌をちろっと出して、深刻さの欠片も無く言ったビルデの言葉を正しく理解して、ヴァンダルーは思わず聞き返しながら彼女の表情を二度見したが、聞き間違いや見間違いではないようだ。

				「残念だったよねー、去年は結局一人も生まれなかったし」

				「私は二か月持たなかったな〜、ビルデが一番長く持ったんだっけ？」

				「うん、もう少しで三か月だったんだけどな〜」

				　他の女達も、深刻な様子も辛いのを我慢して明るく振る舞っている様子も、無い。確かに残念だったと思っているようだが、その度合いはとても軽いように思えた。

				　それに何か事情があって仕方なく……っと、いう様子も無い。

				「あ、もしかしてザディリス長老の次はあたしとか？」

				「待てヴァンっ、なら先に私を──」

				「バスディアさん、ちょっと聞きたい事があります。こっちへ」

				　とんでもない方向に話が転がりかけているので、ヴァンダルーはザディリスやヴィガロを除けば最も仲が良いバスディアを連れ出す事にした。

				　後ろから「バスディアの次はあたしだよーっ」と言うビルデの声や、「その次は私でどう？」「え〜、そこはあたしでしょ」といった、身体的に可能だったら嬉しい声が聞こえるが、不可能なので無視だ。

				「ヴァン、私を選んでくれて嬉しく思うが、昼間からは──」

				「バスディアさん、聞かせて欲しい事があります」

				　やはり誤解しているバスディアの言葉を遮って、ヴァンダルーは質問した。

				

				「ビルデ達が、子供が産まれなかった事を何故そんなに嘆かないのか聞きたいのか。それはなヴァン、生まれない事の方が多いからだ」

				　バスディアによると、グールは種族的に妊娠し難く更に妊娠初期の内に流産しやすいという事だった。

				　正確な妊娠する確率や、妊娠した後産まれる子供の割合等は不明だ。ただ昔から子供が無事生まれるのは五回に一回程度が普通だと言われているらしい。

				　どう考えても少子化待ったなしの生態だが、約三百年というグールの寿命の長さがそれを補っているのだろう。少なくとも、今までは。

				「ビルデ達があまり嘆かないのも、それが普通だから……ではないだろうか？　ああ、我が子が流れた事を嘆いて何日か泣き暮らすグールも珍しいが居ないでもない。ヴァンが不思議に思うのは、人間達はそれが普通だからなんだろうな」

				　普通だからあまり悲しくない。慣れているから大丈夫。地球で聞いたら「我が子が死んだのに、それで良いのか!?」と驚愕や怒りを覚えるような事だが、ここは異世界で彼女達はグールだ。事情が違い過ぎる。

				　そもそも、そういう生態の種族として約十万年前からグールは生きて来たし、この集落の環境を思えば分かるが基本的に他種族との交流が無い生活をしている。

				　そのため、自分達の常識に疑問を覚えないのだ。もし他の種族とグール達が暮らしていたら、何故我々の子は他種族と比べて無事に産まれにくいのだろうかと嘆き、疑問を覚えただろう。しかし、グールだけだと「昔から我々はそうだったのだから、仕方がない」で済んでしまう。

				　それに、流産する時期にも原因がある。妊娠初期の、お腹も膨らまず母乳も出ない時期。この世界にエコーや超音波診断等は無いが、あっても胎児の性別すら分からない時期だ。

				　それだけに子供を失ったという意識が薄いのだろう。

				「まあ、少なくとも明るく話す話題じゃないと思いますよ。多分」

				「やはりか」

				　バスディアもヴァンダルーに聞かれて初めて人間とグールの違いに気が付いたらしい。

				「今まではゴブリンやコボルト、オークぐらいしか比べる相手が居なかったからな。それにしても私達より弱いくせに、ボコボコ増えるのが気に喰わないと思っていただけだった」

				　……もしやとは思うが。グールがゴブリンやコボルトを食用にする方法を発明出来たのは、その嫉妬が原動力だったりするのだろうか？

				「なるほど。教えてもらって色々納得しました。前々から不思議だなとは思っていたんです、この集落で子供を見ない事を」

				　ヴァンダルーは、この集落でグールの子供を見た事が無い。赤ん坊の泣き声を、一度も聞いた事が無い。子供だと思ったら、童顔なだけだったりザディリスのように若い頃に妊娠した女グールだったりした。

				　百人も大人のグールが生活している集落なのに、子供がいないのはおかしいと違和感を覚えた。それで、最初はまだ自分達が警戒されていて、赤ん坊や子供を目につかない何処かに隠しているのだと思った。

				　しかし魔術修業に夢中になって、何時の間にか感じた違和感も疑問も忘れていた。

				　だが真実は、単純に子供がいないだけだった。もしヴァンダルーが積極的にグールの子供を探そうとすれば、ザディリスやヴィガロがすぐ教えてくれただろう。彼女達にとっては、大したことない真実だ。

				　後、グール達が性に積極的な理由もわかった。

				　妊娠し辛く、また妊娠しても五回に一回しか産まれない。なら積極的に励むしかないという訳だ。

				「そういう事なら、仕方ないですよね」

				　と、ヴァンダルーはこの問題はこれで終わらせるつもりだった。

				　何故ならこれはグールという種族が抱えている、十万年前からの問題だ。それでもグールは種族を維持し続けているのだから、今自分が思い悩んで頭を捻って解決策を模索する必要は無いように思える。

				　実際、差し迫った危機で無い事は集落を見れば分かる。だったら頼まれてもいないのに自分が悩むのは要らぬお節介というものだ。

				　頼まれれば別だが。

				「……確かに仕方ないが、ここ十年集落では子供が産まれていないんだ。母さんやヴィガロも悩んでいる。母さんの魔術では無理だが、ヴァンの魔術なら何とかならないか？　勿論、私が妊娠したいというのもあるし、妊娠できるなら無事我が子を産みたいという理由もあるが」

				　あ、頼まれた。

				「分かりました。考えてみます」

				　じゃあ、別だ。
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				「修行の傍ら、グールの少子化問題解決に取り組もうと思います」

				　そうヴァンダルーに報告を受けたザディリスは目を丸くしていた。

				「それは……まあ、嬉しい事じゃが……他種族の女を襲って拉致し、儀式でグールにするという訳ではないのじゃろうな？」

				「出来たんですか、そんな事」

				　ダルシアから聞いた人間社会で出回っているグールの情報に出来るとあったが、迷信の類だとヴァンダルーは思っていた。

				「うむ、出来る。この集落でやった事は無いがの。この魔境で拉致できる他種族の女と言えば冒険者ぐらいじゃからリスクが高い。その上、一度成功してもそれをきっかけに他の冒険者が大勢儂らを退治しにやって来たら女を増やすどころではないしの」

				　対象が女性だけである等吸血鬼より効率は悪いが、他種族を同族に変える方法はグールにもあるらしい。それで低い妊娠率と出生率を補うのが、本来の種族としてのスタイルなのだろう。

				　この集落は冒険者以外他種族の女を手に入れる当てがない事と、そのリスクを冒してまでグールの女を増やす必要に駆られていなかったため、行われていなかったようだが。

				「しかし、実際子供がここ十年ほど生まれていないのは事実じゃしな。まさか坊やに歳を取った順に若返らせてもらって維持する訳にもいかんじゃろうし、解決できるのなら大歓迎じゃ。儂も皆も協力は厭わん。【若化】という生命属性魔術を極めた術者でも出来るか分からん事が出来る坊やなら、出来てしまいそうじゃし」

				　普通なら不可能だと思う事でも、このちょっと前に二歳児に成ったばかりの坊やなら何とか出来てしまうかもしれない。自然とザディリスはそう思えるようになっていた。

				「出来る限りやってみようと思います」

				　一方、ヴァンダルーにとってはこの言葉通りの気持ちだった。出来るという確証がある訳ではないし、そもそも彼の医療知識は地球で見た医療番組や学校での授業、そしてオリジンで死んだ科学者や研究者から吸収したものだ。

				　つまり対象が人間であり、しかも地球の場合は超音波検査器や顕微鏡等の検査器具、更にオリジンの知識はそれらに加えて生命属性等の魔術が使える事が前提となっている。

				　そもそも産婦人科の分野に特別詳しい訳じゃない。だから正直に言えば自信がある訳では無い。

				　しかしヴァンダルーの死属性魔術でオリジンの医学水準は、ロドコルテも認めるほど向上している。だとしたら不妊治療でも出来る事があるかもしれない。

				「でも、母さんには秘密にしないと」

				　流石に二歳の息子がこの分野に関わるのは、ダルシアも認め難いだろう。こうして子供は親に秘密を持つようになるのかと、ヴァンダルーは実感したのだった。

				

				　　　　　　　

				

				　方法は、健康なグールの男女十人ずつに「致して」もらう。そしてその前や後、最中にヴァンダルーが【霊体化】や【生命感知】を使って彼らの生殖器や精子、卵細胞、内臓器官が正常に働いているか調べるというものだ。

				　結果分かった原因は、単純で根源的なものだった。

				　まず、グールの男性の精子は女性の体内で半日ほどしか活動できない。これは人種と比べると圧倒的に短い時間だ。

				　次に、グールの女性の卵細胞は排卵されてからなんと六時間しか持たない。これも人種に比べると、圧倒的に短い時間だ。しかも、排卵の周期だけは人種と同じで一か月に一回と来ている。

				「ほとんどの場合受精する前に精子か卵子のどちらか、若しくは両方が死んじゃうのか。これじゃあ毎日でも致さないと子供が出来ない訳だ」

				　特に、排卵周期を調べる方法が無いグール達ではタイミングを見計らう事も出来ないので、余計にそうだろう。

				「なるほどー、そうだったんだ。でもヴァンダルー、さっきから何で子作りの事を『致す』って言うの？」

				「……はっきり言うのに躊躇いを覚える年頃なので」

				　ヴァンダルーは答えた。しなりの強い木の枝で編んだ寝台の上で横になっている、「致した」ばかりのビルデを見ないようにして。

				（地球だとこういう研究や治療は普通、被験者の方が精神的にきついはずなんだけどな）

				　何故か微妙な気分になる。いや、成果が出て嬉しいし、やる気だってある。でも微妙な……何となくやるせない？　切ない？　そんな気分になるのは何故？

				　それは多分可愛い女の子達の不妊治療の研究をしているからだろう。地球、オリジンと異性に縁が無いまま終わって、ラムダではこの状況。何か理不尽だ。はいはい、全部ロドコルテのせいロドコルテのせい。

				「じゃあ、その精子とか卵子とかが、死なないようにすればいいんじゃない？　出来る？」

				　ヴァンダルーが無表情に思い悩んでいると、ビルデがそう言った。彼女は精子やら卵子やらがどんなものなのかよく分かっていない様子だが、その意見は大正解だ。

				「出来る」

				　そう、精子と卵子の寿命を延ばす事なんて簡単だ。ヴァンダルーが死属性魔術を使えば、明らかに致命傷を負っている人間だって数日なら死なせずにおく事が可能なのだ。小さな精子や卵子の寿命を延ばすのなんて訳は無い。

				「本当っ!?　じゃあ解決じゃないっ、やったー♪」

				　寝台から跳ね起きてヴァンダルーを振り回して歓声を上げるビルデ。しかしヴァンダルーは彼女に同意できない。出来るが、根本的な解決とは言い難いからだ。

				　でも解決のためには前に進まなければならない。

				「じゃあ、次は流産を防ぐ方法を調べたいんですけど……」

				「でも今妊娠している人は集落に居ないし……分かった、あたし達が妊娠すればいいのねっ」

				　輝くビルデの笑顔に、やっぱり微妙な気分になるヴァンダルーだった。

				

				　　　　　　　

				

				　死属性魔術で精子と卵子の寿命を延ばしつつ子作りしてもらった結果、ビルデ達はすぐ妊娠した。受精卵に確かな生命力を感じて、やはり問題は精子と卵子があまりにも早く活動を停止するからだとヴァンダルーは確信した。

				　そして、グールの女性が妊娠初期に流産を多発する原因も分かった。

				　受精卵の生命力が弱いのだ。

				　【霊体化】で調べたら、病気等の外的な要因は無く、ビルデ達母親に原因がある訳でも無い。単純に、受精卵の生命力が弱かったのだ。

				　更に母体の旺盛な生命力が、子宮内の受精卵や胎児を異物と認識して攻撃してしまうようだ。

				　妊娠初期に流産が多発するのは、そのせいだ。

				　そして原因が分かれば後は簡単だ。これも死属性魔術で受精卵や胎児が死ぬのを防ぐ。先延ばしにして、胎児が自力で生き残れるようになるまで待てばいいのだ。

				

				　そして吐く息が白くなる十二月、成果が出た。

				「もう大丈夫だとお墨付きをもらって、ビルデ達が喜んでいたぞ。勿論、ビルデ達だけでは無く集落の誰もが喜んでいる」

				「うむ。坊やのお蔭でこの集落も新しい仲間を迎えられるのじゃ。心から感謝する」

				　バスディアとザディリス、そしてヴァンダルーが竪穴式住居に集まっていた。

				「延命措置を約三か月続ければ、後は安定すると分かりましたから。勿論、無茶をしなければですけど」

				　グールの胎児は妊娠三か月を超えると、それまでのか弱さは何だったのかと思う程旺盛な生命力を示した。一応ビルデ達が出産するまで経過は観察するが、毎日見なければならないような事は無い。

				　グールの子作りは妊娠できるかどうか、出来たとして最初の三か月を乗り切る事が出来るかが問題だったようだ。

				「そうか。古より儂らグールは魔境の外では子が作れぬと言われていたが、上手く行けば魔境の外でも生きていけそうじゃな」

				　魔物は魔境の中では活性化し、外で生きていた時よりも旺盛に繁殖し、子も早く強く成長する。だから生存競争が激しく、冒険者が幾ら狩っても魔境の魔物は絶滅しないのだ。

				　そして半ば魔物であるグール達も魔境に影響を受けている。受けていて尚、少子化問題に頭を悩ませる状態だったのだ。

				　だから魔境の外では子孫を残す事は絶望的だ。そのためグール達は餌になる魔物は豊富でも、同時に自分達より強い魔物も多い魔境で暮らしてきたのだ。

				「後は精子や卵子の活動停止を遅延する魔術と、胎児の死亡を遅延する魔術を込めたマジックアイテムを、俺が作れるようになるだけですね」

				「ああ、ヴァンに何時までも頼る訳には行かないからな」

				　グールの少子化問題を解決する方法は分かったし、実行も出来る。しかし、そのためにはヴァンダルーが女グール達に毎日魔術をかける事が必須だ。

				　ヴァンダルーはオルバウム選王国に行くつもりなので、それが出来る時間は限られる。それに……この状況が繰り返されるのは精神的に辛いものがある。

				「しかし、坊やは魔術の習得はそれなりに速いが、錬金術のような技術の習得は苦手なようじゃな」

				　ザディリスが言うように、現在錬金術の習得を目指しているヴァンダルーだったが、上手くいっていなかった。

				　このラムダには、二種類の【術】がある。一つは属性魔術。もう一つは錬金術や精霊魔術等の技術だ。

				　属性魔術は、単純に自分がどの属性と相性が良くどれだけ使いこなす事が出来るかという意味だ。例えばザディリスなら光と風の属性に適性を持ち、ヴァンダルーは死属性の適性を持っている。

				　そして錬金術や精霊魔術等の技術は、自分が適性を持つ属性魔術の使い方を表すスキルだ。

				　例えば、精霊魔術なら自分が適性を持つ属性の精霊とコミュニケーションを取り、魔力を渡して頼む事で魔術を発動する技術。

				　そして錬金術は、魔力や魔術で様々な触媒を使用して薬を調合し、マジックアイテムを作り出す事が出来るスキルだ。

				　精霊魔術は死属性の精霊が存在しないから不可能だが、錬金術を修めればヴァンダルーは死属性のマジックアイテムを作り出す事が出来る。

				　実際、オリジンではヴァンダルーから魔力を搾り取って、数え切れない程のマジックアイテムが作り出されていた。勿論、身体の自由を乗っ取られていたヴァンダルーはその技術を知らない。オリジンで話を聞いた研究者の霊達から手に入れた知識は、オリジンの高度な科学技術やマジックアイテムによる製造機器の存在が前提になっているので役に立たない。

				　そのためザディリスの錬金術を一から学んでいるのだが、【無属性魔術】や【魔術制御】よりも手こずっているのが現状だった。

				「この分だと、本当に出発が再来年になるかも。そういえば、バスディアはいいんですか？　今は俺が居ますから、子供を作る事は出来ますよ」

				　バスディアはビルデ達のようにヴァンダルーの研究に参加しておらず、未だ妊娠していなかった。あれだけ妊娠したがっていたのにいいのかと気になったので尋ねてみると、意外な事に「いや、まだいい」と答えた。

				「今妊娠すると、ヴァンが錬金術を習得した後作るマジックアイテムが本当に効くか試す時に実験台になれないだろう」

				「まあ、確かにそうですけど歳とかはいいんですか？」

				　グールの女は初めて妊娠した歳で老化が止まる。だからまだ妊娠した事が無いバスディアの外見は実年齢と同じ二十五歳……いや、もう二十六歳になっていた。

				　まあ、美人だし若く見えるからヴァンダルーはまだ数年は気にする必要は無いと思っていたが。

				「よいのか？　確実さなら既に結果も出ておるし、坊やもこう言ってくれている。それに実験台にしてもお前だけが気にする必要は無いのじゃぞ」

				「母さん、大丈夫だ。ヴァンは私の見た目が多少歳をくっても気にしないと言ってくれた」

				「……その言い方だと坊やが相手のように聞こえるのじゃが」

				「……それは短くても後十年以上かかるので、気にせずとっとと妊娠してください」

				　一時期ヴァンダルーとザディリスがそういう関係なのではないかという誤解が集落で流行したが、それは既に解けている筈だった。なのに何を言っているんだという二人に、バスディアは首を横に振った。

				「言い方が悪かったな。何もヴァンと子作りしようと思っている訳ではない。ただ実験台になる事で見返りを求めているだけだ」

				「見返り、ですか？」

				　バスディアの言葉にヴァンダルーは首を傾げた。この集落で暮らすようになってから貨幣経済と全く縁が無いので、そういう発想を忘れていたからだ。……まあ、生まれた時からずっと縁が無いといった方が正解だが。

				「ああ、二度目の子作りの相手をヴァンに頼みたい」

				「……二歳児には厳しい要求では無いでしょうか？」

				「大丈夫だ、ヴァンが出来るようになるまで待つから」

				「ふむ、それならよいのではないか、坊や？」

				「いや、良くないです」

				　確かに、一度妊娠してしまえばバスディアの老化は止る。その後、三百歳近くなるまでずっと若いままだ。だからヴァンダルーが第二次性徴を迎えるまで十年以上その時の外見のまま待つ事が出来る。

				　しかし、十代前半で子供を作る気になるはずがない。

				「十代前半で親の責任とか、自覚に目覚めるはずないじゃないですか。そもそも、俺は人種じゃなくてヴァンパイアとダークエルフの間に生まれたダンピールです。グールとの間に子供が出来るかどうかわかりませんよ」

				「安心せい、儂ら女神ヴィダの新種族は基本的に全ての種族と混血可能じゃから」

				「そうだったのか。安心だな、ヴァン」

				「ああ、再考を促す口実が消えた」

				　あっさりと問題解決。年寄りの知恵恐るべし。

				「それにヴァン、お前は男なのだから親の責任や自覚は考えなくていいと思うぞ」

				「うむ、男の役割は外で命を懸けて食い扶持を狩ってくる事じゃからな。子を育てるのは女の仕事じゃ」

				「いや、それグールの常識ですし」

				　命を懸けてというところが、男にとって都合が良いと言い切れないグール社会の厳しさか。

				「いや、儂らグールじゃし」

				「知ってます。でも、生まれてくる子がグールかどうか分からないじゃないですか。人種相手なら確実にグールらしいですけど、俺はダンピールですよ」

				「むっ、一本取られたか」

				　そう言いながらも、バスディアには諦めた様子は無い。

				「では出来るようになったらすぐにとは言わない。ヴァンがその気になった時でいいぞ、ヴァンも人種よりずっと長生きだろうからな。それにその時になったら私も気が変わっているかもしれん」

				　明らかに後半はヴァンダルーにこの場で拒否させないための方便だったが、まさか「気が変わるはずがない」と否定する訳にもいかないので、歯切れ悪く「はぁ」と頷く。

				「その時は私の娘の相手もしてやってくれ」

				「少しは息をつかせてくれませんか？　夜に二歳児を追い詰めるのは感心できないですよ」

				「ふむ、そうなると曾孫は坊やとの子になる訳か。まあそれも良いな。そうじゃ坊や。ついでに、もし儂がこの先娘を産む事があったらその娘の初めての相手を頼めるかの？」

				「何を言っているんだ母さん！　歳を考えてくれっ、もう母さんは二百九十を超えているんだぞっ、私の時だって難産だったと言っていたじゃないかっ！」

				「ん？　まあそうじゃが、最近若返ったような気分でな。後何回かなら大丈夫じゃろう」

				「その確信は何処から来たんだ!?　二年前に歳のせいで魔術が使えず冒険者達に捕まる寸前だったのを忘れたのか!?」

				　飄々と爆弾発言をかまして撤回する様子も無いザディリスに、慌てた様子で本来なら寿命が近い母を止めるバスディア。自分の母親がヴァンダルーに見た目と同じ年齢まで【若化】されている事を知らない彼女の狼狽は、一向に鎮まる様子が無い。

				　それを見ながらドングリ粉で作ったクッキーを齧るヴァンダルーは、さっきまで自分を振り回していたバスディアがザディリスに振り回されているのを見て、やっぱり母子だなぁと思っていた。後、ちょっとスッとした。

				　そんな場合じゃないと気が付くのは、口の中のドングリクッキーを飲み込んだ時だった。

				　《ヴァンダルーは、【霊体】のスキルを獲得した！》

				

				　　　　　　　

				

				　ヒュッ。耳を掠って、矢が飛んでいく。

				「カチア、ゴブリンアーチャーが狙ってる！」

				「何とかしてよ、リッケン！」

				「無茶言うんじゃねぇ……よ！」

				　五人の冒険者がゴブリンと……ゴブリンを含めた魔物の群れと激しく戦っていた。

				　ゴブリンアーチャーの矢をギリギリで避けた女冒険者、カチアに怒鳴られたリッケンは、引き絞った弓で矢を放つが、それはコボルトメイジの護衛をしていたホブゴブリンに防がれてしまった。

				　そう、ゴブリンだけでは無くコボルトやホブゴブリンまでこの群れには混じっている。

				　ダンジョンなら兎も角、普通の魔境で魔物が他の種族と協力する事は無い。ゴブリンと共生関係にあるホブゴブリンはいても不自然では無いが、コボルトが居るのは酷く場違いだ。

				　魔物に魔物同士助け合おうなんて発想は無い。たとえ冒険者という共通の敵がその場にいても共同戦線を張ろうなんて考えもしない。

				　お互いが天敵でお互いが獲物なのだ。

				　例外があるとすれば三つ。一つは、人間に操られている場合。伝説的なテイマーは群れを超える規模の魔物を従えていたそうだ。だが、そんな伝説的なテイマーに魔物をけしかけられなければならない理由が無い。

				　なら二つ目。

				「まさかキングでも現れたって言うの!?」

				　カチアは目にも止まらぬ速さでバスタードソードを閃かせ【回転斬り】を放ち、ゴブリンソルジャー二体を纏めて切り捨てた。

				「キングだと!?　悪い冗談だぜ！」

				　盾職の仲間がそう言いながら自慢の盾でコボルトローグを殴り殺したが、彼も嫌な予感を否定しきれずにいる。

				　種族が違う魔物が協力し合うのは、より強い魔物に支配されている場合だ。強く、自分以外の魔物を支配する知恵と人間にも通じる欲望を持つ個体。

				　亜人系の魔物に極稀に出現する君臨者、キングの名を冠する個体の出現。

				　その脅威は冒険者ギルドによる災害指定の形で表されている。

				　それが現れたとすれば、ゴブリンとコボルトが協力して自分達と戦っている事から推測すると──。

				「ブゴオォォォォォ！」

				　その最悪の推測を裏付けるように、豚の鳴き声に似ているが段違いの迫力が込められた咆哮を上げながら、巨漢の集団が密林の奥から現れた。

				　オーク。それも鎧と盾で身を固めた、オークナイト。そしてその後ろで悠然とこちらを見下ろすのは──。

				「クソっ！　三番目かよ！」

				　盾職の誇りにかけて、せめて仲間が逃げる時間を稼ごうと【石壁】と【石盾】の武技を連続使用して立ち向かう男だったが、それは雪崩を一人で受け止めるに等しい行為だった。

				

				　　　　　　　

				

				　ブゴガンはオークの二メートル前後の巨体を上回る三メートル強の肉体を植物系の魔物であるトレントを使った玉座に預け、側近や息子達の報告を聞いていた。

				「ブギィ、ブモォヂギィ、フゴゴ、ブーモ」

				　武器と鎧の生産は順調であるようだ。全てのオークと奴隷共にそれに応じた武具が行き渡り、予備も十分だと言う。ただ、作り手のコボルトが一匹ダメになったようだ。

				「ブモォォォ！　ブモモン！　ブッギィー！」

				　兵士達の訓練は順調であり、ブゴガンの命令があれば死を恐れず敵を粉砕するとの事だ。下等種族なのだからそれは当然だが、使えない駒より使える駒の方が良いので、精々忠義に励んでもらいたいものである。

				「ブゴゴゴン、ブギギ、ブゲブボホホ！　ブッホホホ！」

				　奴隷共の数はやや足りないようだ。ゴブリンやコボルトは虫のようによく増えるが、この前グールの集落を襲わせた時に随分減ったそうだから、まだ追いついていないようだ。

				　適当に、しかし例の集落のテリトリーの外から補充するようにと指示を出しておいた。

				「ブゴゴゴ、ブモォォォ、フボオブギギャーギャー」

				　そして相変わらず女が足りないようだ。使えない低能共はゴブリンやコボルトの雌で満足していればいいものを。実際、野良オークの殆どはそうして増えている。

				　しかし、ここにはもっと上等な女が居るのでそれを見ると我慢できなくなるのだろう。

				「ブゴ……」

				　思わずため息が出る。ゴブリンの雌でも貴重な人種の雌でも低能共が孕ませる仔等、低能に決まっているだろうに。何故身の程を知らないのか。

				　しかし、低能共を支配してこその支配者であるし、駒として動く奴らの数を増やさなければならないのも事実。

				「ブゴ、グールフゴゴブモモモ」

				　これ以上グールの集落を襲撃すると、あの集落に気がつかれる可能性が出て来るがいいだろう。近々またグールの集落を襲い、グールの雌を生け捕りにする事を告げると、女が足りないと言い出したオーク以外もグブブと下卑た笑みを漏らす。

				　通常のオークよりもずっと賢いとされるオークメイジですら、欲望を抑える事が出来ないのだ。ブゴガンはこれだからオークはと内心で呆れた。

				　全く、下位種族は何故こうも弱く愚かで、そして低劣なのだろうか。

				　いや、そうだからこそ私のような高貴な存在に支配されるしかないのか。

				　そう、我々オークの上位種、ノーブルオークに。

				　金色の、マッシュルームを思わせる形に生えた頭髪を撫でてブゴガンはそう考え方を変えると、手下共の愚かさも何もかも許容した。

				　ゴブリンやコボルト、そしてオークにはキングの名を冠した統率者が極稀に出現する。だがそれ等はあくまでもその種族内での王でしかない。

				　それに対して上位種は、種族全体が下位種族よりも優れた種族だ。ハイゴブリン、ハイコボルト、ノーブルオーク。彼らは下位種族と比べて段違いの強さと寿命を誇っている。

				　かつてその姿が肥え太った悪徳貴族に似ていた事から、皮肉を込めてノーブルの名を付けられたノーブルオークのランクは最低でも６。通常のオークのランクが３である事を考えれば、その戦闘力は全くの別物だ。

				　知能も高く、寿命も人種並。魔術まで使える。そして下位種族を無条件に従える力を持つ。たとえ選ばれたオークキングでも、凡庸なノーブルオークの前に膝を突くのだ。

				　ブゴガンはそんなノーブルオークが君臨する魔境……この密林のような小さな魔境では無く、山脈に隔てられたバーンガイア大陸南部を覆う大魔境にあるノーブルオークの帝国からやってきた。

				　ただし権力闘争に敗れた敗北者として。

				　だが山脈を生きて越えたブゴガンが密林に辿り着いた時、敗北者は野望に燃える征服者へと姿を変えた。

				　下位種族共を従え己の帝国を築き、いずれは人間共の国を征服する。それを目標にブゴガンは努力と苦労を重ねた。

				　魔境に幾つか存在したオークの集落全てを自分に従属させ、しかし知能が低い者は猿にも劣る愚かなオークを排除し、少しでも頭の良い個体を選別して上の地位に付けた。数を増やすためにゴブリンやコボルトの雌を攫い、優れた手駒を増やすために、ブゴガン自ら醜く汚らわしいゴブリンの雌の腹を使って息子を作った。

				　それでありながらグールや冒険者に自分達の存在を隠し、力を蓄えてきた。そうして十年、ブゴガンの帝国は遂に大きな勢力となった。

				　出来損ないを間引いた結果残った息子は三人、訓練を生き残った僕であるオークは三百匹、そして奴隷であるゴブリン、コボルトがそれぞれ百匹程。飼いならした魔獣系の魔物やその他が数十匹。

				　冒険者ギルドがこれ程大規模な魔物の群れの存在を知れば、速やかに緊急災害指定依頼を出し、国の内外からＢ級以上の冒険者を掻き集めるに違いない。だから、ブゴガンは冒険者にばれないようにしてきた。襲う時も全て捕えるか殺すかしろと、手下達には徹底させている。

				　そして冒険者以外にブゴガンが相手をするのは面倒だと倦厭しているのが、グールだ。グールは個体としての強さはオークと同程度だが、頭が良い。ゴブリンやコボルトは同じ種族内でも群れが別なら平気で同士討ちを始めるが、グールは共通の敵を前にすると過去の諍いを捨ててあっさり共闘する。

				　それで負けるとまでは思ってはいないが、ブゴガンの手下の数が大きく減るのは避けられない。だからグールを襲う時も規模の小さな集落を、一匹も残さないように徹底してきた。

				　そのグールの集落の中で最も厄介なのが、老グールメイジが率いる百人規模の集落だ。数が多く、その癖一匹一匹の質が高い。ブゴガンが君臨するまで、その集落のグールにとってオークはやや強いが挑発にすぐ乗る美味い肉でしかなかった。

				　そんなグールメイジの集落とは事を構えたくは無かった。しかし、ブゴガンにとって良いニュースが奴隷にしたコボルトからもたらされた。

				　近々、問題のグールメイジが寿命で死ぬらしい。

				「ブモモモモ、フゴーフゴーホ」

				　ブゴガンが命ずると、この玉座の間で唯一オークでは無い魔物、毛が白くなった老コボルトが一歩前に出た。

				　この老コボルトはブゴガンがいた山脈の向こうにある南の大魔境でも滅多にいない霊媒師、コボルトシャーマンだった。

				　その能力で霊と交信し、数々の預言をもたらしてブゴガンに貢献する事で帝国内でのコボルトの地位を守ってきた。グールメイジが近々老衰で死ぬというのも、このコボルトシャーマンがもたらした預言の一つだ。

				　しかしそのコボルトシャーマンの耳はペタリと伏せ、肩を小刻みに震わせていた。モゴモゴと、長々と小さな声で呟くが、別に霊と交信している訳ではないようだ。

				　その呟きを聞いたオークメイジが、ブゴガンにコボルトシャーマンの報告を通訳する。

				『老衰で死ぬはずのグールメイジは、何故か生きている。これからも殺さない限り死なないだろう。何故かは分からない、最近何故か霊達が自分の言う事を聞かないので、集落内で何が起きているのかも分からない』

				　それを聞いたブゴガンは自分の髪を指で撫でながらしばし黙考し……玉座に立てかけていた愛用の魔剣を掴むと、コボルトシャーマンに向かって振り下ろした。

				「ギャビッ！」

				　一撃で脳天から腰まで真っ二つに斬り裂かれたコボルトシャーマンの死体を食料の足しにするように命じると、魔剣に付いた血を布で拭う。

				　下等なコボルトだが役に立つと一目置いてやったのに、あの報告は何だ。耄碌したのはグールメイジでは無く奴ではないか。まったく、これだから二本足の駄犬は。

				「ブゴゴー！　ブボービオ、ブゴブオン、ブホッホ、ブヒヒブモ！」

				　この日は悪い事だけで終わるかと思ったブゴガンだったが、良い報せもあった。

				　冒険者共を捕虜にして攫うために奴隷と僕を率いて出ていたブゴガンの長子、ブボービオが冒険者を無事捕まえた。

				　五匹の内雄一匹は死んだが、残りの雄一匹と雌三匹は多少傷ついているが生け捕りにしたとの事だ。

				　冒険者を捕まえたとの報せに、特にその中に雌が三匹も含まれている事に僕達が沸き立つ。

				「ブゴブ、ブッヒヒブ、ブホホヒブヒブヒ」

				　しかしまずはこれから征服する人間社会の情報を吐かせなければ。母体にすると一晩種を付けただけで壊れてしまう人間の雌も少なくないのだから。

				「ブホホ」

				　だが、その後は雌三匹を母体に、雄は食料に。特に手柄を上げたブボービオには三匹の雌の内一匹を専用の雌にしてよいと褒美を出す事にした。

				　信賞必罰は支配に必要な事だから。

				

				　一週間後。

				　湿度の高い密林でも、比較的澄んだ冬の空気を吸いながらゴリゴリと薬草やら鉱石やら魔石を砕いて粉にし、錬金術の触媒を作っていたヴァンダルーは、ふと動きを止めた。

				「坊や、もっと集中しなければスキルの獲得が何時になるか……坊や？」

				　そのヴァンダルーの手際を見守っていたザディリスは、手を止めたのを注意しようとして彼の異様な様子に戸惑いを浮かべた。

				　何も無い虚空を見つめ、頷いたり首を横に振ったり、「はぁ」「へぇ」と相槌にも取れる声を出したり。

				「坊や、根を詰め過ぎたかの？　今日の修行はこの辺にしておくか？」

				　修行をさせ過ぎかと心配に成ったザディリスがやや躊躇いがちに声をかけるが、どうやら疲労が溜まって幻覚を見ていた訳ではないらしく、ヴァンダルーはぐるりと首を回して彼女を見た。

				「今、コボルトシャーマンの霊から教えてもらったんですが、この魔境の奥にノーブルオークが君臨するオークの大集落が出来ていて、この集落を邪魔だと思っているようです」

				　ブゴガンの情報隠蔽、霊による情報漏洩によって失敗。

				

				　　　　　　　

				

				「と、いう訳でこれから命がけの戦いに参加する事になると思います。いつも通りの事なので、安心してください」

				『ヴァンダルー、そんな事を我が子から言われて安心できる親はいないわ』

				「……やっぱり、止めます？」

				『うーん、でも確かに命がけなのは何時もの事だし、ヴァンダルーなら死なないように頑張れるだろうけど……ちゃんと皆と協力するのよ？』

				「分かってるよ、母さん」

				

				　魔剣で縦真二つにされたコボルトシャーマンの霊が、七日間かけてここまで来てノーブルオークが大集落を築き、他のグールの集落を襲ったり冒険者を捕えたりしながら戦力を蓄えているという貴重な情報を提供してくれました。

				　そんな話を信じてくれるかなと、やや心配だったヴァンダルーだったがザディリス達グールは疑うことなく信じてくれた。信用があるっていいなぁと、しみじみ思った。

				「三百匹のオーク、しかもゴブリンとコボルトが百ずつだ。どうする？　おで達で勝てるか？」

				「なぁ、それって敵は三百って事なのか？」

				「五百よ、馬鹿ね。数も数えられないの」

				「ゴブリンもコボルトも、オークだって俺達グールの敵じゃねぇ！　一人五匹殺せばいいだけだ、それで俺達の勝ち！」

				「ねぇ、それってもしかしてあたし達も数に入ってる？　あたしお腹に赤ちゃんがいるんだけど？」

				「ビルデさんは妊娠四か月目ですし、戦闘などの激しい運動は無理かと」

				「それに、奴らの長はノーブルオークだ。ノーブルオークはどんなに弱くても母さんやヴィガロより強い」

				「何だと!?　バスディア、ヴィガロが負けるってのか!?」

				「当たり前だ！　我が負けるに決まってるだろう！」

				「ヴぃ、ヴィガロ、そりゃねぇよ」

				「現実を見ろ、馬鹿タレ！」

				　まあ、ヴァンダルーがしみじみと思っている間も、グール達はオークの大集落をどうするか深刻な顔で話し合っていた。当然だ、生き死にがかかっているのだから。

				　今グール達は集落の広場で焚火を中心にして車座に座り、集落の方針を決める緊急大会議を開催している。そしてヴァンダルーも会議に加わっていた。

				「坊や、敵の数をもう一度言ってくれんか？」

				　会議の様子が一向に落ち着かないので、ザディリスがコボルトシャーマンの霊から聞いた話をもう一度話すように言う。ちなみに、情報提供者本人である霊はヴァンダルーに告げ口したらすぐ霊体を崩してしまった。

				　自分を殺したノーブルオークに復讐するため死後も霊媒師の経験を活かして他の霊と交信し、この集落に一週間かけて辿り着いた。自分を殺したノーブルオークに復讐したい一心だったのか、それとも遠く離れてもヴァンダルーの【死属性魅了】スキルの影響を受けたのか。

				　どちらかは不明だが、情報を提供し終わった今はヴァンダルーの周囲で微睡むように漂っている。

				「敵はオークが三百、ゴブリンが百、コボルトが百、飼いならした魔獣系の魔物が数十。ですから、合計六百匹ぐらいですね。長はノーブルオークで、その子が三匹。後オークジェネラル、オークナイト、オークメイジも結構な数がいて、ゴブリンやコボルトもソルジャー、チーフ、ナイト、メイジがそこそこ。ただしジェネラルやキングはいない。

				　後、敵はここ以外のグールの集落を幾つか襲撃して女グールを攫って母体にし、最近は冒険者のパーティーも襲撃するようになったそうです」

				　敵の戦力とその過激な行動、更に集落は違えど同族が襲われている事にグール達が渋面を浮かべる。

				　通常種のオークも上位種であるノーブルオークも、雄しか存在しない種族だ。そのため繁殖には他種族の雌を使う。多くの場合ゴブリンやコボルトの雌や、場合によっては村から盗んだ家畜の雌まで使う。ただ、人間を害するために魔王とその眷属が生み出した魔物であるためか、嗜好的には人間の女を最も好む。

				　人間社会からは魔物扱いされているグールも、女性は肌や瞳の色等を除けば人間の女そっくりだ。それに女神ヴィダにルーツを持っているため、魔物から見れば人間とも言える。

				　ヴァンダルーが術をかけない限りグールの女性は妊娠し難く、しかも無事に産まれる子は五人に一人という低確率の筈なのだが、何故かオークが相手の場合は上手く行くらしい。……全然嬉しくないだろうが。

				（これはオークの繁殖が、普通の生殖に見える特殊な単生殖だからか？　オークの精子が卵子と受精するのではなく、オークの遺伝子に母体の遺伝子を吸収する形で乗っ取るのだとしたら、母体の種族寄りの子供が産まれない理由も説明が付く……のかな？　そもそもこの世界に遺伝子があるか不明だけど。まあ、どっち道グールの少子化問題を解決する役には、あまり立ちそうにないな）

				　そう考察するヴァンダルーだが、グール達は彼の言葉を聞いて再度冷静にどうするか話し合っていた。

				　会議での意見は、大きく分けて四つある。

				「なぁ、オーク共が狙っているのは人間の村や町なんだろ？　だったらおで達は関係無いんじゃないか。なら、おで達は大人しくしてればいいんじゃないか」

				　と、言うオーク達の行いを静観する静観論。

				　既に襲われて攫われた女グールやこれから襲われるグールの集落には悪いが、戦力で負けているのに戦うのは危険だという意見だ。

				　まあ、そもそもザディリス達に自分達の身を危うくしてまで他の集落のグールを助ける義務は無い。冷たいようだが、他人を助けて自分達が滅亡しては意味が無いのだ。

				　だが、これは悪手だ。オークを束ねるノーブルオークはザディリスが死ぬのを待っていた。何故待っていたのかというと、ザディリスが死んだら集落を攻めるつもりだったからと考えるのが自然だ。

				　魔物の群れとは、基本的に長が全てを決める独裁制だ。その長がこの集落に注目しているのだから、大人しくしていれば素通りしてくれるなんて事にはならないだろう。

				　人間同士の戦争なら不可侵条約でも結べばよいのだろうが、魔物にそんな概念は無い。

				　それにもしノーブルオークがこの集落を放置したとしても、その後がある。オーク達の襲撃が結果的に失敗したら、この魔境には冒険者達が大勢やって来るだろう。ノーブルオークの残党を狩り、もう二度とオークが大軍団を作らないように間引くために。

				　ミルグ盾国はオルバウム選王国との最前線にある国だ。その軍は精強だろうし、冒険者も大勢いるだろう。だからノーブルオークが失敗する可能性は、百％に限りなく近い。

				「オーク共が暴れている間、逃げるっていうのはどうだ？　……無いか」

				　そう言い出すグールも居たが、本人が撤回してしまった。

				　勿論、百人ものグールが逃げるのが現実的では無いからだ。この密林の魔境はそれなりに広いが、身重の女グールも含めて百人のグールがオーク達に見つからずに逃げ回るのは難しい。

				　他の魔境や、魔境の外に逃げるという手もあるが先祖代々この魔境の中で生きてきたグール達は外の地理に明るくない。

				　ダルシアやサムはそれなりに知っているが、ミルグ盾国側にある他の魔境に逃げ込むには十日以上かかるとしか言えないし、魔境の外に逃げても人間に見つかる可能性が高い。

				　そして山脈側は何があるのか誰も知らない。念のために今日、ヴァンダルーが虫や小鳥等のアンデッドを作って山脈側に放ったが、何か見つけるまで早くとも一月以上かかるだろう。

				「じゃあ、オークに降(くだ)るの？　絶対嫌よ、そんな事するぐらいなら、死んだ方がマシだわ」

				　ビルデが言うように、オークに降りその支配下に加わるという選択肢は問題外だ。

				　男はゴブリンやコボルトのような奴隷兼戦力としてこき使われ、人間相手の戦いで使い潰される。女達はオークの母体にされる。

				　待っているのは最悪の結末だけだ。

				「戦おう。他の集落のグールにも声をかけて」

				　結果、バスディアの意見が最も現実的だった。少しでも数の差を埋めて、攻められる前に攻めるのだ。

				　暫く忙しくなるなと、ヴァンダルーは思った。

				「なら、その前に言わなければならない事がある」

				　次期長のヴィガロが、重々しい口調でヴァンダルーを見据えて言った。

				「ヴァンダルー、お前は早くこの集落から出て行くべきだ」

				「嫌です。ところで提案なんですが──」

				「待て待て待てっ！　話を変えるな！」

				　出て行けと言われたのを即答で断ったら、何故かヴィガロが慌て始めた。

				「このままだとお前は我達と一緒にオーク共と戦う事になるんだぞ!?　良いのか!?」

				「良いのだ。で、提案なんですけど──」

				「良くないだろうっ!?　我儘を言わずに──」

				「出て行きません」

				「我の話を遮るな！」

				　さっきから人の話を遮ってばかりのヴィガロに、人の話を遮るなと注意された。解せぬ。それとも「良いのだ」と言ったのが悪かったのだろうか？　でも「良いのです」って言うと偉そうだし……無難に「構いません」と言うべきだっただろうか？

				　そんな風に言葉遣いが原因かなと首を傾げるヴァンダルーに、ヴィガロはガシガシと鬣を掻いて怒鳴った。

				「これは我達グールと奴等オークの戦いだっ！　お前は関係無いだろうっ！」

				　ヴァンダルーはこの集落に滞在して長いが、グールでは無い。それにいつかこの集落から出て山脈を越えてオルバウム選王国に向かうと言っていた。

				　だから自分達と命運を共にして良いはずがない。そもそもまだ二歳の子供だ。とても勝てるかどうか分からない戦いに巻き込めるものではない。

				「関係あります、俺は貴方達の友人で仲間で、家族です。ところでそろそろ俺の提案を聞いてもらえませんか？」

				　でもその二歳児はマイペースだった。

				　思わずうるっと来そうな事を恥ずかしげも無く平坦な口調で言ってから、話を変えようとする。

				「そもそも、お前に何が出来るっ！」

				　家族と言ってくれた事に、思わず頬が緩みそうになるのを我慢してヴィガロがそう叫んだ。実際、ヴァンダルーはこの世界で強い側と弱い側に分けるとしたら、弱い側だろう。

				　確かに魔力は常識をはるかに超えて莫大、ダンピールに生まれついたために身体能力は二歳にして成人を軽く超える。更にこの世界では誰も知らない死属性の魔術を使える。

				　しかし、逆に言えばそれだけだ。武術の心得はないし、集団戦の戦術戦略の知識だって全て自己流。戦術眼なんてあるはずがない。

				　莫大な魔力も、所詮は魔力に過ぎない。魔力で直接魔物を殺す事は出来ないし、魔力がいくらあっても生命力が０になれば死ぬ。

				　その魔力を役立てる事が出来る魔術も、ヴァンダルーは死属性魔術と無属性魔術しか使えない。死属性魔術は直接的な攻撃力に乏しく、無属性魔術はまだ覚えたてで拙い。

				　もし敵が魔術師なら【吸魔の結界】の術で無力化する事が出来るが、今回の敵はオークだ。メイジの数は少なく、種族的に怪力と突進力を武器にする連中だ。

				　それをヴァンダルー自身ダルシアが殺されてからずっと自覚している。でも、出来る事は幾らでもある事も同時に自覚している。

				「まず、俺が居るとロトンビースト三頭、ファントムバード一羽、スケルトンソルジャー一人、後サムとサリアとリタが洩れなくついてきます」

				「むっ!?」

				　サム達は全員ヴァンダルーの僕だ。当然ヴァンダルーがオーク達との戦いに参加するのなら、彼らも参加する。全員がランク３以上であるため、決して小さな戦力では無い。

				「後、他のグールの集落と話を纏める時、俺がいると便利だと思いますよ」

				　グールにも【死属性魅了】のスキルが有効なのは既に解っているため、それを役立てない手は無いと主張した。これもその通りなので、ヴィガロは呻く事しか出来ない。

				「もうその辺りにしておけ、ヴィガロ。お主が坊やの事を思って言ったのは、皆わかっておるから」

				「そうだぞ。それにヴァンは私達の家族、同族も同然じゃないか」

				「そうだそうだっ！　ヴィガロ、無理すんなよっ！」

				「そうよっ、嘘でも関係無いとか言っちゃダメよっ！」

				　その上実は孤立無援だった。

				「お、お前等……ああもう我は知らんっ！　関係無いなんて二度と言えないように、ガッチリ関係者にしてやるからな！」

				「これで次期長も公認じゃな、坊や。それで、提案とは何じゃ？」

				　ようやく話せると、ヴァンダルーは安堵の息を吐きながら提案を行った。

				「大したことじゃないんですけど、使う予定の無い武具とマジックアイテムを皆に提供しようと思って」

				　皆の反応を見ると、大した事あったらしい。

				

				　この世界は、マジックアイテムにも等級がある。

				　下から下級（言い方が悪いので、最近は初級と呼ばれる事もある）、中級、上級、特級、伝説級、神話級。

				　下級は普通より錆びにくい剣や、着たまま寝ても体が普通より痛まない皮鎧、一時間後にアラームを鳴らすタイマー、地球のコンロに相当する魔導コンロや、魔術式街灯等で、生活に密着した物等地球でマジックアイテムと聞いて連想する物よりも地味な代物が多い。

				　マジックアイテムらしくなるのは中級からで、この辺りは冒険者でも持っている者が多い。上級以上は一気に販売価格や入手難易度が跳ね上がり、特級ともなれば国宝扱いされているアイテムも少なくない。

				　選ばれた勇者だけが装備できる聖剣等が伝説級で、神話に出て来るようなアーティファクトやチートアイテムが神話級アイテムだ。

				　因みに、この等級分けは純粋な機能や込められた魔術の強さで決まるものでは無く、作成にかかる手間や材料費、希少性で分けられているそうだ。だから量産が難しかった頃は魔道コンロも中級アイテムだったらしい。

				「はーい、並んで並んで」

				　そして今ヴァンダルーがグール達に配っているダンジョン産のマジックアイテムは、下級から中級に分類される物だ。

				　手に入れた当初はマジックアイテムである事と込められた魔力の大きさしか分からず、無属性魔術の【鑑定】を習得した後も、【鑑定】の基になるヴァンダルー自身の知識が無かったためどんなアイテムか分からないまま死蔵していた。

				　しかし、オークの大集落攻略という困難な目的達成の為、グール達の戦力増強を図る必要があると考えたための大盤振る舞いだ。

				　言うまでも無く、無償で。

				　ヴァンダルーにとって大出費だが、元々死蔵していた品だし換金手段も無いし、ダンジョンでアンデッドから貰ったり、楽に宝箱を開けたりして手に入れた物なのであまり苦労して手に入れたという思い入れもない。だから気前良く配っているのだった。

				「これは低級の敏捷力強化、こっちは低級のスタミナ回復のアクセサリーじゃな。どちらも気休め程度じゃが、確かにマジックアイテムじゃ」

				「じゃあ、グダンさんとギブリさんに」

				　ザディリスにアイテムを【鑑定】してもらい、次々に配って行く。人間社会の大きな町なら普通に売っており、それも千アミッドという安くは無いが買えなくも無い値段の品だ。しかし、それでも魔境にあるこの集落では貴重品なので皆喜んで受け取って行く。

				（誰かにプレゼントを渡して喜ばれるのって、新鮮だなぁ）

				　地球では友達もまともな家族も居らず、オリジンでは実験動物。ラムダで初めてプレゼントを誰かに贈る機会に恵まれたので、ヴァンダルーの気分はとても良かった。

				「これでオークをぶちのめしてやる！」

				「この腕輪の礼に、腹いっぱいオーク肉をくわせてやるからなっ」

				　因みにオーク肉はゴブリンやコボルトと違って、特別な調理法をしなくても美味しく食べられるらしい。味は猪に似ているそうなので、とても楽しみだ。

				「スケルトンジェネラルから貰った、とっておきのバトルアックスはヴィガロに。カイトシールドはバスディアに」

				　ダンジョンで手に入れたマジックアイテムの内、サリアとリタの本体である鎧や彼女達の武器を除けば最も価値がある物を渡す。

				　バトルアックスを受け取ったヴィガロは、「ありがとう」と礼を口にした後真剣な顔つきで言った。

				「ヴァンダルー、お前、キングに成れ」

				「……はい？」

				「俺達グールは、共通の敵が出来た時は他の集落の者と力を合わせて戦う。その時、一番上に立って指示を出すのがキングだ。それをお前がやれ」

				「……はい？」

				　キングがどんな役割なのかヴィガロの説明で分かったが、そんな重要な役割を何故自分にやれと言うのかが分からない。そういう意味で聞き返すヴァンダルーに、バスディアが嬉しそうに言った。

				「同意してくれて嬉しいぞ、ヴァン」

				「いやいやいや、『はい』って同意した訳では無く、『はい？』って聞き返しただけなので」

				「だがヴァン、皆もヴァンが最も適任だと言っているぞ」

				「皆って誰っ!?」

				「ヴァン以外の全員」

				「何時の間に!?」

				　どうやら、マジックアイテムを配っている間に相談していたらしい。

				『おめでとうございます、坊ちゃん』

				『大出世ですよ♪』

				『あたし達も頑張るねっ』

				　その相談にサム親子も加わっていたようだ。そして反対意見は一切無かったらしい。

				　サムの白い朧げな霊体が親指を立ててサムズアップしている。サムだけに。リタとサリアもガチャガチャと拍手してくれている。

				『ううっ、ヴァンダルー、立派になって』

				　そしてこっそり起きていたダルシアが感動の涙を流していた。気分は、子供が学級委員長や学芸会の主役に成った事を喜ぶ母親だろうか。

				「いやいやいや、ちょっと待ちましょう。皆は良いけど、他の集落の人達が納得しますか？　俺はダンピールですよ。異種族ですよ。そんなキングで大丈夫ですか」

				「大丈夫じゃ、問題無い」

				「ああ、人種だったら反発もあっただろうが、ダンピールなら平気だろう」

				「……まあ、多分平気だろうと自分でも思いますけど」

				　グールの始祖は吸血鬼の始祖の弟か妹とされている。そのため吸血鬼の血が半分流れているダンピールは、彼らにとって親戚のようなものだ。その上アミッド帝国とその属国では魔物として定義されている。

				　その上、【死属性魅了】のスキルがある。他の集落のグールもそう強い反発は持たないだろうと、ヴァンダルー自身にも予想できる。

				「それにじゃ、能力的にも実績的にも坊やはキングになる資格があるのじゃよ」

				　以前ヴァンダルーから「気が付いたらこんなスキルを覚えていたんですが」と相談を受けていたザディリスは、彼が【眷属強化】のスキルを習得している事を知っていた。

				「坊や、前にも言ったが【眷属強化】のスキルは文字通り自身の眷属の能力値を強化するスキルじゃ。坊やの眷属はアンデッド、そして儂らグールになる。つまり、坊やがキングに成って頂点に立てばそれに従うグールは皆強化されるという訳じゃ。そもそもそのスキルは、キング専用みたいなものじゃからな」

				　【眷属強化】は、キングと名のつく魔物は必ず持っているスキルだ。そのスキルがあるが故に、キングが君臨する魔物の群れは通常の魔物より強力で、数も多い。

				　ザディリスは知らなかったが、かつて【眷属強化】をレベル10で習得していたゴブリンキングの群れのゴブリンは、完全武装の騎士と木の棍棒と毛皮の腰巻という装備で互角に渡り合ったと言われている。

				　冒険者ギルドでキングの出現が災害扱いされる由縁である。

				「それに、坊やは儂らが増え難いという弱点を解決しようとしてくれているじゃろう？　儂らグールの未来を拓き、繁栄をもたらそうとしている訳じゃ。しかも、既に一定の成果が上がっておる。これを指導者に相応しい実績と言わずに何という」

				　ザディリスの言葉はヴァンダルーにはやや大袈裟に感じられたが、実際子供が出来にくい事はグールの種族全体の問題であり、数を増やせない事は勢力拡大の重い足枷になっていた。

				　それを解決できる方法があると知れば、他の集落のグールも喜んでヴァンダルーの下に集うだろう。

				　まさか少子化問題に取り組む事でこんな事になるとはと額に手を当てるヴァンダルーに、ヴィガロがしてやったりという顔をした。宣言通り、これでヴァンダルーはがっつりと関係者に成った訳だが、やや大人気ない。

				「分かりました。キングに成ります」

				　こうしてヴァンダルーは冒険者になる前に、グールキングに成ったのだった。

				

				《ヴァンダルーは、【グールキング】の称号を手に入れた！》

				《【眷属強化】のレベルが上がった！》

				

				　　　　　　　

				

				　そんなキングの初仕事は、鎧のフィッティングだった。

				「グダン、きつかったり動かしにくい個所はある？」

				「肘と首回りが動かし難い、後兜がキツイ」

				　グールの男は獅子の頭と直立していても拳が地面に着くほど長い腕を持つ。人間と大きく姿が違うので、ヴァンダルーが配った人間用の鎧をそのまま使えないのだ。

				　その鎧をグール用に調整するには、腕の良い職人と時間が普通なら必要だ。

				「じゃあ、起きろ」

				　しかしヴァンダルーはその二つを必要としない方法を考えた。

				　まずグールに鎧を着てもらい、その鎧をそのままリビングアーマー……正確には鎧の形をしたゴーレムにする。

				「形を変えていくから、腕や首を動かしてみて」

				　ギシギシと【ゴーレム錬成】スキルで鎧の形をゆっくり変えていく。すると、十分とかからず人間用の金属鎧はグール用の金属鎧になる。

				　装飾が無いので見かけは無骨だが、機能は十分。腕が人間よりも長い分足りないパーツもあるが、そこは魔物の皮を鞣して作ったパーツを使って穴埋めしてもらう。

				「おお、着心地が良くなった！　ありがとうキング！」

				「どう致しまして。次の人〜」

				　全くキングらしくない仕事だが、グールの集落にいる鎧作りの職人は普段から魔物の皮や骨、角等しか扱った事が無いため、金属鎧の調整が出来ない。そのためヴァンダルーがするしかないのだ。

				　キングらしい仕事……他の集落のグールを訪ねて協力を要請するのは明日以降になる。元々他の集落と狩場が重ならないように工夫しているので距離があり、更に共通の敵がいない場合はライバルでもあるのでザディリスでも正確な場所や数を知らないのだ。

				　それもヴァンダルーが放った虫アンデッドや、霊相手の情報収集で場所に見当を付けようとしているところだ。

				　意外と悠長に見えるかもしれないが、ノーブルオークの大集落が本格的に動き出すのは早くても春が来てから、遅ければ夏になるそうなので時間はある。

				　勿論囚われている女グール達を早く助けてやりたいとは思っているが、それで事を焦って負けたら意味が無い。

				　因みに、捕まっている女冒険者を助けなければとはグールはあまり考えていない。何故なら基本的に敵対関係にある相手なのだから。バスディアやビルデは女としては同情しているようだが、そのために危険を冒す程では無いようだ。

				　そしてヴァンダルーにその気は全く無かった。彼にとってもミルグ盾国の冒険者は敵だ。助けに行って、「ありがとう、お礼に討伐してあげるね♪」なんて事もあり得るのではないかと考えているのである。

				（まぁ、嬲られている様子を直接見るか、捕まっているのが知っている人なら助けようとは思っただろうけど）

				　どうにも自分は女の人が痛めつけられている光景を見ると、ダルシアを連想して頭に血が上りやすくなるらしいと、ヴァンダルーは自分のトラウマを若干自覚していた。

				（とりあえず、出来る事はサクサクやって、勝った時に生きていたら助けよう）

				　捕まっている冒険者を見捨てると将来的に転生してくるチート共に何か言われそうなので、最終的には助けるつもりではあるのだが。

				（ああ、そういえばザディリス達にも話した方が良いかな？　俺の境遇。うん、今回の件が解決したら話そう。ザディリス、ヴィガロ、バスディア……この三人かな。がっつり関係者にし返してやる）

				　意趣返しになるか微妙な事を考えるヴァンダルーの前に、次のフィッティング希望者がやって来た。

				　バスディアだった。

				「バスディア？　何処かきつい所でもあるの？」

				　キングになったのだから呼び捨てで呼ぶようにと言われたため、さんを取って訊くとバスディアは「ああ」と答えた。

				　グールの女は男と違って人間と体型が変わらないため、鎧の調整は必要無いと思ったのだが。

				「ちょっと……いや、かなり胸がキツイ」

				「……そういえば、殆どの鎧が男物だったっけ」

				　結局、配った鎧の数だけフィッティングが必要な事が分かった。

				

				《【ゴーレム錬成】、【限界突破】、【状態異常耐性】のレベルが上がった！》

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：二歳六か月

				　二つ名：【グールキング】

				　ジョブ：無し

				　レベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：４７

				　魔　力：１１３５５１２００

				　力　　：４０

				　敏　捷：１６

				　体　力：４２

				　知　力：７５

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル４（ＵＰ！）】【魔術耐性：レベル１】【闇視】【精神汚染：レベル１０】

				　【死属性魅了：レベル３】【詠唱破棄：レベル１】【眷属強化：レベル２（ＵＰ！）】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル３（ＵＰ！）】【ゴーレム錬成：レベル３（ＵＰ！）】

				　【無属性魔術：レベル１】【魔術制御：レベル１】【霊体：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

				

                			

	








			
				　人間の町の襲撃を企むノーブルオーク率いるオークの大集落が、その企みを実行する前にグールの集落を襲撃する恐れがある。

				　ヴァンダルーは家族同然のグール達と共に、グールキングの称号を得て戦うことになった。

				

				　そんなヴァンダルーが今行っているのは、錬金術の修行だった。

				　擂鉢の中身をすり潰しながら、魔力を一定量流し続ける。ちなみに中身は、コボルトの骨、コボルトの魔石、ポイズントードの内臓を干して乾かした物、そして自分自身の血。

				　これで出来た物で魔法陣を描き、それがマジックアイテムとして機能したら成功。しなかったら失敗。どちらの結果でも、スキルを習得するまで繰り返す。

				　擂鉢の中身が多少違っても、修行の中身は変わらない。

				　オークの上位種であるノーブルオークという強大な敵に率いられた、ゴブリンやコボルトを合せれば約五百の魔物の群。そんな強大な敵が存在するというのに、グールキングなんて称号を貰っておいてこんな事をしていていいのか？

				　こうしている今も囚われた女グールや女冒険者達が慰み者にされているというのに！

				　なんて事は考えず、ヴァンダルーは擂鉢の中身をすり潰す作業を続けた。

				「こういう時、焦ったり先走ったりすると良くない事が起きるのがお約束だ」

				　それがヴァンダルーを含めたグール達の方針だった。

				　勿論情報収集は行っている。ヴァンダルーがアンデッド化させた虫を放ち、ノーブルオークの集落の場所や他のグール達の居場所を探し、ザディリス達も記憶にある他のグールの集落に使者を送っている。

				　だが、情報が手に入るまでは焦って動く必要は無い。相手が動き出すのは早くて春。そして今は真冬前の十二月の終わりだ。

				　オークの繁殖は妊娠期間が半年で、生まれた子供はやはり半年で大人になるというハイペースなので、敵の数があまり増えないように情報が手に入り次第動くつもりではあるが。

				「それにしても、スキルって中々手に入らない」

				　しみじみとそう思う。既に錬金術の修行を始めて数か月が経っている。それなのにまだ技能を獲得していない。

				「そういうものじゃよ。寧ろ、魔物の中では坊やは早い方じゃ」

				　しかし、ザディリスはそう言う。

				「人間としてなら、別かもしれんが」

				　スキルは基本的に１からレベル10。

				　レベル１で技術が身に付いて来た新米。武術ならようやく技を実戦で使えるように成った程度で、職人なら素人の趣味と同程度。

				　レベル２で武術なら平均的な兵士、職人なら半人前。

				　レベル３で、武術なら冒険者や傭兵の中で一人前と認められる。職人ならそれなりの腕だが、独立は許されない程度。

				　レベル４で武術ならその分野では腕利き、ベテランと呼ばれる。職人なら、独立を許される最低限。

				　レベル５で武術なら一流の使い手で、Ｃ級冒険者の平均。

				　レベル６で武術なら貴族の指南役が務まり、冒険者ならＢ級が見えてくる。職人なら大きな都市で店が持てる技量。

				　レベル７で武術なら国や貴族からのスカウトを受け、冒険者ならＢ級に成っていなければ素行に余程の問題があるとみなされる。職人なら弟子入り志願者が年に何人もやって来る。

				　レベル８で国中に知られる程の名人。

				　レベル９以上で歴史に名前が残る。Ａ級冒険者はこの水準でスキルを獲得している。

				　レベル10で超人や人外の域だ。

				　そして極稀にレベル10を超えて、上位スキルに変化する場合がある。そうなると最早信仰の対象に成りかねない。剣王や炎帝と称えられ、それ等も超えて神と称えられる腕前だ。

				　地球で言えば宮本武蔵だろうか。流石に彼も常に音よりも早く動く相手と一週間飲まず食わずで戦い続けたり、鋼鉄よりも硬い山のような岩を両断したりする事は出来なかっただろうが。

				　それがダルシアやザディリスに聞いた話からヴァンダルーが推測した、この世界でのスキルの評価だ。

				　そう考えれば、錬金術や他の魔術系のスキルを手に入れるのに何か月もかかるのも納得できる。

				　だが、この世界には地球やオリジンにも無かった要素が存在する。

				　ジョブによるスキル補正だ。

				　このラムダ世界の人間は、ジョブに就く事でスキルの獲得に補正を受ける事が出来る。それによって、スキルの獲得やレベルアップが早くなるのだ。

				　そのため僅か数年で素人が一流の剣士や職人に成長する事がある。職人の方は兎も角、剣士の方はそこまで経験を積む前に死ぬ事の方が多いという現実もあるが。

				　逆に言えば、この世界でジョブに就かないままスキルを獲得してレベルを上げるのは難しい。優秀な師匠が居ても、弟子がジョブに就いている事が前提だからだ。

				　そういう意味ではジョブに就かないままスキルを覚えレベルを伸ばしているヴァンダルーは、異質だと言える。

				　前世の経験は呪いによって技能に反映されないが、それでも覚えた感覚と経験があるので習得に役立つ事と、莫大な魔力を使って常人の何倍、何十倍も練習できるからなのだが。

				　後は、ダンピールであるという種族補正のお蔭か。

				　その証拠のように、地球でもオリジンでも経験の無い武術等のスキルは全く習得できていない。

				「つまり、ジョブに就く事が出来れば習得はより容易だったと」

				「まあ、そうじゃろうな」

				「……この国を恨む理由がまた一つ出来ました」

				　ジョブチェンジにはギルド等の機関にある特別な部屋が必要なので、アミッド帝国とその属国では魔物扱いのヴァンダルーはジョブに就く事が出来ない。

				　尤も、ヴァンダルーが部屋を使えたとしても【既存ジョブ不能】の呪いがあるため、ジョブチェンジ出来ない可能性が高いのだが。

				「でも恨んでもスキルが手に入る訳ではないので、地道に研鑽を積みましょう」

				「うむ。偉いぞ、坊や」

				　なでなでと頭を撫でるザディリスだが、ヴァンダルーの【状態異常耐性】や【限界突破】スキルのレベルが上昇した事を知ったら、すぐにこの地道な研鑽を積む事を止めさせるだろう。

				　過労という状態異常と幼児の限界を超えた活動を長く続けているため、スキルが上がっているのだ。

				　ただ、ヴァンダルー自身は無理を止めるつもりはない。無理をするのは何時もの事だ。それこそ、ダルシアが殺されてからずっと。

				

				　次の日、他のグールの集落の場所が分かった。集落の数は十。だがその内何日もかけて行く必要があるのは、半分以下の四つだ。

				　六つの集落は既にオーク達の襲撃を受けた後だった。

				『おぉ、男は殺されっ、お、女は……グルルルルル！』

				『ガアアアアア！　俺の群れっ、焼いた！　豚の奴等ガガガガ!!』

				『イタイ！　イタイ！　母さんが叫んでいた！　イタイ！　クルゥゥゥシィィィィイイイ！』

				『オレタチ、襲った！　グールをっ！　ブゴガン様、命令！　グールの毒っ、オークメイジ様達の魔術で、俺達効かない！』

				　虫アンデッドについて来たグールや返り討ちにされたオークの霊から、ヴァンダルーは話を聞いていた。時間が経ちすぎて吠え声と鳴き声を繰り返すだけの霊も多かったし、そうでないのも断片的にしか話をしてくれないが、何があったのかは分かった。

				　ノーブルオークのブゴガンは、規模が小さいグールの集落から順に襲撃していたらしい。ザディリスの集落以外のグールは、大体三十から五十程の数で纏まっていて、そこを息子のノーブルオークを隊長に据え奴隷のゴブリンやコボルトも加えた八十程の数で襲撃したらしい。

				　普通のグールの群にはグールメイジやグールバーバリアンのような強力な個体が居ない場合も多く、そのような集落では中間管理職のような立場のランク４のグールウォーリアーが長をしているところもあるそうだ。

				　そこをランク６のノーブルオークが襲撃するのだから、殆ど一方的にやられても無理は無い。しかも、オークメイジの何匹かが、グールが爪から分泌する麻痺毒に対して耐性を得られる魔術が使えるらしい。

				　この魔術を前もって兵隊のオーク達や一部の奴隷にかけているようだ。

				　それでもグール達の抵抗は激しく、ゴブリンやコボルトは多数討ち取られるがそれでグールの女が手に入るならオーク達にとっては黒字という訳だ。

				　そしてブゴガンは百を超えるグールの男を皆殺しにし、百を超えるグールの女を攫っている。グールの女は捕えてしまえば人種よりずっと丈夫で長持ちするので、優秀な母体となる。

				　どうやら、ブゴガンはゴブリンやコボルトの雌に加えてグールの女を使って更に戦力になるオークを増やしてきたようだ。

				　コボルトシャーマンがこの事を知らなかったのは、霊媒師という役割故に前線に出されなかった事と奴隷だったからだろう。

				「と、いう訳で大体一年毎にオークは百匹増える。実際には訓練という名の苛烈な実戦で結構死ぬと思うけど、それでも加速度的に増えて行くと思うので、奴らの臓物を生きたまま抉り、脳髄をばら撒いてやりましょう」

				「坊や、怒っているのはよく分かったから落ち着くのじゃ」

				「そうだ、冷静に成れ。若い者まで熱くなったら事だぞ」

				「怒っている訳じゃありません。霊達に感情移入しているだけです」

				「より悪くないか!?」

				「坊や、漏れ出た魔力が髑髏の形をしていて怖いのじゃが」

				　無数の黒い髑髏にたかられているように見えるヴァンダルーは、彼と親しいザディリスやヴィガロもやや引くくらい怖かった。

				　この集落以外のグールは、ヴァンダルーにとって他人であり特別気にかけるような対象では無かった。しかし、霊達から話を聞くとオークに対する怒りを覚えずにはいられない。

				「雄しかいないオークの生態上、仕方ない部分もあるとは思う。そうしないと種族が維持できないし、性欲は三大欲求の一つだから我慢しろと言うのも酷だ。寧ろ、オークをこういう生態の魔物として創り出した魔王や邪神こそが一番悪い。

				　でもムカつくものは仕方ない」

				「……ヴァンダルー、お前、冷静なのか冷静じゃないのか分からないぞ。後、サンダイ欲求ってなんだ？」

				「儂も知らんが……まあ、我を失っている訳ではないらしい事には、安心した。それで、まだ生き残っている集落は四つなのじゃな？　早速使者を送ろう」

				

				　　　　　　　

				

				　タレアは集落の男達に指示を出し、自分自身は手製の玉座に座って自分に従う同族達を見下して悦に入っていた。

				　黄色い瞳に灰褐色の肌、分泌する毒で紫色に染まった爪とタレアは何処から見てもグールの女だ。しかし、濁点が付く文字の無い名前からも分かるように、彼女は元人種のグールだった。

				　人間だった頃のタレアは、腕の良い武具職人の娘だった。その素質を受け継いでいた彼女は幼いころから才能の片鱗を見せ、将来は親を超える腕利きの武具職人になると期待されていた。

				　しかし、彼女の住む町に大商会が進出した影響で、彼女の両親は店を失ってしまった。そして苦渋の決断を下した。タレアを奴隷として売ったのだ。

				　タレアは確かに才能のある娘だったが、彼女の下には弟が二人いた。そして当時、家を継ぐのは貴族でも平民でも男と決まっていたのだ。

				　タレアと弟達の才能や技術の優劣がはっきりしていたとしても……いや、はっきりしていたからこそ、家族は彼女を売って、店を取り戻す事にした。

                			

	








			
				　そしてタレアは才能があるだけでは無く容姿も整っていて、更に少女でありながら既に男好きする体つきをしていたため高値で売れた。

				　売られた先で娼婦として働く事を強いられた彼女は、家族の裏切りと自身の境遇の変化に深い傷を心に負い、更に傲慢な客の相手を何度もさせられ、耐えきれずに逃亡する事を選んだ。

				　隙を見て客を殺し娼館を、町を逃げ出し、逃亡を続ける内にタレアは追っ手を撒くためにこの魔境に逃げ込んでしまった。

				　そして追っ手からは逃げ切れたが、グールに捕まってしまった。

				　生きたまま食い殺されると絶望したタレアだったが、彼女を捕まえたグールの群れは小規模な上女が不足していたため、彼女が求められたのは肉では無く繁殖用の女としての役割だった。

				　そして儀式を受けさせられて人間からグールと化したタレアは、反抗する気力も失い無気力にグールの男達に身体を開き、彼らの指図に従って生きる毎日を過ごした。

				　グールになってしまったため、群れを逃げだしても人に見つかれば殺されてしまう。

				　しかも元人種であるためグールになって手に入れた怪力や毒を活かす術を知らない。

				　そんなタレアが生きていくには、群れの男達に従うしかない。だが、こんな生き方を続けて未来があるのだろうか？

				　そんな絶望に瞳を曇らせる日々に変化が起きたのは、男達が狩って来た巨大な猪の魔物、ヒュージボアの毛皮を目にした時だった。

				　タレアはその毛皮を撫でながら昔を思い出し、良い鎧に成りそうだと呟いた。その呟きを耳にした男達が「じゃあ、作ってくれ」と言った。

				　彼女は素直に作った。限られた材料で、人間の町で売っているのと変わらない品質のグール用のレザーアーマーを。

				　その瞬間から、タレアの群での地位は長に次ぐものとなった。

				　タレアは男達が狩ってくる魔物を材料に、次から次に武具を作った。人種からグールに種族が変化していても、彼女の才能はその輝きを変えていなかったのだ。

				　ジャイアントスコーピオンの甲殻で盾を、アイアンタートルの甲羅で鎧を、インペイラーオックスの角で槍を。

				　タレアが属する群れの戦士達は、冒険者並の装備で武装し次々に魔物を狩り、冒険者すら返り討ちにする力を手に入れた。

				　更に気力を取り戻した彼女は娼婦時代に学んだ技術で男達を虜にし、骨抜きにした。それに嫉妬する女達には、何と男を骨抜きにする手練手管を教え込んでやり、彼女達が自分の下につくようにした。

				　そしてグールになって百年、タレアは群れの誰よりも弱いまま群の頂点に立ったのだ。

				　それから百年以上、かつては十数匹しかいなかった消滅寸前の群れは六十を超える数に成り、他のグールの集落からもタレアの武具を求めてグールが代金代わりの食料を持って訪ねてくる程だ。その影響力は既に百を超える数のザディリスの集落を超えている。

				「フフ、この分なら後十年もすればこの魔境を支配できますわね」

				　トレントから切り出した座り心地の良い玉座に座り、冒険者の死体から奪った宝石を嵌め込んだアクセサリーで身を飾り、豊かな黒髪を伸ばし、アイアンタートルの甲羅を薄く削りだし磨いて作った扇で口元を隠すタレアの姿は、まさにグールの女王と称えられるに相応しい。

				　……全て彼女自身の手作りなのが微妙だが。

				　ザディリスの集落と付き合いが無く、ブゴガン率いるオークの大集落の情報を手に入れていないタレアは、自分の野望が現実になる事を疑っていなかった。

				「ただの平民の、それも奴隷にまで堕ちた私が人間よりもずっと強力な魔物が跋扈する魔境の支配者……フフフ、胸が躍りますわ」

				「タレア様、俺の盾作ってくれ」

				「タレア様、あたしの鎧もお願いします！」

				「もうちょっと待ってなさい！　言われなくてもちゃんと作ってあげますわっ！」

				　もうそろそろ長の毎朝の日課は終わったかなと、様子をうかがっていたグール達が話しかける。毎朝ああやって悦に入るのが、タレアの日常だった。

				「長っ！　皆でメタルスライム倒してきたぞ！」

				「何ですって!?」

				　そして夜の間に狩に出ていた戦士達が戻って来ると、思わず玉座から立ち上がって瞳を輝かせる。

				　そして彼女の前に皮の袋に入った銀色の、鉄と同じ重さのメタルスライムの粘液と、やはり銀色のメタルスライムの核が運ばれてくる。

				　それを見た瞬間、タレアはまるで恋人に久しぶりに会う乙女のように頬を染め身体をくねらせた。

				「まぁ……液体と金属の両方の性質を持つメタルスライムの素材！　どんな武器に……いいえ、鎧？　ああん、どうしましょう、どうすれば良い武具が作れるかしらっ♪」

				　無暗に色気を放ちながら色気の無い事を言っているタレアだが、彼女の集落のグール達は既に慣れきっているので驚きもしない。寧ろ嬉しそうだ。

				　タレアは腕の良い武具を作る長だし、平民だった頃の習慣の為か下の者にも大らかなので、二百五十歳を超えた事で女として一線を退いていても彼らにとって人気の族長様なのだ。

				　なんだかんだでタレアもグールに馴染んでおり、人間だった頃よりも充実した人生を楽しんでいる。

				「長っ！　見張りの奴らから、ここに馬車が近づいてくるって報告が！」

				　そこにまだ若いグールが慌てた様子で報告してくる。

				「っ！　冒険者か。人数は何人なの？」

				　魔境に馬車を使う魔物なんて居るはずがない。なら冒険者しかない。

				　メタルスライムの素材を前にデレデレしていたのが嘘のように、タレアの表情が引き締まり眼光が鋭くなる。

				「それが、馬車の周りに居るのはグールで、馬車もアンデッドっぽいらしいよ」

				「……グールは何人いましたの？　一人か二人なら、テイマーにテイムされたグールの可能性があるわ」

				　馬車の外にテイムした魔物だけを配置して、自分は荷台の中に籠って偽装しているのかと思ったタレアだったが、馬車の外にはグールが五人。

				　グールは女神ヴィダにルーツを持つ種族だが、魔物の血が混じっているためテイム出来ない訳ではない。しかし普通の魔物よりもずっと難易度が高い。そんなグール五人と馬車のアンデッドを同時にテイムしているとしたら、テイマーとしたら一流だ。

				　そんな一流のテイマーが、手間をかけて偽装するとは思えない。

				「他の集落のグールが妙なアンデッドを手懐けたのかもしれないわね……残っている戦士は全員出なさい。私を守るのよ」

				　流石に五人とアンデッド一匹で、集落の戦士が半分しか残っていなくても殴り込みをかけに来るとは思えないが、念のために護衛を掻き集めて、タレアは集落の表に出た。

				

				　すると報告通り妙な馬車のアンデッドを囲むようにしてグールが五人。

				「止まりなさい。私の集落に何の用かしら？」

				　大勢のグールに守られたタレアが声をかけると、馬車が止まった。

				「話し合いたい。共通の敵が出た、お前達と繋がってる他の集落の奴らは、協力すると同意した」

				「共通の敵……」

				　グールは共通の敵が出現した時は、種族全体で協力体制を取る。それがただの同族意識によるものでは無く、最も生き残る確率が高いからだと元人間のタレアにも解っているが、彼女は元人間だけに疑り深かった。

				　もしかしたら、自分達の集落の利益のために自分達を巻き込もうとしているのかもしれないと。

				　共通の敵という言葉に動揺する群れのグール達を、扇をパチっと閉じる音だけで鎮めるとタレアは用件を告げたグールを見据えた。

				「詳細を聞かせてもらえますわね？」

				　グールになって分かった事だが、グール達は単純な性格の者が殆どだ。腹芸や陰謀にはとても向かない。

				　だから、質問はストレートに、分りやすくした方が効果的だ。

				「はい。詳細は俺から説明します」

				　すっと馬車の幌から出て来た小さい人影。グール達の影に隠れて見過ごしそうなそのちっぽけな姿と声にタレアは気が付いた。

				　いや、見逃す事が出来なかった。

				　ただそこにいるだけで、思わず跪きたくなるほどのカリスマ性。

				　長い白髪、血のような真紅と不思議な紫紺の瞳、そして病的なまでに白い肌。明らかにグールでは無いのに、それでも目の前の存在が上位者であると確信させる何か。

				　気が付くと他のグール達は既に膝を地面に突いていた。タレアも耐えきれず両膝を地面に突こうとしたその時、それを止めるようにヴァンダルーは言った。

				「あの、楽にしてください。タレアさんですね？　俺はこの度グールキングに就任致しましたヴァンダルーと申します」

				　カリスマ性の主は、平伏しようとするグール達にひたすら恐縮していた。

				

				　ゴブリンキングやコボルトキングといったキングの名を持つ個体は、遭遇した同族を無条件に服従させ、配下に加える事が出来る。

				　それは【眷属強化】のスキル効果に反応して、配下に加わる事で自己と種族全体の強化を図りたいという魔物の本能が原因だ。

				　それと同じ事が……いや、それ以上の事態がヴァンダルーの訪ねたグールの集落で起こった。【眷属強化】に加えて、【死属性魅了】のスキル効果も加わって、相乗効果が凄い事になっているらしい。

				「凄いっすね、キング」

				「まさか話しかけただけで平伏されるとは思わなかった」

				　護衛のグールが言うように、色々と凄かった。まるで自分が某時代劇のご老公にでもなったかのような光景だった。

				　ヴァンダルーにしてみれば、自分より身体のずっと大きい大人たちが土下座する光景は、気持ち良いどころか逆に申し訳ない気持ちになるのだが。

				　三つの人生を合計すると四十年近く生きているが、主観的には十七歳と二十歳と二歳七か月で精神の成長はバラバラ。なので大人の自覚も意識も全く無いヴァンダルーは、グールキングの称号はスキル効果を有効活用するための名誉職程度にしか考えていなかったので、大いに動揺していた。

				　特に他の集落で聞いた、複数の群れに影響力を持つグールの女王とも呼ばれるタレアまで膝を突こうとした時は、罪悪感すら覚えた。

				「と、いう次第でしてタレアさんの集落にも是非お力をお借りしたいと思っておりまして。勿論、報酬と呼べるかは分かりませんが、見返りをご用意させて頂きます」

				　その結果、この腰の低さになっていた。

				　コミュニケーション能力の低いヴァンダルーの他人に接する時の基本方針は、「怒られないように下手に出る」事なのだがそれに更に拍車がかかっている。

				「そ、そうでしたの。それで、見返りとは……？」

				「今すぐではありませんが、少子化問題を解決する手段と、食料を長期保存するためのアイテムを提供できます」

				　貨幣経済の無いグールに渡す報酬は限られる。ヴァンダルーが渡すと確約できるのは、近い将来作る少子化問題を解決するための物と、【鮮度維持】の魔術を込めたマジックアイテムぐらいだ。

				「それは本当ですの!?」

				　しかしその少子化問題を解決するという言葉に、タレアも含めてグール達が驚き感嘆の声を上げる。ザディリスの集落だけでなく、少子化問題はグール種族全体の問題だったからだ。

				　それを解決できると言うヴァンダルーを、彼女達は崇拝の眼差しで見つめる。

				（ストレスで状態異常耐性のスキルがまた上がりそう……）

				　と、口に出すのも悪い気がする。だって「友好的に成れ、でも過剰に反応するのは禁止」と言うのは我儘としか思えない。

				「でしたら、我々は喜んであなたの下に降りますわ、ヴァンダルー様」

				「……もっと親しみを持って呼び捨てとか、さん付けとか、坊やとかで良いですよ」

				　様づけは止めて。せめてもう少し成長してからにしてください。

				「まぁっ♪」

				　何故にそんなに嬉しそう？

				「ではヴァン様、このタレア、御意志に従いお側に仕えさせて頂きます」

				　そんな事求めた覚えは無いのだが、何故かタレアが側近に成った。解せぬ。

				　しかし、タレアにしてみれば新たな野望を見つけた瞬間だった。

				　この幼いグールの王を盛り立てこの魔境の外に支配領域を広げて君臨させ、自分はその側近として栄華を極めるという野望を。

				（まさか齢二百六十を超えて、こんなチャンスがやって来るなんて！　フフっ、一度はどん底に突き落とされたのですもの、何処まで上に上がれるか試してやりますわ。死ぬ瞬間までね！）

				　そう野望に瞳をギラギラと輝かせるタレア。その瞳の輝きに負けたようにヴァンダルーは御者台に座るサムの霊体に視線を向けるが……。

				『坊ちゃん、相変わらず年上の女性にモテますな』

				　そう褒められたが、望んでいるモテ方とはちょっと違う気がする。

				『でも貴族に成ったらああいう人も寄って来るだろうし、丁度良い練習に成ると思うのよ』

				　ダルシアはタレアの分りやすい下心を見抜いていたが、これも経験よねと見守るつもりのようだ。

				　ヴァンダルーにとって救いなのはタレア達が今感じているらしいカリスマ性が、彼の下に完全に降って【眷属強化】の影響下に加わったら魔物としての本能が満足して、弱まる事だろうか。

				

				《【眷属強化】スキルのレベルが上昇しました！》

				
				　名　前：タレア

				　ランク：３

				　種　族：グール

				　レベル：１

				　ジョブ：娼婦

				　ジョブレベル：１００

				　ジョブ履歴：見習い武具職人　武具職人→奴隷（レベル４７時強制ジョブチェンジ）　見習い娼婦

				　年　齢：２６３歳

				・パッシブスキル

				　【暗視】【痛覚耐性：レベル１】【怪力：レベル１】

				　【麻痺毒分泌（爪）：レベル１】【色香：レベル３】

				・アクティブスキル

				　【目利き：レベル６】【防具職人：レベル６】【武器職人：レベル６】

				　【枕事：レベル５】【舞踏：レベル２】【房中術：レベル２】

				

				

				　　　　　　　

				

				　魔境の中を奇妙な女がたった一人で進んでいた。

				　一人だけなのは、珍しいが無いわけではない。冒険者ギルドでは、冒険者の安全と依頼達成率維持のためにパーティーを組む事を推奨しているが、ソロ活動が禁止されている訳ではないからだ。

				　しかしよく見れば装備と挙動がおかしい。

				　女の装備はどれも真新しく、しかも頼りなく見えた。傷一つない、胸や腰回り等を隠すだけの小さな、最低限ですら守っていないレザーアーマーに、彼女の顔と同じくらい小さな小盾。そして手に持つのは、ただの鉄でできた小剣。

				　だが怯えた様子も無く魔境を進み、襲い掛かって来たホーンラビットやゴブリンといった低ランクの魔物を、剣の一振りで屠って行く。

				　しかし殺した魔物から換金可能な討伐証明部位や素材を剥ぎ取ろうとしない。

				「ソロソロカ」

				　唇の間から、全く生気を感じさせない声が洩れる。すると、女の周囲にオークが現れた。完全に囲まれているうえに、その奥には通常のオークより二回り以上巨大で、金色の髪を生やしたノーブルオークの姿が見えた。

				　鼻息荒く身振りで武器を捨てるように指図するオーク達に対して、女は抵抗するどころか迷うそぶりも見せず小剣をその場に落とした。

				　その顔にはやはり恐怖も何も、あらゆる感情が浮かんでいなかった。

				

				　抵抗もせずオークに降伏した女冒険者は、縄代わりの太い蔓を打たれて連行された。

				　ニヤニヤと下卑た笑いを浮かべた若いノーブルオークが、飼い犬でも扱うかのように蔓の端を握っている。それに従う魔物達も、一様に嗤っていた。

				　この女が主人の嬲りものに成っている間、主人の機嫌は維持されるのが嬉しいのだろう。

				　そして女冒険者はノーブルオークに引っ立てられて、彼の父親が築いたオークの王国に連れて行かれた。

				　これから死ぬまで魔物の仔を産まされ続ける事になるかもしれないというのに、女冒険者は無表情のままだった。しかし、それにノーブルオークも含めて誰も気がつかなかった。

				　魔物に人間の細かい表情を読むのは無理な話だし、ノーブルオークには女の表情なんてどうでも良かったからだ。

				

				　　　　　　　

				

				　椅子に深く腰掛け、眠っているように目を閉じていた面長の男はパッと瞼を開くと、素早く口元をハンカチで押さえた。

				「おぉ、なんて汚らわしい……」

				　生臭いオークの息、ゴブリンの嗤い、小賢しいコボルト。極め付きは、自分が高貴だと思い込んでいる豚共。そしてそれらに殺してもらう事も出来ず、家畜同然の扱いを受けている女達。

				　それらを見る事は覚悟していたし、そういう依頼だと知って受けた。しかし、それでも男は吐き気を堪えるのに苦労した。

				「大丈夫ですか、ルチリアーノ殿」

				「も、問題無い。うぇ……それより執事殿、子爵を呼んでください。御報告がございます」

				「畏まりました、旦那様を呼んでまいります。申し訳ございませんがその間、ルチリアーノ殿は少々お待ちください」

				　たまたま様子を見に来ていたらしい執事が、香り高い紅茶を一杯淹れてから退室する。主人が来るまでに、この紅茶を飲んで吐き気から立ち直るようにとの気遣いだろう。

				　素晴らしい紅茶の香りに、ルチリアーノは脳裏に焼きついた悍ましい光景が薄れて行くのを感じた。いや、仕事だから忘れてはいかんのだが。

				「偵察は成功したのか!?」

				　そう極秘依頼について喚きながらカイゼル髭が入って来た。いや、カイゼル髭を生やした貴族が入って来た。カップを素早く置いて、ルチリアーノは貴族に一礼して出迎えた。

				「ご報告申し上げます、ベルノー・バルチェス子爵」

				　この貴族、ベルノー・バルチェス子爵はこの辺り一帯の領主であり、そしてルチリアーノの依頼主だった。

				　見た目は壮年の割にスマートな、そして立派なカイゼル髭を生やしている事以外特徴の無い貴族だが、無能では無い。平均的な貴族だ。

				「私のライフデッドは、オークの集落に無事潜入する事に成功いたしました」

				　ライフデッド。それは生命属性の魔術で作られる特殊なアンデッド……アンデッドに分類されている存在だ。

				　鼓動も呼吸も止めた新鮮な死体に、魔術を施し生命活動を再開させた死体だ。

				　心臓や肺が動いているが魂は無いためアンデッドに分類されているが、見た目は生者と区別がつかない。触れても体温があり、魔術で生命反応まで探知できる。無表情で口調が平坦な人にしか見えないのだ。

				　欠点は身体を魔術で生かしているため、食事や睡眠を必要とする事くらいだ。後、生粋のアンデッドと違って毒が効くし、病気にもかかる。

				　ルチリアーノはそのライフデッドを使い魔として使い、その五感を借りてある噂の真偽を確かめるようにとバルチェス子爵に雇われた。

				　冒険者達の間で流れている噂……町から遠い方の密林に似た魔境に、強力な魔物が巣食っているという噂だ。

				　暫く前から、密林に似た魔境に向かった冒険者達のパーティーが帰って来ない事が多くなった。最初は腕が劣る冒険者の泣き言だと思われていたが、ソロで活動している盗賊が恐ろしい物を目撃した。オークやゴブリン、コボルトを率いる、ノーブルオークだ。

				　オークの上位種族であり、高い知能を持つノーブルオークは魔物の群れを組織する事が多く、その数は数百に及ぶ。

				　その盗賊が目撃したのは本当にノーブルオークなのか、本当だったらノーブルオークの群れは現在どれ程の数なのか調べる事。それがルチリアーノの仕事だった。

				「私の操るライフデッドをノーブルオーク率いる中隊規模の群れが捕縛し、そのまま連中の集落に連れていかれました。場所は、魔境に入ってから三日程進んだ所ですか」

				「それで、ノーブルオークは何匹だ!?　群の規模は!?」

				「確認できたノーブルオークの数は中隊の指揮官と、集落の王の二匹です。ですが、後一匹か二匹はいる様子でした。

				　魔物の総数は、四百から五百程かと」

				「ノーブルオークが三匹、魔物が五百……っ！」

				　ルチリアーノの報告に今にも卒倒しそうになるバルチェス子爵。ノーブルオークは最低でもランク６の魔物で、その中でも上位の個体はドラゴンをも屠るという。そんなのが少なくとも二匹、多くて四匹以上。更に五百匹の魔物が従っていると成れば彼の領地が抱える総戦力……騎士から町の警備兵、活動している冒険者まで総動員しても滅亡の二文字が見える。

				「ですが、ノーブルオーク達は王も含めてそれほど優れた個体ではないかと。ああ、勿論ノーブルオークとしてはですよ。私見を言わせてもらうなら、Ｂ級冒険者を筆頭に、Ｃ級やＤ級を二百人程集めればどうにかなるかと」

				「本当か!?」

				　途端、紙のようだった顔色に血の気が戻るバルチェス子爵。しかし、すぐにため息をつく。

				「だとしても大事だ。二百人の冒険者に、Ｂ級以上の一流を呼び集めなければ。騎士や兵士では魔物相手の戦闘には対応力に不安が残る……これは私だけの手には余る。パルパペック軍務卿に相談しなければ」

				　自分では対応が難しい事態なら、上に助力を請うのも統治者としての能力だ。プライドの高さ故に独力で対応しようとして魔物の討伐に失敗すれば、失態どころか領地を魔物に蹂躙されかねないのだから。

				　その点ではバルチェス子爵はカイゼル髭に恥じない貴族だと言える。

				「ノーブルオークは夏には動くつもりだそうです。どうやら魔境で自分達に従わない魔物のグループがいるらしくて、その対応に追われているようです。多分、グールでしょう」

				「なら、時間はあるか。

				　ルチリアーノ、ご苦労だった。依頼料は冒険者ギルドに支払っておくが、今回の事はまだ内密に頼むぞ。民がパニックを起こすからな」

				「ありがとうございます」

				　さて、これでようやく路銀が稼げたとルチリアーノは安堵した。アルダ教の勢力が強く、アンデッドを使う事に制限がかかるアミッド帝国とその属国から抜け出そうと彼は前々から考え、そのための旅費を貯めていたのだ。

				　とりあえず隣のオルバウム選王国に行き、その後は居心地の良い町でも探すとしよう。

				「では、引き続き指名依頼を受けてくれるな」

				　しかし、その予定はバルチェス子爵の一言で延期になった。

				

				　　　　　　　

				

				　二月になる頃、ヴァンダルーは魔境に残っている無事なグール達を集め、対ノーブルオーク軍を組織していた。

				　普通キングは本拠地でどっしりと構えているものだが、ヴァンダルーの場合は直接使者に加わってグール達の下を訪ねて、協力するように説得していた。

				　それは【死属性魅力】の効果で、グール達をスムーズに纏める為だったが……。

				「キングという名の雑用係なのだろうか、俺は」

				「そんな事無いよ、キング。ところで人数が増えたから新しい家を建ててくれよ、キング」

				「はいはい」

				　【ゴーレム錬成】スキルを使い、ウッドゴーレム等の形を変えて竪穴式住居を作っていく。本格的な家は建築の知識が無いので難しいが、一年以上滞在しているため竪穴式住居なら作れるのだ。

				　材料が自分から動いて命令通りの場所に移動し、命令通りの形に成ってくれるのでこのゴーレム建築はとても楽だ。材料さえあれば竪穴式住居一つ作るのに十分もかからない。

				「おお凄いっ！　後十軒頼む！」

				「キング、集落を広げるから外壁も頼む」

				「はいはい」

				　伐採されたままの木をウッドゴーレムにして形を整え、木材に錬成。地面の土をアースゴーレムにして退いてもらって穴を掘り、竪穴式住居を作っていく。見える範囲なら同時進行で十軒施工可能。

				　オルバウム選王国に行ったら、これで食べて行けるのではないだろうか？　あの国に竪穴式住居のニーズがあるかは知らないけどと、そんな事を考えられるくらい余裕である。

				　更に竪穴式住居をもう十軒建て終えると、今度は外壁に取り掛かる。これは住居より更に簡単な作業だ。ただ単に丈夫な壁を建てればいいだけの事だから。

				　命令すれば後は放置しておいても出来上がるので、ほんの数分で終わる。

				「流石キングだっ！」

				「素敵っ！」

				『キングっ、キングっ、キングっ！』

				　拳を振り上げてキングコールを行うグール達。グールは基本的に怠惰な性質を持つ種族なので、ヴァンダルーのように面倒な作業を手早くこなしてくれる者に対する賞賛を彼らは惜しまない。

				　見習おうとは思わないようだが。

				「おーい、ヴァン。母さんが呼んでいるぞ」

				「分かりました。じゃあ、後はよろしくお願いします」

				　ペコリと一礼してその場を後にするヴァンダルー。彼のお蔭で重労働をしないで済んだグール達の声援は、しばらく続いていた。

				

				　　　　　　　

				

				　タレアの集落も含めて四つの群れを吸収したグール達の数は、二百七十を超えた。その半分は女であるし、老人も僅かだが居る。しかしグールは三百歳近くまで男女にかかわらず優秀な戦士であり続ける種族だ。

				　四つの群れにいるのは最高でもランク４のグールウォーリアーで、ヴィガロやザディリスのようなランク５以上の強いグールは存在しなかったが、彼らはタレアによって充実した装備で武装している。

				　フルプレートアーマーに匹敵する防御力を誇りながら、それよりもずっと軽いアイアンタートルの甲羅鎧。

				　鉄の鎧も貫くランスブルの角を穂先に使用した槍。

				　冒険者でもＤ級以下なら中々手が届かない充実ぶりだ。マジックアイテムでは無いものの、それで武装したグール達の戦闘能力は、単純にランクで計れるものではない。

				　身体能力や特殊能力で魔物に劣る人間が、魔物に勝てる三大要素。それは連携、スキル、そして充実した装備。その最後の一つを彼らは持っているのだ。

				　しかしその代償に彼女達には無いものがあった。

				「その年で碌に戦えないとはどういう事だ？　お前は本当に私の十倍近く生きているのか？」

				「それが何？　私は武具を作る事と女が自前で持っている武器でここまで成りあがったのです、子供を産んだ事も無い小娘は黙っていなさいな」

				　睨みあうバスディアとタレア。片や二十代半ばで身長百九十の女戦士、片や十代後半の小柄な少女。実際には二十六歳の小娘と、壮絶な人生を過ごしてきた二百六十歳の女族長。

				　何故かこの二人は仲が悪かった。

				　ただ実際タレアと彼女の集落の女達は戦う術を知らなかった。武術系スキルどころか、適性があるはずの魔術も、生活の役に立てる程度の簡単な物しか使えず、戦いの役に立てるのは難しい。

				　しかしタレアによって、彼女達はグールという種族に似つかわしくない職能集団として機能している。全員がタレアに及ばないものの一人前以上の武具職人であるため、今も戦士達が使うための武具を製作してくれている。

				「こ、子供はヴァンが産ませてくれる！」

				「この小娘にヴァン様が!?　そうなのですか、ヴァン様!?」

				「……ニュアンスが違いますけど、そうです」

				　少子化問題に取り組んでいるという意味で。しかし何故この二人は喧嘩腰なのだろうかと、ヴァンダルーは遠い目をしていた。

				「そもそもヴァンに馴れ馴れしいぞ」

				「様を付けずに呼んでいるあなたの方こそ馴れ馴れしいですわ」

				　眼光鋭く睨みあう二人。もれなくギリギリと牙が音を立てる辺りがグールらしい。

				　二人の仲の悪さは、タレア達を連れてヴァンダルーが戻って来た時から始まった。

				　グールキングに早速取り入ろうとタレアはヴァンダルーに、「これからの戦いの事でご相談がございますの」と言葉巧みに馬車に乗り込んだ。そして幼児らしく昼寝に入ったヴァンダルーを抱いて集落に到着したのだ。

				　それを出迎えに来たバスディアが目撃して口論になって……この有様である。

				　いや、原因は大体ヴァンダルーも解っている。しかし結婚という概念を持っていないグールのバスディアが、何故タレアに突っかかるのかが分からない。仲の良い弟を取られたような気分になっているとも、これまでの言動を考えると思えない。そもそも、何故この二人はここまで真剣に二歳児を取り合うのか。

				「少しは歳の事も考えたらどうだ？」

				「あら、ごめんなさい。私は元人間のせいか、つい見た目通りの歳のつもりで振る舞ってしまいますの。羨ましいわぁ、あなたみたいな老けている人が」

				「……その割には垂れているな」

				「た、垂れ!?　違わいっ！　これは垂れてんじゃなくて大きいの！」

				「そうか？　私のは全く下を向いていないが」

				　口調を崩して猛烈に抗議するタレアと、それを余裕の表情で見下ろすバスディア。二人とも豊かなバストの持ち主であり、そして事実バスディアの胸は砲弾のように前に突きでていて垂れる様子も無い。

				「この筋肉バカ！」

				「知らないのか？　ヴァンは筋肉が好きだぞ」

				「まあ、好きというか憧れますけど」

				　筋肉はパワー、パワーがあれば強者、つまり筋肉があれば踏み躙られる側から卒業できるのだ。ああ、素晴らしきかな、筋肉。

				　そんなヴァンダルーの呟きが聞こえているのかいないのか、バスディアとタレアの喧嘩が続いている。その様子はギャンギャン喚くタレアを余裕のあるバスディアがあしらうという感じで、年の功が若さの前に敗北する未来しか見えない。だがタレアが諦めないので未来が中々やって来ない。

				　ノーブルオーク対策の建設的な話し合いを始める未来は、何時来るのだろうか？

				「どうすれば止まるかな？」

				　そう質問してみても、ザディリスは「筋肉も胸も、どちらも無い儂の身に成ってみろ」と何か呟いているし、ヴィガロは腕を組んで何か考え込んでいる……ように見える。他の集落の長達は、元々力関係でタレアに負けていたので口を出すつもりは無さそうだ。


                			

	








			
				『ここは坊ちゃんが止めるべきです』

				　馬車から離れられないサムの代わりに出席しているサリアはそう言いきった。

				『坊ちゃんは貴族に成りたいのでしょう？　でしたら、それくらい出来ないと』

				「……俺の中の貴族のイメージに、大きな変更が加えられそうです」

				『貴族は、女性関係で苦労するものですよ。私達が働いていた貴族の家もそうでした』

				　正妻と妾の争いが凄いらしい。そういえば、日本に生きていた頃に聞いた江戸時代の大奥も凄い事になっていたらしいなと、ヴァンダルーは思い出した。

				　バスディアとタレアは正妻でも妾でもないが、ケンカの原因が自分なのは事実なので、なら自分が止めるべきだとヴァンダルーは立ち上がった。

				「フン！　決着はノーブルオークの首を私が作った武器が刎ね飛ばした後まで待って差し上げますわ！」

				「ああ、お前の武器を私が役立ててやった後だな」

				　立ち上がった瞬間終わるのは何なんだろうか？

				「では、これからノーブルオーク攻略の作戦を練りたいと思います」

				　動揺せずにすぐにそう言えただけ良かったかもしれない。

				　現在の戦力はグールが約二百三十と、ヴァンダルー一行。武装はヴァンダルーが提供したマジックアイテムとタレア達が制作する装備で充実している。

				　数は負けているが、装備の水準では明らかにノーブルオーク達の軍勢を上回る。幾らオークやゴブリン、コボルトを纏めても、配下の頭が良くなる訳ではないのだから、武装は他の魔物の群れより多少マシな程度だろう。

				　ただそれだけで数と質の差をひっくり返せるかどうかは分からない。

				　数の差については、ヴァンダルーがゴーレムやアンデッドを量産する策もあったのだが、ここが密林でオークに対応できるストーンゴーレムやロックゴーレムの材料に成る、石や岩が少ないという事情でゴーレムは却下。

				　アンデッドにしても、魔物の骨や死体から作ったばかりの状態ではランク１程度なのでオーク相手には戦力に成らないので却下。

				　元からランク３で作れるリビングアーマーを増やすという手もあるが、それに鎧を使うよりはグールの武装を充実させるために使う方が、確実に戦力がアップするので却下となっていた。

				　ままならないものだ。

				「まず、こちらから襲撃をかける。これは決まりだと思います」

				　ヴァンダルーの言葉に全員が同意した。数では大分、質でもそれなりに差があるのだから、こちらから攻めるしかないのだ。

				　そもそも相手の主力であるオークは突進力と怪力に優れた魔物だ。そんな物相手に守りに回れるのは、しっかりとした城砦を築ける人間だけだ。グールの集落の外側を囲む木の外壁では、数秒と持たないだろう。

				　逆に言えば、オーク達も守るのは苦手だ。

				「既に相手の陣地は判明し、放った虫アンデッドの目を通して偵察も済ませてあります。苦労して地図に起こしたのが、これです」

				　虫の複眼を通して見たので細かいところまでは分からなかったが、建物の配置を探るには十分だ。紙代わりにしたモンスターの皮に染料で描いた地図を見せると、おおとグール達がどよめく。

				「これが地図か」

				「この四角は何だ？」

				「凄いなヴァン、地図が描けるのか」

				「ヴァン様、グールは普段地図を使わないので……もう少し説明が必要ですわ」

				「……俺の努力って」

				　滞在してもうすぐ二年になるため忘れていたが、文化の差は大きかった。

				　頑張って地図を描いた時間を思い出すと軽く落ち込むので、ヴァンダルーは竪穴式住居の地面をアースゴーレムにすると、【ゴーレム錬成】でノーブルオークの集落の模型を作った。

				　会心の出来である。

				「坊や……最初からこの方法なら、苦労して地図を描く事も無かったのではないかの？」

				「あ……」

				　そこそこ落ち込んだ。

				「おお、これは凄い！」

				「土属性魔術か!?　しかしこれ程緻密な制御が出来る者は見た事が無い！」

				「もっと凄いぞヴァン！　地図よりずっとわかりやすい！」

				　しかもギャラリーの評価はこっちの方が高かった。次からは地図を描くなんて面倒な事はせずに、こうやって模型を作る事にしよう。そう心に決めるヴァンダルーだった。

				「それは兎も角、敵集落の外壁は丸太を組んだ木製で、出入り口は東と西の二つ、見張り櫓が東西南北に一つずつ。ただし、居るのはコボルトかゴブリンです」

				「オークは体が重い。櫓に登りたがらないだろう」

				　平均的なオークの身長は二メートル程。体重は百キログラムを楽に超え、武器や鎧を装備していたら更に重くなる。櫓に昇りたがらないのではなく、その体重に耐えられる櫓を作れないのかもしれない。

				「基本的に全ての建物は木で出来ています。でも、火は出来るだけ使わない方向で」

				「うむ、延焼したら捕まっている女達まで焼け死んでしまうからの」

				　集落には百を超える女グール達と、十数人の女冒険者が囚われ慰み者にされている。オーク達にとって彼女達は貴重な母体だが、戦いの最中に自分の命を危険に晒してまで守ってくれるとは思えない。

				「それどころか人質にされかねないな」

				「ああ、やりそうだな」

				　今までヴァンダルーは救出目標を人質にされる心配などした事が無かった。しかし、それはアンデッドである骨人達が戦いの前面に出ていたため、それを見た敵が勝手に「人質は無意味」と思い込んでくれたからだ。

				　今回の主力はヴィガロ達グールなので、当然オーク達も捕えている女グール達を人質にする事を考えるだろう。

				「なのでまずこことここ、後この建物を確保するのが第一目標です」

				　囚われている女グール達は助ける事が決まっている。ヴァンダルーはグールの霊達から助けてくれと散々頼まれているし、ザディリス達にしてもどうせ攻め込むなら助けておこうという考えなので、反対は出なかった。

				「人間の女はどうするつもりだ？」

				「それも助ける方向で。助けた後どうするかは、後で考えましょう」

				　ヴィガロの質問に、ヴァンダルーはそう答えた。囚われているとはいえ女冒険者はグールとヴァンダルー共通の敵だ。助けてくれたからと恩を感じてくれるとは限らないし、寧ろ彼女達からしたらオークからグールに飼い主が変わるだけだと思われるかもしれない。

				　それどころかどさくさに紛れて逃げ出すか、最悪攻撃してくる可能性もあるが、多分大丈夫だろう。オーク達が女達を紳士的に扱う訳が無いので、助けた直後は精神的に肉体的にもボロボロだろうから、碌に動けないはずだ。

				　ヴァンダルーとしては将来転生してくるチート共に、攻撃してくる材料を与えないために出来るだけ助けておきたいという理由もある。

				「では、ヴァンダルーの合図で突撃後女達の確保。その後、敵が逃げ出すまで殺す。これでいいな」

				「所詮は恐怖だけで縛り付けている群れだ。ある程度オークの数が減ったらゴブリンやコボルトは逃げ出すはず」

				「ノーブルオークが無条件に服従させられるのは、下位種族のオークだけですものね」

				　魔物の群は基本的に群れの支配者が恐怖で支配している。そのため、その恐怖より大きい恐怖に晒されればあっさり瓦解してしまう。

				　オークは上位種であるノーブルオークに服従し続けるだろうが、こっちは残ってもらわないと困る。あっさり逃げられてまた数年後に大集落を築かれるとキリが無いからだ。

				「っで、問題のノーブルオークは俺達がヴァンダルーの援護で倒すと」

				　この中で最も戦闘能力に優れたヴィガロに、ヴァンダルーの援護が付けばランクが１〜２違うノーブルオーク相手でも良い勝負が出来るはずだと推測していた。

				「そして、集落の首領のノーブルオークが出て来るまでは指揮はヴィガロとザディリスに任せます。俺達は遊撃という事で」

				「キングが遊撃というのもどうかと思うが、坊やの力を活かすにはそれが一番じゃからな。しかし、偵察のアンデッドや連絡の手筈は整えるのじゃぞ。坊や以外虫アンデッドや霊の言葉は聞こえないのじゃからな」

				　グールキングに就任したヴァンダルーだが、就任時に言った通り彼に集団戦の指揮能力は無い。そのためキングであるにもかかわらず、彼はこの戦いでは遊撃部隊として行動する事にした。

				「気を付けるんだぞ、ヴァン。お前の命はお前だけのものじゃないんだからな」

				「はい、少子化対策的な意味で俺だけの命じゃないですし、まだやりたい事もあるので気を付けます」

				　【錬金術】スキルを覚えてグール達の少子化問題を解決。その後は胡桃味噌やドングリ味噌作りにチャレンジしてみたいし、オルバウム選王国に旅立つ前に【熟成】のマジックアイテムや【鬼火】を使った冷蔵庫も作っておきたい。

				　グール達のためにやりたい事は沢山あって、ノーブルオークを殺さなければならない理由も沢山ある。気を付けて無茶や無理をしなくては。

				　その上、ダルシアを生き返らせ、復讐を達成しなければならない。死ねない理由には事欠かない。

				「では、出発は三日後という事で」

				

				　　　　　　　

				

				　ブブブブブブ。

				　何匹もの虫が西へ西へと羽を震わせて飛んでいた。

				　甲虫も居れば蠅もトンボも、虻もテントウ虫もいる。中には捕食者と被捕食者の関係にある虫もいるが、そんな事は関係無いと言わんばかりに飛んでいる。

				　この虫はヴァンダルーが一月以上前、念のためにと放った虫の死骸を使ったアンデッドだった。

				　彼らの使命は、万が一の時グール達が逃げ込む他の魔境を探す事。そして将来西の山脈を越える旅をするヴァンダルーのために、道中に何があるのか探る事。

				　夜も昼も無く虫たちは進んだ。何匹か鳥や生きている虫に捕まって数を減らしていたが、構わず進む。刃のように鋭い岩が連なる崖も、悍ましい食獣植物が繁茂する丘も越え、ひたすら進む。

				　そして虫達が止まったのは、山脈を一つ越えた所にある長大な石造りの壁の一部だった。山脈の一部ではないかと思う程大きな、しかし所々罅(ひび)が入り場所によっては崩れている壁の周囲を飛び、探った後虫達は壁に張り付いた。

				　使命は達成した。後はここで主人からの連絡を待つだけだ。それまで、じっとしている。

				

				
				　名　前：骨人

				　ランク：３

				　種　族：スケルトンウォーリア

				　レベル：１００

				・パッシブスキル

				　【闇視】

				　【怪力：２（ＵＰ！）】

				・アクティブスキル

				　【剣術：レベル１】【盾術：レベル１】【弓術：レベル１】

				　【忍び足：レベル１】【連携：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

				　名　前：骨鳥

				　ランク：３

				　種　族：ファントムバード

				　レベル：９８

				・パッシブスキル

				　【闇視】【霊体：レベル２（ＵＰ！）】【怪力：レベル２（ＵＰ！）】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１】【高速飛行：レベル１】

				

				　名　前：サム

				　ランク：３

				　種　族：ゴーストキャリッジ

				　レベル：６５

				・パッシブスキル

				　【霊体：レベル３（ＵＰ！）】【怪力：レベル３（ＵＰ！）】【悪路走行：レベル２（ＵＰ！）】

				　【衝撃耐性：レベル２（ＵＰ！）】【精密駆動：レベル３】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１】【高速走行：レベル１】【突撃：レベル２（ＵＰ！）】

				

				　名　前：サリア

				　ランク：３

				　種　族：リビングハイレグアーマー

				　レベル：８２

				・パッシブスキル

				　【特殊五感】【身体能力強化：レベル２】【水属性耐性：レベル２】【物理攻撃耐性：レベル２】

				・アクティブスキル

				　【家事：レベル２】【槍斧術：レベル２（ＵＰ！）】

				　【弓術：レベル１（ＮＥＷ！）】【連携：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

				　名　前：リタ

				　ランク：３

				　種　族：リビングビキニアーマー

				　レベル：８１

				・パッシブスキル

				　【特殊五感】【身体能力強化：レベル２】【火属性耐性：レベル２】【物理攻撃耐性：レベル２】

				・アクティブスキル

				　【家事：レベル１】【薙刀術：レベル２（ＵＰ！）】

				　【弓術：レベル１（ＮＥＷ！）】【連携：レベル１（ＮＥＷ！）】

				

				

				　　　　　　　

				

				　ノーブルオーク、ブゴガンが支配するオークの大集落の夜は、平和な時間が流れていた。

				　厳密に言えば、捕えた女グールや女冒険者の悲鳴が聞こえたり、ブゴガンの息子の一人ブボービオが些細な失敗をしたゴブリンを処刑したり、そういった事はあった。

				　しかし、それらは既に日常茶飯事で誰も気にしない。日常でない事……他の魔物の襲撃などはその気配も無かった。

				　そもそも平和でない事の方が珍しいのだ。何故ならここはノーブルオークが君臨する集落なのだから。

				　魔境に集落をつくる場合、ゴブリンやコボルト等の弱い魔物は外敵の目につきにくい場所、洞窟や地下を掘って作る場合が多い。だが、ランクの高い魔物が頂点にいる群れは堂々と地上に集落を構える。

				　何故なら外敵を心配する必要が殆ど無いからだ。

				　異世界から現れた魔王やその配下の邪神悪神に創られた魔物には、魔物同士仲良くしようなんて概念は無い。種族によっては同種同士で殺し合う事も、共食いすら厭わないぐらいだ。

				　しかし、そんな魔物達も明らかに格が上の相手には攻撃を仕掛けない。魔物だって自殺したい訳ではない。例えば、強大なノーブルオーク等には間違ってもちょっかいをかけようなんて思わない。

				　他の魔物達はブゴガンの存在を本能的に感じ取って、集落に近づこうとはしないのだ。

				　尤も、それも理解できない程下等な魔物が集落の外側を覆う壁を破ろうと、体当たりしてくることがあるが。

				　それを防ぐために見張り櫓が立てられ、弓を持ったゴブリンやコボルトが配置されているのだ。

				「ギィ」

				「キヒヒ」

				　ただし、その櫓に居る見張りにしてもあまり真剣に仕事をしている訳ではない。守りの堅牢さに自信があるからだ。

				　高さ三メートルの外壁は切りだした丸太を杭のように地面に打ち込み、並べた物だが、見た目以上に強靭で、火に強い。何故ならその木は植物の魔物、エントを切り倒したものを使っている。

				　体長五メートルのマッドボアの体当たりも耐えきる、石造りの壁より強固な守り。これを守る仕事よりも、次に何時オークから女が下げ渡されるかを話し合う方が、ゴブリン達には真剣に取り組むべき問題なのだ。

				　しかしそれは間違いだった。

				　月が上りきる少し前の頃、びくともしないはずの外壁が突然ギシリと音を立てて軋んだ。ギョッとしたゴブリン達が慌てて弓を構えるが、矢を打つべき標的は何処にもいない。なのに外壁を構成する全ての丸太が軋り続けている。

				　これは一体何なんだ!?　そう混乱の極致に至ったゴブリン達の前で、外壁が変化した。

				『ギィィィィィィィィ！』

				『オォォォォォォォォン！』

				　木が割れ軋む甲高い音そのものの叫び声や、まるで怨霊のような咆哮を上げる、ウッドゴーレムへと。

				「ギッ……ギャヒィィィ！」

				　集落を外敵から守る頼もしい外壁から、外敵へとそのまま変化したウッドゴーレムが動き出しただけで、コボルトが組んだ見張り櫓はバラバラに砕け、ゴブリン達は地面に叩きつけられてしまった。

				　ゴブリン達は警戒するべきではあった。しかし、警戒したところでどうにもならなかったのも、事実だった。

				

				「第一段階成功。何故か魔力が浸透しにくかったけれど、無事ウッドゴーレムに出来た」

				　ヴァンダルーは破壊するのが困難な壁が、そのままこちら側の戦力になったのを確認して頷いた。

				　前エブベジアの外壁をロックゴーレムにした時と同じ事をしたのだが、【魔術制御】スキルを獲得し【ゴーレム錬成】スキルのレベルが上がったお蔭か、前よりも効率良く作業を進める事が出来た。

				「まあ、所詮ウッドゴーレムだけど」

				「じゃが、壊すとなると時間がかかる。その時間を節約できたと同時に全方位から攻撃を仕掛けたのじゃ、悪くはあるまい」

				　杖を持ち羽飾りが幾つもついた戦装束を身に纏ったザディリスの言う通り、先制攻撃は大成功だ。もし集落に居るのがゴブリンやコボルトだけなら、これだけで勝敗が決してもおかしくない程だ。

				「ブゴオオオオオオ！」

				　しかし敵の主戦力は頭に血が上ったら豚というより猪のように暴れまわるオークだ。外壁がゴーレム化して襲ってくるという、普通の兵士なら驚愕で暫く立ち直れない異常事態に対して、早速立ち向かっている。

				　個々の判断で重量級の武器を振り回しながら突撃するという、猪武者そのものの行動だったが呆然と立ち尽くしたり逃げ回ったりするよりは、余程厄介な行動だ。

				「でも意外と持つな、あのウッドゴーレム」

				「見た目よりも硬いな。ヴァン、これも死属性魔術の力か」

				　外壁が鉄並に硬いエント製だと知らなかったグール軍の面々は、意外と健闘するウッドゴーレムの様子にこれもヴァンダルーの魔術の力かと盛り上がる。

				「では……ガルルルルルルルルルル!!」

				　グール達が戦闘時に使う吠え声による言葉で、ザディリスが各部隊に号令を発する。内容は『各部隊攻撃を開始せよ！　オークを排除し、目的の建物を制圧し女達を確保するのじゃ！』といったものだ。

				「ガアアア！」

				「グルルウゥ！」

				　了解と吠え声を上げて牙を剥いたグールの戦士達が、外壁の無い丸裸の集落に突撃を開始する。

				　彼らが身に纏うのはＤ級冒険者が羨むレベルの装備。しかも、ヴァンダルーやザディリスを含めた魔術師の援護魔法がこれでもかと施されている。

				　基本的にグールとオークは総合的にほぼ同じ強さだが、装備と援護で明らかにグールの方が有利だ。

				「グルオォォォォォォォォォ！」

				　その中でも、一目で業物と分かる巨大なバトルアックスを構えたヴィガロが、両手持ちの斧でウッドゴーレムを一体伐採したオークに向かって行く。

				　オークにしては珍しく簡素だが鎧を着ているその個体は、恐らくオークジェネラルなのだろう。通常のオークより一回り以上大きいジェネラルは、斧を構えるとヴィガロを迎え撃った。

				「ガアアアアア！」

				「ブモギュギョ!?」

				　そしてヴィガロの構える盾で前に突き出た鼻が陥没する程強く殴られ、のけ反ったところを横一文字に腹を両断されて内臓と血をばら撒いた。

				　オークジェネラルのランクはヴィガロと同じ５。本来ならこんな簡単に勝負が付くはずがないのだが、レベルやランクには反映されない日々の研鑽、そして数々の援護魔術と【眷属強化】スキルの恩恵、そして何よりヴァンダルーが渡したマジックアイテムのバトルアックスが、大きな差をつけていた。

				　しかし日々の努力や【眷属強化】、マジックアイテムは時間が多少過ぎても効果を減じないが、援護魔術は効果を失ってしまう。それを防ぐためには魔術師達が再び術を唱えなければならないが、魔力は無限ではない。

				「じゃあ、魔力を回復しますね。【霊体化】」

				　そこで無限の魔力を持つに等しいヴァンダルーの出番だ。彼は両腕を【霊体化】で霊体にし、まるで植物の根のように無数に枝分かれさせるとザディリスを含めた女グールや男グールの魔術師の身体に接続する。

				「うっく」

				「んぅっ……」

				「アァー！」

				　そこかしこで上がる小さな……一つ妙に大きい呻き声やら喘ぎ声。特に最後に聞こえた物を意識から外して、ヴァンダルーはザディリスの集落に来てから習得した無属性魔術を放つ。

				「【魔力譲渡】」

				　無属性魔術の中にある、最も使えない魔術。それが魔力譲渡だ。

				　属性に染まっていない無色の魔力を対象に譲渡する魔術で、一見とても有用そうに思える。しかし、対象に譲渡する段階で殆どの魔力が無駄になってしまうのだ。

				　魔力の伝達率は対象との関係、心理状態、魔術的な相性、種族等によって上下するが、平均して五％。信頼し合っていて魔術的な相性もいい双子の魔術師同士では、何故か譲渡した量より魔力が増える百二十％という記録を打ち出した例もあるが、逆に魔力を譲渡するどころか減らしてしまった例も少なくない。

				　そして、この伝達率を意識的に上昇させる技術は今のところ発見されていない。

				　そのため他人に魔力を渡すよりも、自分で使った方がずっと効率が良いという結論になる。百の魔力を使っても、五しか渡せないなら当然だ。

				　しかし、ヴァンダルーの場合は魔力が一億以上ある。

				　魔力を百渡すのに二千使う、千渡すのに二万使う、一万渡すのに二十万使う。ＯＫ使おうじゃないかと即断できる量があるのだ。

				「ほら明るくなっただろうと、お金を燃やして明かり代わりにする成金の魔力バージョンです」

				「坊や、金貨や銀貨は燃えんと思うが……？　まあよい。皆よ、坊やから譲渡された魔力を存分に使え！」

				「はい！　行くわよ、皆！」

				「漲るぅぅぅぅ！」

				　そして魔力が全快したグールの魔術師達と彼女達を護衛する戦士達が、先行した部隊を追っていく。それを見送って、ヴァンダルーは横に待機していたサムによっこいせと乗った。

				「じゃあ、俺達は作戦通りに遊撃に出ますから後はお願いします。見えないと思いますけど、使い魔を付けておくので緊急事態の時は呼んでください」

				「うむ、任せておけ」

				　【死属性魅了】でグール達を纏め、【眷属強化】で強化するのが役目のグールキングであるヴァンダルーは、襲撃を始めたらサム達と遊撃に出ることが決まっていた。

				　彼には元々指揮能力が無いし、戦場を俯瞰して見るような広い視野も無い。その代わり、オーク達の中でも厄介なオークメイジを含めた魔術を使う魔物を木偶に出来る【吸魔の結界】のような、死属性魔術がある。

				　それを活かすためには遊撃部隊としてサムの機動力を生かしながら戦場を駆け回るのが、最も良い。

				　やはりキングが一番働いているような気がしないでもないが、ヴァンダルーの士気は高かった。

				　何故なら遊撃部隊だからだ。多くの作品で主人公が任されたり所属したりして、大活躍する遊撃部隊。これで盛り上がらないなんてあり得るだろうか？

				「サム、出して」

				『畏まりました』

				　霊体の馬が嘶き、サムが走り出す。馬車には既にリタとサリア、骨人が乗り込み、周囲では骨熊や骨鳥達も並走している。

				　ノーブルオーク達にとって最も厄介な遊撃部隊が、集落の中に突入した。

				

				　　　　　　　

				

				　ヴァンダルーを筆頭に、グールの戦士団の出撃を見送ったタレアは夜空に輝く星々を見上げて思った。

				　今頃は、彼等とノーブルオーク率いる群との戦いが始まっている頃かと。

				　タレアは彼等が実行する作戦を知らされていたし、ヴァンダルーの凄まじい魔力の一端を見ている。更に、彼女自身が率いる職能集団手製の武具をこれでもかと提供している。七割以上の勝算があると確信して、彼等を送り出した。

				　だがタレアの二百年を越える人生でも、これ程大規模な戦いの経験は無い。勝算があると確信していても、不安を覚えない訳では無かった。

				　豊かな胸の前で指を組むように両手を合わせ、瞼を閉じて祈った。

				「私のヴァン様達が勝利しますように。そしてヴァン様と私の戦士達、それにザディリス、ヴィガロ……ついでにバスディアの小娘も、一人でも多く無事に帰ってきますように」

				　胸が締め付けられる様な不安を追い出す為に、言葉に出して祈りを捧げた。

				　そしてタレアが瞼を開けると、いつの間にかビルデ他数名の女グール達が驚いた顔でこちらを凝視していた。

				「タ、タレアさん、ヴァンダルーだけじゃなくてうちの長老や、あんなに言い争っていたバスディアの無事まで祈ってくれるなんて……悪い人じゃなかったんですね！　私、もっと性格が悪い人だと思ってました！」

				「真正面に立ってなんて事言いますの、この小娘は!?　せめて物陰に隠れて小声で言いなさい！　あなた達もです！」

				　羞恥と怒りに赤くなって怒鳴り散らすタレアを、ビルデ以外の女グール達は珍しげに見ているだけで動こうとしない。

				「すみません、ビルデが眠れない様子だったので暫く話でもしようかと思って連れ出したら……」

				「丁度あなたが祈っているところに通りがかったので、つい」

				　そう言われてタレアが改めてビルデを見ると、そのお腹は臨月ほどではないが膨らんでいた。それで、ヴァンダルーがグールの少子化問題を解決できる証拠として彼女に紹介した、ザディリスの集落の妊婦の中に彼女がいた事を思い出した。

				「はぁ……気が済んだらさっさと寝てしまいなさい。お腹の子に障りますわよ」

				　羞恥心をため息と一緒に吐き出すと、タレアは踵をかえして自分の家に戻ろうとした。しかしそれを「待って」とビルデが呼び止めた。

				「まだ眠れそうにないから、少しお話してくれない？　ほら、怒鳴られてビックリしちゃったし」

				「いい性格をしていますわね、あなた。まあ、構いませんわよ」

				　最初は断ろうかと思ったタレアだが、自分も眠れなかった事を思い出した。それにビルデがヴァンダルーと親しくしている一人だろう事に思い至り、暫く雑談に興じる事にした。

				「それで呼び止めたからには私に何か聞きたい事があるのでしょう？　遠慮せずに言ってみなさい」

				　扇を取り出してそう尋ねると、ビルデ達は本当に遠慮せずに尋ねた。

				「何でヴァンダルーだけじゃなくて、長老たちの無事まで祈ってくれたのかと思って」

				「特にあんなに仲が悪そうだったバスディアの事まで」

				　ビルデ達もタレアがヴァンダルーに取り入ろうとしている事には気がついている。だからライバルであるザディリス達の無事を真剣な様子で祈る彼女に驚いたのだ。

				　しかし、タレアは「そんな事ですの」と肩を竦めた。

				「当然の事ですわ。この戦いで私達グールが勝ったとしても、戦える戦士や魔術師の数が減り過ぎたら後々苦しくなりますもの。ヴァン様が少子化問題を解決してくれても、私達はゴブリンやコボルトのように短い年月で数を揃える事は出来ませんから」

				　集落の維持には食料になる魔物を狩り、産物を採取してくる戦闘要員が欠かせない。そしてグールの子供が一人前の戦士になるまでに十五年以上の年月がかかる。

				　そうである以上元々は他の集落の者でも、数が減る事は容認しがたい。

				　特にタレアは他の集落と物々交換を行って栄えてきた集落の長だ。幾ら優れた武具を作る事が出来ても、それを使う戦士が居なくては取引が成り立たない。

				　そうタレアが説明するとビルデ達は感心した様子で呟いた。

				「タレアさんって、思っていたより常識人だったのね。私、もっと変な人かと思ってた」

				「あなた達の私の評価、散々ですわね」

				「私もそう思ってた」「あたしも」と口々にそう言うビルデ達に、タレアは扇を持つ手を小刻みに振るわせた。

				「いい加減にしないと、ヴァン様が帰って来たら泣きつきますわよ。あなた達が苛めると！」

				「そんな子供みたいな事言わないでよ。だって、タレアさんって本当に変っていうか、変わり者なんだもの。その髪型や扇、ついでに口調も」

				　一集落の長としてかなり情けない事を言うタレアに、ビルデは宥めるつもりがあるのか微妙な言葉を返した。しかし、彼女がそう思うのも無理は無い。

				　タレアの縦ロールの髪型はビルデ達にとって初めて見るものだ。しかも、一見しただけで維持に手間と時間がかかりそうだと分かる。

				　そして扇も、見た目は密林だが実際にはそれほど暑くも蒸してもいないこの魔境では夏以外必要無い。そして今は冬なのに、持ち歩いて扇いで見せたり口元を隠すのに使ったりしている。

				　口調に至っては、言うまでもない。

				　魔境で狩猟採集に頼った生活をしているビルデ達の目には、そうしたタレアの振る舞いが奇妙に見えるのだ。

				「私の集落や取引している集落の者には、そんな事言われませんわ！」

				「それは見慣れただけじゃないかな？」

				　そう真実を言い当てるビルデ。更につけ加えると、タレアが治める集落やその周囲の集落のグールは彼女が元人種だと知っている。そのため多少変わっていても、「人種の文化や価値観に由来する言動だろう」と口に出す前に納得してしまうのだ。

				「これだから余所と交流していない集落は視野が狭いのです！　もっと見聞を広げなさい」

				「は〜い、ごめんなさい」

				「そういう意味では、今回の一件はチャンスだよね。今まで付き合いの無かった集落のグールと知り合えるし」

				　タレアの叱責に、ビルデ達も思うところがあったのか素直に頷く。彼女達もタレアの事を変わったグールだとは思っていても、嫌っている訳ではないのだ。

				「全く、これだから若い者は。あなた達、ヴァン様達が無事に帰ってくるか不安ではありませんの？」

				　二百年と半ば以上生きているタレアが、何処か能天気な様子のビルデ達にそう聞くと流石の彼女達の顔も少し曇った。

				「そりゃあ心配だけど、ヴァンダルーがいるなら多分大丈夫って思うの。あの子の強さってなんて言うか……普通の基準じゃ測れないし」

				「私達ザディリス長老やヴィガロより強い人を見た事が無いから、ノーブルオークがどれくらい強いか想像しか出来ないけど」

				　タレアが嘆いたように、一つの集落に籠って暮らしていたビルデ達の見聞は狭い。しかしその彼女達でもそう感じるぐらい、ヴァンダルーは奇妙だった。

				　ステータスやスキル、ランクが存在するこのラムダでは、力の差は目に見える数字となって現れるため分かりやすい。

				　基本的にはステータスに表示される数字が大きい方が有利だ。そしてその差が大きい相手程、作戦や運で勝負をひっくり返すのは難しくなる。

				　だがヴァンダルーの場合、一億を超える魔力だけでは無く「未知」である事が彼の強みだ。

				　霊との会話にアンデッドやゴーレムの創造や、死の危険性を感知する魔術に、タレアを含めた異なる集落のグール達も瞬く間に纏め上げた魅了系スキル。

				　そのどれもがグール達にとって今まで見た事も無い、未知のものだった。それはきっとノーブルオーク達にとってもそうだろう。

				　ヴァンダルーが大きな役割を果たす襲撃作戦は、ノーブルオークにとって予想も出来ないものに違いない。

				　だからきっとヴァンダルーを『グールキング』に頂くザディリス達は勝つ。

				　ヴァンダルーと一年以上暮らしてきたビルデ達は、そう信じているのだ。

				「出発前の長老達に絶対勝てるって繰り返し言われたせいで、逆に不安になったけど」

				「身重のビルデ達が不安に思わないように気を使ったんだろうけれど……必死過ぎて」

				　ただやはり明確な根拠では無いので、ちょっとしたことで不安を覚えるようだが。ビルデが今夜眠れなかったのも、そのせいだろう。

				「私より三十年程歳を取っている筈なのに、何をしているのだか……私も少々煽ってしまいましたけど。気分を切り替える為にも、改めてヴァン様達の無事を祈る事にしましょう。あなた達も付き合いなさい。気休めぐらいにはなるし、少しは落ち着くでしょう」

				　タレアがそうビルデ達に言いながら、扇を閉じて再び両手の指を組んで祈る姿勢を取る。

				　この世界では神々が確実に実在している。そのため祈りは、本当に神に届くと広く信じられていた。神の御使いを自らの身に卸す【御使い降臨】スキルは希少だが存在するし、英雄や彼等を慕う乙女の祈りに応えて神が奇跡を起こしたとされる逸話は幾つも伝わっている。

				　勿論、滅多にないから希少なスキルの所有者や逸話としてありがたがられるのだが。過去家族に奴隷として売られた経験のあるタレアも、この祈りで神が奇跡を起こしてくれるとは期待していなかった。彼女が期待しているのは、不安を小さくする精神的な効果の方だ。

				「そうね、今は無事を祈る事と信じて待つ事しか出来ないし……ヴィダ様、ご先祖様、どうかお願いします」

				　自分と同じように両手の指を胸の前で組んだビルデの祈りを聞いて、タレアは自分が祈りを捧げる対象を決めていなかった事に気がついた。それまで彼女は漠然と「神様」に祈っていたのだ。

				　人種だった頃は周りと同じアルダ信者だったが、グール化した今祈りを捧げるべきはやはりヴィダだろう。そう思って、ビルデ達に合わせ改めて祈りの言葉を口にした。だがタレアが二度目の祈りを終えても、ビルデだけはまだ祈りを続けていた。

				「随分熱心ですわね、あまり思いつめると逆に落ち着かなくなりますわよ？」

				「無事に帰ってきますように──はい、でもヴァンダルーには絶対無事に帰って来て欲しいから」

				　祈り終えたビルデは、そう言いながらお腹に手を添える。

				「この子の名付け親になってもらいたいし……大人になってからだけど、この子の弟か妹も欲しいから」

				「ちょっ、ちょっとお待ちなさい！」

				　聞き捨てならない言葉が混じっていた事に驚いてタレアが思わず大きな声を出す。

				「名付け親は兎も角、その子の弟か妹の話が何故出るのです!?」

				「えっ？　それは勿論、大人になったヴァンダルーに父親になってもらうためだけど。ほら、強い子が産まれそうだし。その頃には人間の町に旅立った後だろうから、無理かもしれないけど」

				　きょとんとした顔のビルデの答えを聞いたタレアは、ショックのあまり硬直した。ヴァンダルーに取り入り、彼を盛り立てて今よりも成り上がるという野望を抱く彼女にとって、ビルデの言葉は重大な意味を持っていたからだ。

				　まさかバスディアに続いて、ビルデまで似た企みを抱いていたとはタレアは思わなかったのだ。

				　ちなみに、前半の言葉に驚きすぎてビルデの言葉の後半はタレアの意識に届いていなかった。

				「あの小娘以外にも、伏兵が……悪いけれど、私気分が優れないので失礼させてもらいますわ」

				　そう言うと、タレアはふらふらと頼りない足取りで自分の家に向かった。ビルデ達の「おやすみなさい」の声も聞こえているか分からない。

				　そしてショックのせいでタレアは明け方近くまで眠る事が出来なかった。

				　尚、ビルデはタレアと別れた後すぐに自分達の家に戻ってぐっすりと熟睡した。


                			

	








			
				　オーク達にとって、そして彼らを支配するブゴガンにとっては特に自分達が奇襲を受けるというのは、想定の範囲外だった。奇襲とは自分達が仕掛けるものであって、受けるものではないと信じていたと言ってもいい。

				　何故ならブゴガンが危険視するグールや人間達に対して、自分達の情報を与えないように動いていたのだから。

				　だから見張りに立っていたのは士気の低いゴブリンやコボルトであり、オークは捕えた女を性欲のはけ口にしているか、惰眠を貪っているかのどちらか。

				　ウッドゴーレムが集落内を闊歩する音とゴブリンやコボルトの悲鳴で目をさまし、飛び起きたオーク達はそのままパニック状態に陥り、上の地位の者の指示を仰ぐような事をせずその場で個々に応戦し始めた。

				　偶然集落の外側に居たオークジェネラルが周囲のオーク達を纏めようとしたが、ヴィガロによって一撃で屠られてしまった。

				　お蔭でオーク達のパニックはますます加速し、主人であるオークがパニックに陥っているため奴隷であるゴブリンやコボルトが組織的に動けるはずがない。それどころかオークが滅茶苦茶に振り回す棍棒や斧の巻き添えを喰らう者が続出した。

				　そんな中、混乱からいち早く立ち直ったのはコボルト達だった。比較的頭が良く、同族同士での連携に優れる彼らはコボルトチーフやコボルトメイジが中心になって、自分達とは相性の悪いウッドゴーレムを掻い潜りグールを迎え撃とうとした。

				「ガアアアアアアアアア！」

				「ギャオオオオオオ！」

				　そこに襲いかかる形になったのが、グールの格闘戦部隊だ。直立していても地面に手の甲が付く長い両腕を使って、ゴリラのような四足走行で集落に突入したのだ。

				　獅子の頭を持つグールの男がするとその姿は一見滑稽だが、実際には【怪力】スキルで強化された筋力で軍馬の全力疾走並の速さがある。

				「ウォウン！」

				　その速さに対してコボルト達が出来たのは、矢を一度放つぐらいだ。だが、それもタレア特製の軽く動きを阻害しない、しかし十分な強度を持つ防具と、ザディリス達がかけた援護魔術の効果で殆ど成果を上げる事が出来なかった。

				「ギャイン!?」

				　コボルト達に接近したグール達は、自慢の鉤爪を振るい邪魔者を次々に薙ぎ払っていく。指揮を執っていたコボルトチーフすら、殆ど抵抗も出来ず屠られていく。

				「ガアアアア！」

				　返り血に染まったグール達は咆哮を上げ、更に集落の内側に攻め込んでいく。その姿を見れば人間には血に狂った獣に見えたかもしれないが、グールの戦闘言語が分かる者には「助けに来たぞ」と叫びながら囚われた同族の女達を探す戦士なのだと気が付いただろう。

				

				『坊ちゃんっ、前方にゴブリンの一団が！』

				「おし──」

				『畏まりました！　押し通ります！』

				　オークの集落を青白い馬に引かれた三頭立ての馬車が疾走する。その馬車には所々魔物の牙から削り出したスパイクが取りつけられ、まるでチャリオットの如く攻撃的だ。

				　それだけでもかなりの迫力だが、何より恐ろしいのは御者であるサムだ。血のように赤く輝く目を見開き、青白い顔で歯を剥き出しにして嗤っている。

				「ぎゃぶっ！」

				「ぎゃひぃぃっ!?」

				「ギュゲ！　ゲゲげげげぇ！」

				　盾と槍を構えてその馬車を押し止めようとしたゴブリンソルジャーやナイト達が、その勢いを全く止める事が出来ずに蹄に叩き潰され、スパイクに抉られ、車輪に巻き込まれて砕かれていく。

				　本来なら馬車本体にもダメージがあるはずだが、改造された馬車本体にはエント製の部品が多く使われているため小指の爪の先ほどの傷もついていない。

				『フハハハハ！　実に爽快ですなぁ、坊ちゃん！』

				『父さん、調子に乗り過ぎですよ』

				『イエーイ！　イケイケーっ！』

				『リタもはしゃがない！』

				　タレア以下のグールの職人集団の手によって、サムの本体である馬車の荷台はモンスターの素材を贅沢に使って大幅な改造が施されていた。

				　人間に麻酔無しでサイボーグ手術を施すようなものだが、サムが言うには形状が馬車のままなら部品が九割以上交換されても問題無いらしい。

				　これまでも骨猿達の骨が折れたり罅が入ったりする度に新しい骨と交換してきたヴァンダルーだが、ほぼ全て交換しても問題無いとは思わなかったので驚いた。

				　そしてその改造の効果は、魔物としてのランクは３のままなのに大幅に上昇した戦闘力を見れば明らかだ。

				『坊ちゃん！　今度は前方にオークの一団が！』

				　見ると、斧や棍棒を構えた鼻息荒いオークが三匹前方に立ちふさがっている。相手はサムと同じランク３で、しかも一匹が百キログラムを優に超えるゴブリンとは比べ物にならない重量級。

				　しかも頭は豚で脂肪もたっぷり蓄えているが、その下には強靭で分厚い筋肉が骨や内臓を守っているうえ、骨自体も人間の物よりずっと強固だ。

				　サリア達はヴァンダルーが【殺傷力強化】をかけた矢を射かけるが、分厚い脂肪と筋肉の壁を破る事が出来ずオークをますます怒らせただけに終わる。魔術のお蔭で生命力を削られているはずなのだが、見る限り大した影響は無さそうだ。

				　これは迂回した方がいいかと思ったヴァンダルーは口を開いた。

				「安全──」

				『畏まりました！　安全第一で轢き潰します！』

				　そんな無茶な。そう言うより早くサムはグンっと一層加速する。突っ込んでくる三頭の馬を叩き殺し、続く荷台も破壊しようとオーク達がそれぞれ武技を発動させた。

				「ブゴォォ！」

				　【一閃】、【両断】、【二段突き】、それぞれ新米冒険者でも使えるレベル１の武技だが、怪力のオークが使えばとんでもない威力を発揮する……のだが、この場合は相手が悪すぎた。

				　青白い馬に棍棒や斧、槍が触れてもそのまま粘り気の強い液体に触れたような手応えを残しただけで、オーク達の武器をすり抜けてしまった。

				「ブゴ!?」

				「ブギャアアアア!?」

				　そして予想と違う展開に身体のバランスを崩したオーク達は、そのままサムの【突撃】によって、ゴム毬のように跳ね飛ばされて人生を終えるのだった。

				　馬車を引く三頭の馬は、一見すると青白いがただの馬に思える。しかし実際にはサムの【霊体】スキルで具現化したサムの一部であって、物理的な攻撃はほとんど効果が無いアストラル系の魔物だ。そんな物にただの鉄の塊をどれ程強く叩きつけても無意味。

				　それを知らないオーク達が、体勢を崩したところに加速したサムの【突撃】を受け切れるはずも無い。

				『実にっ！　実に爽快！　命を一つ轢き潰す度に、力が漲りますぞ！』

				「あー、経験値が入ってるのか。存分に稼いでいいけど、安全運転でお願いします」

				『畏まりました！』

				　人の良いおじさんの霊だったサムが、経験値を得る喜びにますます瞳……眼球全体を炯々(けいけい)と光らせる。人は変わるものだなぁ、娘達には『お父さんカッコイイ』と好評のようだから構わないが。

				　しかし高級リムジンと殲滅戦車は両立しうるのだろうか？　そうサムの将来に首を傾げるヴァンダルーだが、『グエエエエエ！』と言う骨鳥の鳴き声を聞いて、思考を切り替えた。

				『ガアアアアア！』

				『アオォォォォォン！』

				　後ろに続く骨熊達は怪力を活かしてオークの腹を抉り、別のオークを骨狼が毒のブレスで弱らせたところを骨猿が止めを刺す等優勢に戦いを続けている。

				　空を飛ぶ骨鳥がオーク達の動きを逐一報告してくれるので、的確に動き現場の下士官格のオークコマンダーを狙って攻撃を仕掛け、敵の混乱が続くように仕向けている。

				「圧倒的じゃないか、我が軍は」

				　指揮官気分でそんな事が言えるほど、ヴァンダルーには余裕があった。何故なら、彼の下には続々と殺された敵の霊が集まっているからだ。

				　サムや骨猿達が倒した敵だけでは無く、ヴィガロやバスディア達が倒した敵の霊も居る。その数は既に二百を超える勢いで増え続けていた。

				　つまり既に敵の半分を倒している事になる。そして、味方の霊は一体も居ない。

				　敵の損耗率約五十％で、こちらは無傷。人間の軍相手だったら、既に大勝は揺るぎないと確信していいだろう。

				「だけど相手は魔物の群れだ。まだノーブルオークも出て来てないし……そろそろ『レムルース』を本格運用するか」

				　サムが自在に馬車を走らせ集落を見回るが、苦戦している仲間は今のところいない。女グール達が囚われている建物も、既に制圧に成功している。

				　しかし首領格のノーブルオークがまだ姿を現していない。それを警戒してヴァンダルーはザディリスとの修行の成果、その一つである『レムルース』を本格的に使い始めた。

				　各属性魔術には魔力で使い魔を作る術が存在する。属性を帯びさせた魔力に形を持たせ、術者の命令を聞くよう術式を書き込んだもので、魔力で動く遠隔操作ドローンのようなものだ。

				　能力と形状は術者によって様々で、炎で出来た蝶や風で出来た小鳥など、小動物の形を模倣する事が多い。

				　ヴァンダルーが選んだ形は、空飛ぶ髑髏だった。

				『オォォ……』

				　創り出されたレムルースは、殆ど透明な髑髏の形をしている。そしてその能力は、主人が五感を共有できる等使い魔として基本的なもの以外には、見つかり難い事ともう一つだけ。

				「ブガアアアア！　ブオオオオオオ！」

				『ブオオオオオオオオ！』

				　丁度前方にオークナイトを引きつれたオークジェネラルが現れたので、早速試す事にする。

				『む、坊ちゃん、回避致しますか？』

				　盾を構えているのは先のゴブリン達と同じだが、流石にその突進力を同じだと判断する事は出来なかったサムが、冷静に尋ねる。しかし、ヴァンダルーは「突撃」と短く答えた。

				『畏まりました！』

				　三度【突撃】を敢行するサム。それをオークジェネラルは豚面を嘲りに歪めて見ていた。

				　体長五メートルのマッドボアの体当たりさえ跳ね飛ばす自分の【シールドバッシュ】に加えて、脇を固めるオークナイトが二人。

				　それに正面から突っ込んでくる馬車が、砕けないはずがない。

				　そう確信してオークジェネラルは配下と同時に【シールドバッシュ】を発動しようとして、はっとした。

				　自分達の真後ろから、恐ろしい殺気を……死の気配を感じた。

				　今すぐ対処しなければ殺される！　生物にとって根源的な恐怖を魂の芯まで味わったオークジェネラルと配下のオークナイトは、咄嗟に背後に向き直り、恐ろしい敵に対して盾を構えた。

				　しかし、振り向いた先には何も無かった。

				「ブ、ブゴ？」

				　気が付くとあの強烈な殺気も消えていて、オークジェネラル達は「あれ？」と呆然とする。

				「ブヒベゴォ!?」

				　そしてそこをサムに轢かれた。

				　いくら突進力と防御力に優れていても、盾を構えていない背後から棒立ちになったまま轢かれては一溜りも無い。

				「ブ……ブヒ……」

				　それでも息があるのは流石ランク５、流石ジェネラルと称えられるべきだろう。よろよろと立ち上がろうとするが、それは果たせなかった。

				「サム、ストップ。そしてバック」

				『畏まりました』

				　ギャリリリとオークジェネラルを轢いたサムの車輪が逆回転を始め、馬車が止まる。そして、そのまま加速して後退したのだ。

				「ブゲ！」

				　そんな馬鹿なと言った顔をしたまま、オークジェネラルは再び轢かれて命を消したのだった。

				　オークジェネラル達が感じて思わず背後を振り返ってしまった原因の殺気。それがレムルースの能力だった。

				　消滅と引き換えに、生存本能に訴える強力な殺気を目標に対して放つ。

				　殺気を放つだけで、具体的な攻撃は何もできない。精々心臓の弱いお年寄りなら、心臓発作を起こせるかどうかといった程度だ。平時では、嫌がらせ程度にしかならないだろう。

				　しかし、戦いの最中に使えばこれ程効果的な攪乱は無い。しかもその効果は、殺気に対して鋭敏な強敵になればなるほど成果を上げる。

				「オリジンでレムルースを作れていれば……いや、何も変わらなかったか」

				　まあ、過去より今を見つめよう。

				　それからヴァンダルーは、横にも縦にも巨漢なオークサイズに作られた集落の通路を走り回り、ゴブリンメイジやコボルトメイジ、オークメイジ等の頭の良い魔物に狙いを定めて【吸魔の結界】で次々に無力化していった。

				　それと同時にレムルースをばら撒いてグール達を援護するとともに、ノーブルオークの出現に備えた。

				　そして一分も経たずに──

				「ノーブルオークって、金色の髪を生やした三メートルくらいのオークですよね？」

				『そう聞いていますが』

				「見つけました。一度に三匹」

				　一匹は快進撃を続けるヴィガロの前に立ちはだかっている。

				　二匹目はザディリス率いる後衛部隊に迫っている。

				　三匹目はバスディアが居る戦士部隊に向かっている。

				　そのどれもが先ほど二度轢きしたオークジェネラルよりも更に大きく、そして月の光を反射して煌めく金色の髪を生やしている。

				　恐らく、この集落の長であるノーブルオークの息子達だろう。コボルトシャーマンの霊に寄れば、その実力はオークジェネラルよりも遥かに上で、ランクは６。

				　ヴィガロやザディリスを含めたグール達の誰よりも、格上の相手だ。

				「……骨猿、骨狼、骨熊、骨鳥はザディリスの援護、レムルースに案内させます。サム、俺達はバスディアの所に向かいます」

				

				　　　　　　　

				

				　ルチリアーノはこの夜も、ライフデッドを通じてノーブルオーク達の様子を不本意ながらうかがっていた。

				　本来ならさっさとオルバウム選王国に旅立ちたかった彼だが、バルチェス子爵の侍従長に使い魔にしているライフデッドが健在である限り、五感を共有し続ける事が可能である事がばれてしまったのだ。

				　かくてルチリアーノは領主直々の緊急指名依頼を、金貨がぎっしり詰まった袋と引き換えに受ける羽目になったのだった。

				（ご、拷問だ……子爵と冒険者ギルドは、私の健全な心を抹殺するつもりだ！）

				　ハイオークの動向をリスク無く収集できる、ルチリアーノの特殊な生命属性魔術の独壇場とも言えるシチュエーションなのに、ここまで彼が嫌がる理由はシンプルに嫌悪感だった。

				　ルチリアーノがバルチェス子爵から提供を受け、ライフデッドにした新鮮な女の死体。それを何故かノーブルオークのブゴガンが気に入ってしまったのだ。

				　オーク語を習得していたルチリアーノは、「この冒険者の女に、我が第四子を産む栄誉を与える」とブゴガンが宣言した時に、思わず悲鳴を上げてしまった。

				　そんな中ライフデッドと五感を共有するのは、ノーブルオークに凌辱される女の視点を体験するという事で、視覚的な暴力……いや、災害と言えた。

				　広い世の中には、獣や魔物に凌辱される美女の姿を見る事に興奮を覚える特殊な趣味が存在するらしいが、鼻息を荒くした醜いオークの姿に視界を占領されたいなんて趣味は聞いた事が無い。

				　少なくとも、【退廃】なんて二つ名で呼ばれているがルチリアーノにはそんな趣味は無かった。

				　幸いな事に、ライフデッドは触覚が殆ど無く、嗅覚も弱いため何とか耐えられているが。

				（しかし、色々と情報を聞く事が出来た。寝物語で口が軽くなるのは、魔物も例外ではないという事か）

				　ブゴガンはルチリアーノが操るライフデッドを全く警戒しなかった。それはそうだろう、ブゴガンにとってライフデッドは反抗的な態度どころか、殆ど反応らしい反応も示さない子を産む機械だ。そのため日頃の愚痴や自分を排斥した故郷のノーブルオーク達への恨みまで、色々と独り言を語ってくれた。

				　そういった情報を全て子爵達に渡しているため、ルチリアーノの懐はかなり潤っていた。

				　今夜も価値ある独り言を聞くためだと己を慰めながら、ルチリアーノがライフデッドの視線で励むブゴガンを見上げていると、情事の最中に小間使いにしているオークが飛び込んできた。

				　どうやら、集落に大規模な襲撃が仕掛けられているらしい。

				（妙に騒がしいと思ったが……オークが酔っぱらって暴れている訳じゃなかったのか）

				　襲撃をかけてきたのはグールの大軍であり戦況は芳しくない。既に何体ものオークジェネラルが倒され、オークメイジも数を減らしているらしい。

				「ブガアアアア！　ブギギブボービオ！」

				　苦労してここまで大きくした己の軍団を滅茶苦茶にされたブゴガンは怒りの咆哮を上げると、息子のブボービオ達に対処させろと命じ、ライフデッドの上から退いた。どうやらこれから自分も戦支度を整えるつもりらしい。

				（これは……子爵に報告だな）

				　最終的にグールは負けるだろうが、ノーブルオーク側が受ける被害は大きくなるはずだ。そうなれば奴らが春から夏の間に町を襲う計画も、延期になるだろう。

				　戦力が減れば百人以上冒険者を集めなくても、Ｂ級冒険者パーティーを一組か二組雇えば十分になるかもしれない。

				（できれば勢い余ってこのライフデッドも破壊してくれると助かるのだが）

				　そうすれば自分は金を貰ってお役御免、さっさと旅に出られる。

				　ルチリアーノの期待に応えるように、ブゴガンの住まいの外から聞こえてくる戦闘音は、激しさを増して行った。

				

				　　　　　　　

				

				「ウォォォォォ！　豚頭の臆病者共！　俺の前に出る勇気も無いのか！」

				　鬣を振り乱し、牙を剥いてヴィガロが咆哮を上げ罵声を飛ばす。その意味を理解している訳ではないだろうが、彼の前に立ちはだかるオークやゴブリン達が、怯えるように後ずさった。

				　この戦いでもヴィガロの役目は、陽動だ。

				　パッと見てグールの中でも上位だと分かるヴィガロが魔術使いの女も含めた十人の戦士を引きつれて、派手に暴れながら目についた敵を倒していく。その間にバスディアを含めた別働隊が囚われている女達を助ける作戦なのだ。

				　人間相手にならすぐに陽動だとばれる、単純な作戦だ。しかし、魔物相手ならこの程度で通用する。

				　魔物は共通して攻撃性が高い。自分達の領域で同族を殺しまくっているヴィガロ達に、どうしても意識が向いてしまう。特にオークは頭に血が上りやすい種族で、しかもジェネラルなどの士官格のオークが現れてもヴィガロがすぐに倒してしまい、他のオークを纏めるどころではない。

				　オークテイマーという珍しいオークがウッドウルフやヒュージボア、ジャイアントパイソン等の魔物を嗾けて来たが、それも容易く撃破した。ヴァンダルーが連れているアンデッドとは、比べ物にならない弱さだった。

				（我と同格の筈のオークジェネラル相手に、全く苦戦しない。我が強くなったというより、ヴァンダルーのお蔭だな）

				　【眷属強化】スキルの効果に加え、与えられたマジックアイテムのバトルアックス。更に施された数々の援護魔術も、ヴァンダルーが魔力譲渡で魔術使い達の魔力を回復したから今も効果が持続している。

				　そしてヴィガロ達と相性の悪いオークメイジやゴブリンメイジが出て来た時は、その度に何処からともなくヴァンダルーの放った黒い霧が飛んできてメイジを包み、魔術を封じていく。

				　そのため、彼らは重傷者を出すどころか軽傷の一つも負わずに快勝を続けられていた。

				　あんな子供に頼り切って情けないという気持ちが無いわけではないが、元々グールの社会は極端な実力主義だ。優れた者が上に立つのが当然。

				　そしてヴィガロもヴァンダルーが自分よりも優れていると認めていた。

				　純粋な筋力、身体能力なら間違いなくヴィガロ。戦いの技術でもヴィガロ。だが、魔術と魔力では圧倒的にヴァンダルー。そして何より上位者が持つべき【眷属強化】スキル。

				　上に立つべき条件を全て満たしているのだから、ヴァンダルーが上に立つべきだ。

				（我はグール百人の長の器、ヴァンダルーは我の上に在る器）

				　そうヴィガロは納得していた。だが、やはり自分を情けないと思う気持ちがあるのも事実だ。今のままでは、ヴァンダルーの下に在る者として、いや、家族として情けないのではないかと。

				「ブガアアアアアアア！」

				　だからオークジェネラルを超える迫力の怒号を耳にした時、ヴィガロは口の両端を釣り上げた。

				　現れたのは、二メートルを超えるヴィガロが小柄に見える程巨大な、鮮やかな金髪以外醜悪さと傲慢さで出来ているかのような、若いノーブルオーク。

				　三メートルの高さに在る怒りに満ちていた瞳が、ヴィガロの姿を捉えた途端嘲りに緩んだ。

				　目の前で群れている身の程知らずのチビ共を、使えない配下共に代わって蹴散らしてやろう。

				　そう思っているのは明らかだ。

				「ノーブルオークっ！」

				「ヴィガロ、どうする!?」

				　オークジェネラルのようなヴィガロと同格の相手では無く、明らかに格上のノーブルオークの迫力に、グールの精鋭たちも動揺を隠しきれなかった。

				　ランク５のグールバーバリアンのヴィガロ、ランク６のノーブルオーク。数字が１違うだけでも、その差は大きい。お互いコンディションに問題無い状態で正面からの戦いに臨んだ場合、余程相性が悪くなければまずランクが高い方が勝つのが魔物同士の戦いだ。

				　どんなに経験と技術を磨いても、狐が虎に正面から戦いを挑んで勝てるはずが無い。ヴィガロ自身、以前戦ったら自分が負けるに決まっていると口にした事がある。

				「どうするって？　……戦う!!」

				　だが今は負ける気がしない！

				　グオウと獅子そのものの咆哮を上げて、ヴィガロはノーブルオークとの間合いを詰める。ノーブルオークはヴィガロを見下したまま、彼がヴァンダルーから受け取った斧よりも二回りは大きい斧を横薙ぎに振るう。

				　当たれば首が飛ぶその一撃を、ヴィガロは地面に這うようにして避けた。鬣が少々持って行かれたのに怒りを覚えるが、それをあらわにするより先に手足を三本使って横に飛ぶ。

				「ブギイ！」

				　ドンっと音を立てて、上を通り過ぎたはずの斧が降って来るからだ。

				　本来斧はバランスが悪く、一度振ったら再び準備態勢を整えるのに時間がかかる。瞬時に整える事等不可能。しかしノーブルオークはそれを有り余る筋力で可能にしていた。

				「ブオオオオオ！」

				　技術では無く筋力を拠り所にした斧の連続攻撃。それは一見隙だらけだが、その隙を突こうと回避から手を抜けばヴィガロはたちまちボロ雑巾にされてしまうだろう。

				　だがそれをヴィガロは身軽に回避し続けた。

				　片手で斧を持ったまま、もう片方の腕まで使って地面を掴み、蹴り、ノーブルオークの攻撃を回避し続ける。

				　ノーブルオークの攻撃は一撃に込められた破壊力が凄まじく、筋力から生まれるスピードも速い。しかしその動きはいちいち派手で、しかも直線的。

				　ヴィガロからすれば、「今からこうやって攻撃するからな」と説明してから斧を振っているように見えた。

				「ガアアア！」

				「ブヒヒィ！」

				「ワウゥゥゥ！」

				　ヴィガロとノーブルオーク、双方が引きつれていた戦士達が戦っている。

				　ヴィガロはグールの戦闘言語によって戦況を把握していたが、ノーブルオークは眼の前のグールを相手にする事で頭がいっぱいになっていた。

				　何故こいつに攻撃が当たらない!?

				　偉大な父の息子の一人、最も力に優れたこのブギブリオが！　何故グール如きに攻撃を当てられないのだ！？！？

				　グール等我々ノーブルオークにとって雄はザコ、雌はただの肉壺に過ぎない！　だというのに、配下や奴隷共の前で何故こんな恥をかかなければならん！

				「ブガアアアアアアアアアアアアア！」

				　怒りと苛立ちに任せて、ノーブルオークは武技【両断】を放った。レベル２の武技だが人種が使っても木を一撃で斬り倒す威力があり、ノーブルオークが使えば岩をも砕く。

				　しかし、威力が上がる分動きがより大きくなり、攻撃後の隙は更に大きい。

				　ヴィガロはそれを避けると、遂に掴んだ反撃のチャンスを大いに生かした。

				「【鞭斧】！」

				　ぐにゃりと、ヴィガロの長い腕が鞭のように撓(しな)った。

				「ブオ!?」

				　咄嗟にのけ反って避けようとしたノーブルオークだったが、ヴィガロの長い腕は再び撓り斧が右腕を深く斬り裂く。

				「ガアアアアア！」

				　更にヴィガロは右手をバトルアックスの柄から離した。そして空中に放り出されたバトルアックスを、左手で掴む、

				　そして再び武技を発動。

				「ブッ、ブヒイィーッ！」

				　首を狙って迫る斧を、ノーブルオークは自分の斧で跳ねあげるようにして弾く。しかし、弾かれたヴィガロの腕が翻り、ノーブルオークが意識していなかった右足を切断する。

				　堪らず横倒しに倒れ込むノーブルオークの首に、今度こそヴィガロの斧が深々と食い込み、そのまま切断した。

				　腕の柔軟性を高め鞭のように振るう【鞭斧】と、そのまま連続で攻撃する【三連鞭斧】。腕が脚より長いグールの男にのみ伝わる武技だ。

				「ウオォォォォォォォ！　次は誰だ！」

				　悲鳴を上げた時の顔のまま転がっているノーブルオークの首を踏みつけ、勝鬨を上げるヴィガロの恐ろしい姿と吠え声にオーク達の士気は崩壊し、我先にと逃げ出すが……足の遅いオークが逃げ切れるはずも無い。

				　その頃にはあらかた倒されていたゴブリンやコボルト同様に、主人の後を追う事になった。


                			

	








			
				「グルルル、どうだ、ヴァンダルー。お前の家族は強いぞ!!」

				　自分達を家族と呼び、関わらなくていい戦いに関わって、それどころかキングを名乗り、今も一番働いている子供に誇れる戦果を上げずして何が若長か、何が戦士か。

				　バシャバシャと降り注ぐ血の雨を浴びるヴィガロは、誇りを込めて咆哮を上げた。

				

				　　　　　　　

				

				　弓を携えたノーブルオークに率いられた集団が姿を現した時、ザディリスは小さく唸った。

				「ヴィガロの陽動を見抜く者もいたか」

				　現れた集団はノーブルオークの護衛らしい盾を構えたオークナイトが五匹、その前に巨大な棍棒を両手で構え皮鎧を着こんだオークが更に五匹、小剣や短槍で武装したゴブリンが三十匹ほど。

				　敵全体の数から見れば大軍とは言えないが、やはりノーブルオークの存在感は大きい。

				「長老っ、ここは引いた方が……」

				　優勢に勢いづいていたはずのグール達の顔に冷や汗が浮かび、無意識に腰が引けている。

				「皆よ、狼狽えるな！　泣き言を口にする余裕があるなら呪文を唱え、戦士達を援護するのじゃ！　儂等の前まで突出してきたこやつ等の首を獲ってやろうぞ！」

				　ザディリスもノーブルオークに恐怖を覚え無かった訳ではないが、逃げるよりも戦う事を選んだ。それはノーブルオークの様子から、自分達に対する侮りを感じ取ったからだ。

				　遊撃に出ているヴァンダルーは、常に虫アンデッドやレムルースで常に戦況を見ているはずだ。敵がこちらを侮っているなら、彼が気づいて救援に駆け付けるまで持ち堪える事が出来る。

				「ブフッ」

				　弓を携えたノーブルオーク……ブゴガンの第三子ブディビスは、ザディリスの号令でグール達から怯えの色が消え、戦意を取り戻す様を余裕の態度で眺めていた。

				　殆どが雌のグールで構成された集団がいると報告を受けた時、彼が考えたのは生け捕りにして自分が気に入った雌以外の雌を父に献上すれば、他の兄弟よりも優位に立てる。その程度だった。

				　しかも中々意志の強そうな雌もいるじゃないか。あの雌こそ、美貌と気高さを併せ持つ自分のような雄の所有物に相応しい。見た目は少々小さいし肉付きは悪いが、大目に見てやろう。

				「ブホーホゥ、ブフルルブ。ブキュ！」

				　あの雌は私の物だ、必ず生け捕りにせよ。行け！

				　ザディリスを指差して告げたブディビスの命令に従って、まず棍棒を構えたオーク達が横一列に並んで、突撃を仕掛けようとする。敵の数少ない前衛を崩し、その後身の軽いゴブリン達でグール達を翻弄し、ブディビスの弓で何匹か射殺して戦意を挫く。

				（そんな事を考えていそうなのは、分かるのじゃがな）

				　身体を這い回るようなブディビスの視線に寒気を覚えつつ、ザディリスは「グルグル」と獣の唸り声のような戦闘言語で、素早く仲間に指示を出す。

				　その時オーク達の突撃が開始された。優れた突進力を遺憾なく発揮して、オークが前に出たグール達を蹴散らそうとする。

				「【閃光】！」

				　だがザディリスの光属性魔術がその目を焼いた。激しく輝くだけの魔術だが、ブディビスの命令によって彼女に注目していたオーク達の視界は、ほぼ効かなくなった。

				「ブギイィ!?」

				「ブガアアアアア！」

				　その効果で二匹が足をもつれさせて転倒したが、三匹は目が見えないにも関わらず突撃を止めなかった。

				「くらえ、【石弾】！」

				「【剛爪】！　ガアアアア！」

				　その三匹にグール達の魔術が集中する。足や頭に石や炎、電撃を受けて悲鳴を上げ、更に護衛の戦士達の鉤爪が振るわれ堪らず血を流しながら転倒する。

				「ゲギィィィ！」

				　そのオーク達を飛び越える様に、ゴブリン達が攻め込んでくる。オークの突撃を止めれば狼狽して立ち止まるだろうと思ったザディリスの思惑は外れたが、ゴブリン達の中にジェネラルやナイトはおらずランク２のソルジャーばかりの様だ。

				　これなら接近戦が不得手なザディリスの隊でも撃退する事が出来る。

				「ブフッ！」

				　そこにブディビスが矢を放った。トレントの枝を使用した剛弓から放たれた矢が、護衛の戦士達の一人に迫る。

				「【風盾】！」

				　それをザディリスが唱えた風属性魔術でギリギリ逸らす事に成功した。胸板では無く腕を貫かれた戦士がもんどりうって倒れるが、痛みに耐性を持つグールだけあってすぐに立ち上がる。

				　自らの一撃が大した成果を上げなかった事を気にもせず、ブディビスは気取った仕草で次の矢を弓に番える。

				「ブフフ……」

				　何故なら、彼は自分の勝利を確信しているからだ。

				　数少ない護衛の戦士達だけでは配下を止めきれず、魔術師達はオーク共に止めを刺しきれていない。彼女達を指揮するべきザディリスも、ブディビスの矢に供えるための呪文を唱えるので手一杯といった様子だ。

				　そして後数分もすればザディリスや他の雌グールの魔力も切れる。そうなれば後は赤子の手を捻るようなものだ。

				　奴隷のゴブリンや突撃させたオークは全滅するかもしれないが、雌さえ手に入れば増やす事は簡単だ。

				　それこそが真に高貴な者が行うべき戦いだ。下賤な獲物とぶつかり合って返り血を浴びるような無様を晒さず、遠くから優雅に射殺す。他の兄弟には勿論父ですら真似できない、洗練された闘争である。

				「ブキュキュキュッ」

				　二の矢、三の矢と同じように防がれても、ブディビスにとって勝利へのカウントダウンでしかなかった。汗に肌を塗らして呪文を唱えるザディリスを自分の物にする光景を、ブディビスは妄想した。

				　だが五発目の矢が魔術で逸らされた時、ブディビスは異変に気がついた。ザディリスの魔術の強さが、全く衰えていない事に。

				　はっとして彼が妄想から戦況に意識を戻すと、グールの魔術師達が唱える攻撃魔術によってゴブリンとオークは既にほとんど倒されていた。護衛であるオークナイトの内三匹が前線に加わって、何とかグール達を抑えている状況だ。

				　気取った仕草を止め慌てて次々に矢を放つブディビスだったが、それもザディリスの魔術によって吹き散らされてしまった。

				「気がつくのが遅い、間抜けめ」

				　戦いの途中からザディリスは羽虫のアンデッドによって運ばれた糸のように細いヴァンダルーの霊体から、【魔力譲渡】を受けていた。幾らブディビスの矢を防いでも、魔力が切れる事は無い。

				　ブディビスは何とか、戦況を覆そうと弓による射撃を繰り返すが、慌てているため命中力が落ちている。次に【二本射ち】等の【弓術】スキルの武技も使い始めたが、やはり風で狙いを逸らされてしまう。

				　そこで貫通力を強化する武技で風を強引に貫く作戦をブディビスが思いついた時、オークナイトが絶叫を上げた。

				『グオオオオオオオオオ！』

				『ゲエェェェェェ〜！』

				　駆けつけた骨狼達ロトンビーストと骨鳥が、側面からブディビスを毒のブレスと霊翼の射撃で狙ったのだ。護衛のオークナイトが文字通り盾になって防いだため彼自身は無傷で済んだが、一匹が「ブギャアァ！」と断末魔の悲鳴を上げて倒れ伏した。

				『グロロロ？』

				　反射的にブディビスが骨熊に弓を撃つが、骨熊達は内臓も肉も無い骨だけの魔物だ。背骨や頭蓋骨なら兎も角、肋骨が数本砕かれた程度では掠り傷でしかない。

				「今じゃっ！　討ち取れ！」

				　援軍が駆けつけた事で勝機を確信したザディリスが号令をかけた。護衛の戦士達の援護や回復に集中していた魔術師も術を攻撃に切り替えて、一斉に生き残りのオーク達を狙う。

				　既に戦況が傾いていた状態でそれまで以上の猛攻を受けたオーク達が、次々に倒されていく。最後のオークナイトも骨猿の拳に盾を砕かれて押し倒され、喉笛を骨狼に噛み切られた。

				「ブ、ブヒ……ブヒフギュ、ブキャヒヒ……ブギィ!?」

				　馬鹿な、これは夢だ、夢に違いない。眼の前に迫る敗北に呆然と呟くブディビスだったが、胴体に直撃した攻撃魔術の激痛で現実に引きずり戻された。

				　実際の傷の深さ以上に派手な出血に、脆い彼の精神は砕け散った。

				「ブヒィィィィィ！　ブギブリオ！　ブボービオ！　ブオオオ！」

				　甲高い悲鳴を上げて身を翻して逃げ出すブディビス。美しいと自惚れていた顔を歪ませ、内心見下していた兄弟達と侮っていた父親に助けを求める。だが彼に与えられたのは助けに駆け付けた肉親の手では無く、死神の鎌だった。

				「ええいっ、気色悪い！　【大風刃】！」

				　ザディリスが魔術で作りだした大剣に等しい巨大な風の刃が、見苦しく逃げようとしていたブディビスを上下に断ち切った。

				　下半身はどさりと地面に落ちた上半身を置いて数歩進んだが、力尽きて内臓を零しながら遂に倒れた。

				　それを見届けたザディリスは額に浮かんだ冷や汗を拭って息を吐いた。

				「ふぅ……人を視線で舐めまわしおって。冷や汗がまだ止らん。じゃが坊や、もう大丈夫じゃよ」

				　ザディリスがそう話しかけると、するりと彼女の肩に貼り付いて魔力を譲渡していたヴァンダルーの霊体が離れた。

				　それを見送らず、ザディリスは杖を高く掲げた。

				「皆よ！　敵は残り僅かじゃ！　だが抜かるでないぞ！」

				

				　　　　　　　

				

				　時間を僅かに巻き戻して……。

				　バスディアを含めたグールの戦士達の一団は、グールの女達を捕えていた建物の占領を手早く終えていた。

				　ここにも見張りのオークは居たが、それは捕えた女達が逃げないようにというよりもオーク達が女達に無茶をしないか見張っているのが主な仕事だったので、同族殺しに発展しないよう大した武装はしていなかった。

				　そして子孫繁栄に励みに来ていたオークの武装は更に貧弱で、素裸同然だった。

				　外壁のウッドゴーレム化で集落が大混乱に陥って、建物からほとんどのオークが逃げ出そうとして、逆に普段我慢させられていたのかゴブリンや地位の低いオークが中に入ろうとして大渋滞を引き起こしている時にバスディア達が突入したので、戦いらしい戦いに発展する前に決着が付いた。

				　建物の中は酷い有様だった。オークメイジかノーブルオークの魔術なのだろう、【怪力】スキルを持つ女グールを捕えるために、彼女達の身体は岩に半ば埋められ身動きが取れないようにされ、更に嬲られたのか鞭の傷跡が幾つも付いていた。

				　そうされていない女もいたが彼女達は手足を故意に折られるなど、酷さは変わらなかった。

				　人種に比べてずっと優れたグールの生命力なら、酷い扱いをされてもオークの仔を産む装置として問題無く機能する。だからこその待遇なのだろう。

				　同じ建物に居た人種の女……恐らく冒険者はもっとマシな様子だったので、その予想はきっと正しい。尤も、彼女達の現状を見ると、とても口にできる推測ではないが。

				　グールの女達の大部分は元々魔物に近い価値観をしているためか、心に深い傷を負っていても廃人にまではなっていない。

				「この女達はどうするか……」

				　しかし人間の女達はすっかり壊れているように見えた。光の無い瞳で、死体のようにぐったりとしている。

				　その姿には本来は敵同士とは言え、同じ女として同情せずにいられない。

				　何とかしてやりたいが……。

				「グルルルルル！」

				　仲間が発した戦闘言語を聞いて、バスディアは思考を切り替えた。

				　その意味は、『強敵が近づいている』だった。

				「ブオオオオオオ！」

				　建物の表に出たバスディアが見たのは、牙を剥いて怒りを露わにしているノーブルオークと、その周囲を守る盾を構えたオークナイトだった。

				「グルルルルルルーッ！」

				　仲間が躊躇わず救援を呼ぶ。この場にいる戦士達はバスディアも含めて突出した戦闘能力の持ち主は居ない。オークナイトだけなら十分に勝てるが、ノーブルオークの相手は厳しい。

				　援護魔術と武装の差を考慮しても、ランク３から４の集団がランク６のノーブルオークが率いるランク４のオークナイト十匹に勝てるはずが無いのだ。

				　寧ろ、普通なら一方的に蹂躙される。

				「ここの長はまさかそんな戦力を、ここに女を取り戻すために寄越したのか？　普通なら、ヴィガロ達の所に行くと思うが」

				　傲然と自分達を見下すノーブルオークの姿に思わずそう漏らすバスディア。実際、ここに彼女達が留まっているのはノーブルオークやその配下が妙な悪知恵を働かせて、捕えた女グール達を人質にしないように守るためだった。

				　逆に言えば、それ以上のものはここには無いのだ。

				　ここに居るバスディア達を倒しても、ヴィガロやザディリス、ヴァンダルーの部隊が自由に動いている内はノーブルオーク側にとって戦況が良くなる訳では無い。

				　女達を奪い返せば士気は多少上がるだろうが、それで戦況が大きく動く訳でも無い。

				　だからバスディア達は放置して、ヴィガロやザディリスに纏めて戦力をぶつけるのが常道だろう。勿論、常道を知らないのが魔物だが、少なくともノーブルオーク程の知性があればその通りに行動するだろうと誰もが想像していた。

				「ブフッ、ブフフフ」

				　しかしバスディア達を見下す若いノーブルオーク……ブボービオは彼女達の想像を下回るノーブルオークだった。

				　配下共や奴隷だけでは戦況を好転させる事は出来ないという認識はあったが、逆に言えば自分が出撃すれば勝てると根拠無く確信していた。

				　それは彼の兄弟達も同じで、我先にと出撃し手柄を手に入れるためにそれぞれ配下を引きつれてバラバラに行動した。助け合おうなんて欠片も考えず、頭に在るのは自分以外の兄弟を蹴落とし父に取り入る事のみ。

				「グブブブ」

				　そのためにブボービオが選んだのは、女の確保だった。ノーブルオークやオークには女が存在しない、単性種族。種の維持には、どうしても他種族の女が必要だ。

				　だからこの集落のために女を取り返せば、大きく評価されるはずだと考えていた。

				

				　彼には戦いに勝つためでは無く、自分が最小の労力で最大の手柄を手に入れる事しか頭に無い故の行動だった。

				　しかも敵の中に丈夫そうな雌がいる事に気がつき、この雌……バスディアは肉付きも良く、きっと強い仔を産む事が出来るだろうと獣欲を滾らせている。

				　行動が常道から外れるのも当然である。

				

				「ブオオオオオオ！」

				　ブボービオが「あの雌を生け捕りにしろ」と自慢の大剣の切っ先でバスディアを指し示すと、オークナイト達が盾を構えたまま重心を低くして身構える。

				「グル（突っ込んでくるぞ）！」

				「ガルル（時間を稼げ）！」

				　何とか救援が来るまで持ち堪えなければ。そう覚悟を決めるバスティア達に向かって、オークナイト十匹が同時に【シールドバッシュ】を発動して突っ込んで……行こうとした瞬間地面が動き出した。

				『ウオオオオオオオンッ！』

				　何と数十体のアースゴーレムと化した地面が、オークナイトの前に立ちはだかったのだ。

				　だが脆い土人形如きで体重百キログラムを超えるオークナイトの【シールドバッシュ】を止められるはずが無い。一瞬で砕け散るはずだが……。

				「ブギャアアアアア!?」

				　オークナイト達はアースゴーレムに激突する前に、地面に開いた穴に足を引っかけて転倒した。

				　アースゴーレムは地面の土から作られたので、当然地面にはアースゴーレムの体積分の穴が空く。

				　そして転倒したオークナイト達の上に、起き上がったばかりのアースゴーレム達が倒れ込み、生き埋めにしていく。

				「…………」

				「…………」

				　予想を超える展開に、思わず無言のまま硬直するバスディア達とブボービオ。

				「思った以上に効果的でしたね、ゴーレム式即席落とし穴」

				『おお、なんと恐ろしい技。流石は坊ちゃん』

				『しかも埋葬まで済ませちゃいましたね。後で掘り起こすんでしょうけど』

				　ガラガラと車輪が回る音を立てて、サムに乗ったヴァンダルーが姿を現した。

				「ヴぁ、ヴァン？」

				「はい俺です。あ、まだノーブルオークは残っているので、油断なく行きましょう」

				「そ、そうだな」

				「それにまだ敵の頭も健在なので、さくっと倒してください」

				「それもそうだ……ちょっと待ってくれ、私が倒すのか!?」

				「はい、経験値的な意味で」

				　驚き慌てるバスディアに、当然という態度でブボービオを倒す事を要求するヴァンダルー。

				「大丈夫です、援護しますから」

				「いや、援護があっても私がノーブルオークを倒すのは無理だと思うぞ!?」

				「無理だと思うから無理なんだと、精神論を振りかざす成果至上主義のクソ博士も言ってました」

				「それはその言葉に倣って良いのか!?」

				「でも、本当に脳味噌立ち腐れのバカ博士だったんですよ」

				　実験動物扱いするなら、実験の結果が伴わない場合責任を負うのは自分だろうに、お前にはスピリットが足りないだのなんだの……ネチネチ厭味ったらしい奴だった。あの博士について好感が持てたのは、殺した時の断末魔の悲鳴を聞いた時ぐらいだ。

				　確かあいつも金髪だったなと、ブボービオを眺めながらヴァンダルーは思い出した。

				「大丈夫ですよ、俺が援護すればバスディアは死なない。そろそろ来ますよ」

				「っ！」

				　はっとして、バスディアは斧を構えた。その視線の先では、怒りで小刻みに震えているブボービオの姿があった。

				「ブゴオオオオオォ！」

				　自分を無視して話に興じている二人に怒りを滾らせたブボービオが、雄叫びを上げながら大剣を振り上げる。すると、オークナイト達が埋まっている地面がモコモコと蠢き出していた。

				　流石にオークを即死させる事が出来るほど深い穴は掘れなかったので、その内出て来るだろうと思っていたのかヴァンダルーは冷静だった。

				「リタ、サリア、あと皆も埋まってるのに止めを。バスディアは俺とノーブルオークを倒しましょう」

				「くっ、分かった！」

				　本当に大丈夫なのだろうかと思いながらも、前に出るバスディア。

				　彼女の背後で、やっとの思いで地面から這い出た途端グレイブやハルバード、鉤爪に抉られて命を落とすオークナイトの悲鳴が響く。

				「ブオオオオオ！」

				　まるで壁が迫ってくるような迫力で、ブボービオがバスディアに向かって突進。そして大剣を目にも止まらぬ速さで彼女の頭めがけて振り下ろす。

				（右に回避）

				　バスディアはその目にも止まらぬ致死の一撃を、直感に従って避けていた。

				「ブッ、ブオオオ！」

				　必殺の一撃を避わされた事が気に喰わなかったのか、ブボービオは振り下ろした大剣を強引に引き戻し、突きを放った。

				（左に半歩）

				　そしてその突きも、バスディアは気が付くと回避していた。

				「ブッ……ブオ！　ブオ！　ブオオ！　ブゴゴオオ！」

				　二回続けて回避された事に焦ったのか、ブボービオは続けざまに攻撃を繰り出した。

				　横薙ぎの【一閃】、斜め上からの【流し斬り】、頭、胴体、腹を狙っての【三段突き】、首、腹、脚狙いの【三段斬り】。

				　どれもこれも当たれば、いくら鍛え上げられた肉体の上に優れた防具を着ていても致命傷を負うだろう凶悪な武技の攻撃。

				　そのどれもバスディアは回避していた。

				　一体何故!?　何故この雌グールはこんなにも速く動く!?　無敵の筈の俺の剣が何故通じない！

				　ブボービオの顔には、怒りを通り越してバスディアに対する恐怖すら浮かんでいた。

				（何故、私は避ける事が出来るんだ!?）

				　そしてバスディアも驚いていた。確かに、こうして戦ってみてわかったがブボービオの技量自体はそう高くない。自分と同じ程度だ。

				　しかし、それでも基になる身体能力が違い過ぎる。一回や二回は運が良ければ回避できるだろうが、こう続けざまに攻撃されては、切り刻まれてバラバラになって転がっているはずだ。

				　しかし、バスディアには何故か死なないためにはどうすればいいのかが分かった。

				　右に動かなければならないと感じて、咄嗟にその通りにしたらさっきまで自分が居た所に剣が振り下ろされた。

				　半歩後ろに下がらなければならないと感じ、その通りにした自分の前を切っ先が通り過ぎて行った。

				　まるで未来が見えているかのように、死なないためにはどうすればいいのかが分かる。【未来予知】のスキルでも取得したかのようだ。

				（そうか、これがヴァンの援護か！）

				　目が覚めるほどひんやりしたと、柔らかい手が自分を支えている。死なない方法を教えてくれているのは、その手だった。

				　【霊体化】したヴァンダルーの腕が、バスディアの背と一体化していた。その腕を通して、ヴァンダルーは常に発動している【危険感知：死】をバスディアに対して使用していた。

				　【危険感知：死】は死ぬ危険を感知する術であるため、一撃で致死の傷を与えるブボービオの攻撃を感知出来ないはずが無い。

				　これが一撃のダメージは軽いが手数で押すコボルトの剣なら、若しくはブボービオが冷静さと余裕を失わずにフェイント等を織り交ぜていれば、【危険感知：死】に感知されないため、ここまで一方的にはならなかったかもしれない。

				　しかし頭に血が上り、焦り、恐怖してブボービオは冷静さと余裕を失い、一撃必殺の攻撃を繰り返している。

				　そもそもブボービオ、ブディビス、ブギブリオの兄弟はノーブルオークという種族全体の括りの中ではあまりに弱かった。

				　それは生まれつきの不出来というよりも、産まれた後の環境とブゴガンの教育方針の失敗に原因があった。

				　この魔境にブゴガンが落ち延びてから生まれた彼らは、産まれた瞬間から自分にかしずく下位種族のオークとゴブリンやコボルト等の奴隷しか周りにいなかった。

				　大抵の事は生まれつき恵まれた身体能力でどうにかなり、敵は技を高めなくても武器を振り回せば倒せる格下ばかり。

				　当然研鑽を怠り、格下ばかり相手にするのでレベルも上がらず、武術系スキルは３止まり。習得が難しく時間がかかる魔術なんて覚えようともしない。

				　競い合うべきライバルも自分と同じ程度の兄弟なので、切磋琢磨するより楽な手柄の取り合いに流れてしまう。

				　もしここが他にも大勢ノーブルオークやそれに匹敵する魔物が存在する大陸南の大魔境のような過酷な環境なら、ブボービオ達も生き残るために怠ける暇など無かっただろう。

				　もしブゴガンが「子は見ていなくても勝手に育つ子が優れており、自分が手をかけて育てなければならない子は劣等である」という自らの価値観を捨て、自ら息子達を鍛えていたら武術も魔術も高い技量を持てたかもしれない。

				　だが実際に出来上がったのは格下の相手に容易く勝利を得てきた、バカ息子が三匹。

				　それでもこれまでは問題無かった。実際、相手が格下ばかりなのだから。

				　しかしバスディア達グールはオーク等よりずっと勤勉に研鑽を積み、技量を磨いていた。

				　そこにヴァンダルーとタレアから、冒険者以上の武装を提供された。

				　そして魔術での援護に【眷属強化】の効果まで加われば、ランク１分の差ぐらいは埋まるどころか追い抜いてしまう。

				　それでも本来ならバスディアがブボービオに無傷で勝つ事は難しかっただろう。だが、ヴァンダルーの援護で彼女が死ぬ事は無い。

				　一対一の殺し合いで片方が死なないとなれば、もう勝敗は明らかだ。

				「ブヒッ、ブヒーッ」

				　息を切らすブボービオの動きは目に見えて鈍くなり、【武技】も出さなくなった。【武技】は使う度に魔力を消費するのだが、この場合は魔力と体力双方が尽きたのだろう。

				「【両断】！」

				「ブギィィィィィ！」

				　そして、攻めに転じたバスディアの斧を受けてブボービオの腕が切断された。

				　そのまま容赦無く、お返しのように武技を連続して放つ。【剛閃】、【即応】、【一閃】。

				　堪らず逃げ出そうと身を翻したブボービオの後頭部に、投擲術の武技【突貫】が乗ったバスディアの斧が突き刺さり、そのまま前のめりに倒れ伏した。

				「倒した……倒したぞ、ヴァン！　ノーブルオークを私達で倒したぞ！」

				　強敵を倒した事と大量の経験値を獲得した事で、高揚しているのだろう。駆け寄ってきたバスディアにサムの荷台から掴み上げられ、振り回されるヴァンダルー。

				「倒しました、倒しましたから降ろして」

				　バスディアに喜ばれるのは嬉しいが、視界が激しく上下左右に乱舞するのはあまり心地良くない。他のグール達も歓声を上げるのに夢中で止めてくれないし。

				　だが、狙い通りちゃんと経験値がバスディアに入ったのは幸いだった。

				　ヴァンダルーは呪いのせいで経験値を自力で手に入れられず、手に入れても既にレベル１００であるため無駄になる。なら経験値が有効利用できるバスディアが倒す形にしたかった。

				「それに後こいつらの父親がの──」

				「ブゴアアアアアアアアアアアアアア！」

				　ヴァンダルーの言葉を遮るようにして、集落の中で最も大きい家から怒号が迸った。同時に家の壁が内側から砕け散ったが、その破壊音さえ怒号が塗りつぶしてしまった。

				　現れたのは、三メートルを優に超える巨大なノーブルオーク。刀身が二メートル程もある巨大な魔剣を持ち、豪奢な鎧を纏っている。

				　その姿は、ヴァンダルー達からも見る事が出来た。

				　あまりの迫力に言葉を失い、さっきまでの高揚も消えて戦(おのの)いている。だがそれも無理も無い、相手は本物のノーブルオーク。ドラゴンに匹敵する魔物だ。

				　その隙にバスディアの手からするりと抜け出たヴァンダルーは、激怒しているノーブルオーク、ブゴガンの脅威を【危険感知：死】を使用して分析していた。

				　どうすれば勝てるかを。

				　このままバスディアと協力して戦った場合……何をしても、しなくてもバスディアは死ぬ。

				　ザディリス達を待って、魔術中心で戦った場合……何をしても、しなくてもザディリスを含めた複数の後衛と、前衛のグールが死ぬ。

				　ヴィガロを中心に戦術を練った場合……何をしても、しなくても、運が良くても悪くてもヴィガロが死ぬ。

				　ザディリス、ヴィガロ、バスディアをメインにして、更に自分とサム達全員の力を合わせた場合……勝てると思う。だが、どんなに運が良くても何人かは死にそうだ。

				　ヴァンダルーが単独でブゴガンに挑み、皆が援護に回る場合……半分以上の確率で自分は死ぬが、自分以外は一割以下の確率でしか死なない。

				「じゃあ、援護よろしくお願いします」

				　え？　誰かがそう驚く前にヴァンダルーは無属性魔術の【飛行】でふわりと空中に浮かぶと、弾丸のような速さでブゴガンに向かって行った。

				

				　　　　　　　

				

				　ブゴガンは戦支度を終えていたが、馬鹿で愚かで未熟な息子共の断末魔の叫びを聞くまで玉座に腰を下ろしたまま動かなかった。

				　何故なら彼は君臨する王だったからだ。戦場で働くのは王ではなく、手柄が欲しい息子共と配下、そして奴隷共の仕事だ。

				　だからブゴガンは玉座に座り、不甲斐無い配下共を叱責し息子共にさっさと出撃するようにと命じるだけだった。

				　そして玉座の間に配下も奴隷も居なくなり、息子共の全滅に気が付いた。

				　その瞬間、ブゴガンの怒りは限界を超えた。

				「ブガアアアアアアアアアア！」

				　自慢の魔剣を抜き、玉座から立ち上がって走り出すと、そのまま他のオークの住まいよりは手間がかかっているがやはり粗末な家の壁を破壊した。

				　砕け散る木片を弾き飛ばし、再び怒号を上げる。しかし、怒りは全く収まらない。

				　馬鹿なオーク共をここまで増やすのにどれ程苦労したか。

				　馬鹿で愚かで未熟だったとはいえ、息子共を作るのにどれ程時間がかかった事か。

				　奴隷、女、武器、防具、あれやこれやを揃えるのだって楽では無かった。

				　その苦労が一晩で無に帰そうとしている。

				　とても我慢ならなかった。

				　襲撃してきたグール共め！　男は皆殺しにし、女は残らず捕え奴らが殺した数だけオークを産ませてやる！

				　そう怒り狂うブゴガンの視界に、恐ろしい勢いで飛んでくる何かが映った。

				　しかし、ブゴガンはそれが自分の十メートル程前で止まるまで風景の一部としか認識しなかった。

				　そしてその姿を確かに視認した今でも、こいつは何なのかと怒りも忘れて困惑した。

				　伸ばし放題の髪も肌も白い、血の色の右目と紫紺の左目をした人種の子供に見える。一瞬、白いグールの幼い雌かと思ったが、髪の間から僅かに見える耳は尖っている。エルフの血が混じっているのか？

				　そんな姿形よりブゴガンを困惑させたのは、その子供から何も感じなかった事だ。

				　気配も、音も、臭いも、殺気も敵意も怯えも、何も感じない。

				　これは幻覚ですと説明されたら、信じてしまいそうな程何も感じない。瞼を閉じたら、そのまま消えてなくなるのではないかとすら思える。

				　そしてそれは宙に浮いたまま、戸惑うブゴガンの前に立ちはだかるように両腕を広げると、黒い魔力を纏った。

				　ようやくブゴガンは気が付いた。これは敵だと。

				

				　ノーブルオーク、ブゴガン。グールキング、ヴァンダルー。二人の開戦の様子は、酷く間の抜けたものだった。

				　最初にヴァンダルーが黒い死属性の魔力を纏い、【停撃の結界】と【吸魔の結界】を発動させるまで、ブゴガンはぼんやりと彼を眺めていただけだったのだから。

				「フゴ！」

				　ヴァンダルーの結界が発動した直後、ブゴガンは短く呪文を唱えた。するとヴァンダルーの下から土の槍が突然生えた。そのまま足から串刺しにしようとするが、穂先が【停撃の結界】に触れた途端ただの脆い土に戻ってしまう。

				　【停撃の結界】と【吸魔の結界】は、あわせて使えば結界の外部からの攻撃からあらゆる力を奪う。電撃からは電気エネルギーを、炎からは熱エネルギーを、そして魔術からは魔力を奪う。

				　ブゴガンの魔術も、あっさりと無効化されてしまった。

				「ブフ、ブガァ！」

				　それで結界の効果について悟ったのだろう。魔術よりは肉弾戦の方が効果ありと見て、ブゴガンは魔剣を構えた。

				「ブガガ！」

				　そして、次の瞬間にはヴァンダルーを間合いに納めていた。三メートルの横にも縦にも巨大な体からは想像できないスピードで、魔剣を振り下ろす。

				　岩でも紙のように両断しそうな一撃は、【停撃の結界】に阻まれヴァンダルーに爪の先程の傷もつけられなかった。ブゴガンの思惑に反して、【停撃の結界】は魔力だけでは無く物体に込められた運動エネルギーまで吸収してしまうのだ。

				　運動エネルギーとは、物体が動くための力だ。十キログラムのダンベルを動かすには、十キログラムのエネルギーが必要になる。その力も【停撃の結界】は吸収できるため、ブゴガンの魔剣は結界の内側に在るヴァンダルーに届く事は無い。

				　柔らかい壁に阻まれたような妙な手応えに、ブゴガンは顔を歪める。

				　顔の手前で止まった魔剣の向こうのブゴガンを、全く表情を動かさないまま見ながらヴァンダルーは思った。

				（やばい、死ぬ）

				　見た目にはヴァンダルーは鉄壁の守りに包まれているように見える。しかし、その鉄壁は何時までも持つわけではない。

				（今の、武技も使っていない小手調べ程度の一撃を防ぐために魔力が五千は持って行かれた）

				　ヴァンダルーの魔力は戦いが始まってから乱発しているため、既に五割を切っている。それでも五千万以上あるのだが……武技を使ったブゴガンの攻撃を一回防ぐのに数万……最悪数百万の魔力を持って行かれるかもしれない。

				　勿論武技は使い手の魔力を消費するため無限に放てるものではない。しかしブゴガンは魔術も使えるので、奴の息子達よりずっと魔力量が多いはず。そしてスタミナはそれ以上だろう。

				　魔力が切れ、結界が消えたらヴァンダルーにブゴガンの攻撃から逃れる術は無い。

				（俺は弱いから）

				　お前は強いか？　そう聞かれたらヴァンダルーは「いいえ、弱いです」と答える。

				　自分しか使えない死属性魔術が使える。

				　一億を超える魔力を持っている。

				　ダンピールだから二歳にして成人男性を超える身体能力を持っている。

				　でも弱いのだ。

				　このラムダ世界に存在する全ての者を強いか弱いかで分けた場合、間違いなくヴァンダルーは弱い方に分類される。

				　死属性魔術は他の属性魔術と比べてとても限定的で、出来る事が限られる。【炎槍】や【土斧】、【空撃】のような直接相手にダメージを与える魔術が殆ど無い。防御は見ての通りだが、攻撃に転じられないのではいつか負ける。

				　そして魔力が一億あろうが二億あろうが、生命力が無くなれば死ぬ。

				　平均的な成人男性を超える程度しかない身体能力が、目の前の竜種に匹敵する化け物にどれほども通用する訳がない。

				　だから弱いのだ。

				　どんな状況でも通じる、不変の強さをヴァンダルーは持っていない。

				　しかしだから諦めて死ぬという選択肢も無い。

				「起きろ」

				　まず、ブゴガンの足元の地面をゴーレムにして、足場を崩そうと試みた。動きを封じてバスディア達が来たら遠距離から延々死ぬまで攻撃してもらう作戦だ。

				「ブッ！」

				　しかし、ブゴガンは動き始めたアースゴーレム達をあっさりと踏み潰した。格闘術の武技、【蹴打】を込めた踏みつけで、一度に複数のゴーレムを砕いたのだ。

				　時間稼ぎにしても、数万の魔力を使って数秒しか稼げないとは予想外だ。

				　次にヴァンダルーが放ったのは、無属性魔術の【魔力弾】だ。これは魔力を球状に固め対象にぶつけるというシンプルで、しかし無属性であるためどんな敵にも確実にある程度の効果を期待できる術だ。

				　魔力を一万程つぎ込んだ自分の身長程の【魔力弾】を狙いとタイミングをずらして連発し、そして止めに十万の魔力をつぎ込んだ特大の【魔力弾】を放つ。

				　当たれば、幾らブゴガンが巨大とはいえ集落の端まで吹っ飛ばせるだろう。

				　しかしそれをブゴガンは全て魔剣を使って防ぎきってみせた。

				「ブオオオオオオオオオオオオオオ！」

				　凄まじい速さで魔剣を操り、全ての【魔力弾】を弾いている。反応速度を上げる武技【即応】の更に上位の【超即応】、そして剣で魔術を弾くための防御用武技【魔弾撃】の連続使用を、魔剣の刃に魔力を通して強化しながら行う。

				　一流を超える腕前の剣士でも難しい事をやってのける姿に、ヴァンダルーは驚愕を覚えた。あの息子ブボービオの父親の癖に、何故ここまで強いのかと。

				　弾かれた【魔力弾】は込められた魔力に比べて【魔術制御】スキルのレベルが低いので、すぐに魔力が拡散してしまうため、周りの地形が変わるような事は無い。何故かブゴガンが出て来た家から【生命感知】の術に動かない反応があるため、元々射線を考えて撃ってはいたのだが。

				「ブオワ!!」

				　全ての【魔力弾】を弾くと、ブゴガンは勢いそのままにぶおんと魔剣を振りかぶり、武技【十文字斬り】を発動。ゴボンと【停撃の結界】が奇妙な音を立てた。

				　魔剣に込められた破壊力をすぐには吸収しきれず、結界の半ばまで斬り込まれたのだ。

				（これは気を抜けないな）

				　今ので決着を着けるつもりだったらしいブゴガンの目が見開かれているのを見ながら、ヴァンダルーは【停撃の結界】に魔力を注ぎ修復し、更に強化する。

				　今の【十文字斬り】で、並の騎士や冒険者なら身体を四つに切り分けられて死んでいる。しかも【十文字切り】は先程使った【超即応】より必要スキルレベルの低い武技だ。ブゴガンは、まだまだ威力の高い武技が使える。

				（いきなり本気を出されたら死んでいたかも）

				　ほぼ全ての攻撃から身を守ってくれる【停撃の結界】だが、破る方法はある。結界が吸収しきれない大エネルギーを一点に叩きこみ、一撃で術者を倒すという物語で主人公が敵役に対して行うゴリ押しだ。

				　そういうよく在る展開は地球で生きていた時から大好きだが、問題はされる側なのが自分で、ブゴガンにはそれが可能かもしれないという点である。

				　こんな所で、母の敵討ちも復活も果たさずノーブルオークの野望の礎になるなんて、真っ平だ。

				　何とか殺す手段を考えなくてはならない。ならばと、ヴァンダルーはブゴガンの背後にレムルースを配置する。

				　そして殺気を放たせるのに一瞬遅らせて【魔力弾】を放つ。

				「ブギィッ!?」

				　レムルースが弾け、ブゴガンの背後に強烈な殺気が発生する。それはたとえ目の前に敵がいたとしても無視できるものでは無い。殺気に敏感で、戦士として優秀であればある程体が勝手に反応してしまう。

				　そこを【魔力弾】でハチの巣にするという単純で、効果的な作戦の筈だったのだが……。

				　ブゴガンは再び【超即応】を使用して反応速度を上昇、更に柔軟にして強靭な上半身をフル活用して変幻自在の攻撃を行う武技、【剣舞】でレムルースが殺気を放った背後と、正面から迫る【魔力弾】の両方に攻撃を行う。

				「ブガガガガガガガガガ！」

				　月明かりを反射して煌めく魔剣が、四方八方に閃き黒い球体を切り裂く様は美しいといえた。事実、ヴァンダルーの目には星が煌めいているようにしか見えなかった。

				　そして死の予感。咄嗟に【停撃の結界】を厚くする。

				「ガガア！」

				　そしてブゴガンはそのまま魔剣の切っ先をヴァンダルーに向け、【貫通突き】を放つ。後数ミリで冷たい剣が触れるところだった。【危険感知：死】が無ければ、ヴァンダルーには反応できない速さだった。

				　まさかレムルースの殺気と【魔力弾】に対処した上更に攻撃まで仕掛けて来るとは、ブゴガンの戦闘能力はヴァンダルーの予想を超えている。

				（こうなると、俺に出来る殺害手段は──）

				　空気中に【業病】で作った病原菌をばら撒く？　却下。病気に感染して発病するまでには時間がかかる。その前にヴァンダルーの魔力が切れる。

				　【猛毒】で毒を作り、盛る？　どうやって？　この強敵相手に戦いながら毒を盛るのは至難の業だ。コボルトキングのギャオンの時の様にはいかないだろう。

				　ゴーレムで攪乱？　やってみよう。

				　舌打ちして魔剣を引き戻すブゴガンが再び攻撃を仕掛けて来る前に、ヴァンダルーは【飛行】を駆使して後ろに下がりながら、「起きろ」と呟いた。

				『オオオオオオオオオン！』

				『ギシイィィィィィィィィィ！』

				　背後からアースゴーレムが、周囲に散乱した瓦礫からウッドゴーレムが、ついでに近くに落ちていたゴブリンやコボルトの死体で作ったリビングデッドが動き出した。

				　そして同時にブゴガンの足元の地面もアースゴーレムにして足場を崩そうと試み、更に【魔力弾】とレムルースの殺気も放つ。

				「ブガアァ!!」

				　そんなヴァンダルーをブゴガンは追ってくる。

				　【剣舞】でゴーレムも【魔力弾】も切り裂いて、足元のゴーレムを【蹴打】で踏み潰しながら。

				　ブゴガンは【蹴打】を一歩踏み出す度に放っている。地面を崩される事を警戒しているのだろうが、ブゴガンが地面を踏みつける度にズドンズドンと地面が本当に揺れる。

				　これはどちらが先に体力と魔力を使い果たすかの勝負になるかとヴァンダルーが思った時、「撃て！」『坊ちゃん！』と仲間達の声が聞こえた。

				　途端ブゴガンに殺到する矢や槍、毒のブレス、霊体の羽、炎や石の矢、氷や風の塊。

				　ザディリス達が来てくれたようだ。

				「ガアアアアア！」

				　豪奢な鎧や強靭な筋肉、そして魔剣を使ってブゴガンはザディリス達の援護攻撃を弾く。なんと毒のブレスや魔術まで魔剣で斬り散らし、無傷ではないが掠り傷程度のダメージしか負っていない。

				（拙い……拙い状況だ）

				　決定打を与える方法が無いまま、皆が集まってきてしまった。ブゴガンは何故かヴァンダルーを殺す事に拘っているが、逃げに転じたら追えるか？　いや、最悪なのはブゴガンがヴァンダルー以外に狙いを変える事だ。

				　狙われた者は、まず生き残る事は出来ない。

				（皆が殺されるのはダメだ）

				　ダルシアのように霊として地上にとどめる事は出来るかもしれない。サム達アンデッドも、魂さえ無事なら容れ物を修理すれば大丈夫かもしれない。

				　しかし、あの魔剣に霊体を傷つける機能があればどうだろうか？

				　それはダメだ、絶対にダメだ。とても許容できない、許せない。

				　その前にこいつを殺さなくてはならない。

				　だが、どうやって殺す？　どうすればこいつの異常な守りを突破して、致命的な傷を負わせられる？

				　頭から湯気が出るほど思考していると、はっと気が付いた。ブゴガンが回避も防御もしない、そんな方法を思いついた。

				　簡単な事だった。特別な事では無い。

				　自分が致命傷を負えば、それで良かったのだ。

				　瞬間、意図的に薄くした【停撃の結界】を破って、ブゴガンの魔剣がヴァンダルーの胴体を袈裟懸けに切り裂いた――。

				

				　ヴァンダルーは気が付いていなかったが、一見攻め続けているブゴガンにも余裕は無かった。寧ろ、ブゴガンの主観では追い詰められていたのは、彼の方だった。


                			

	








			
				　目の前にいるのは正体不明の敵で気配が全く無く、しかも殺気を放たずに致命的な一撃を連続で放ってくる。

				　ヴァンダルーが気軽に放つ【魔力弾】に込められた魔力は、最低でも一流の魔術師が全身全霊をかけて放つ魔術に等しい。魔力のコントロールが甘いせいで威力が落ちているが、それでも直撃すればブゴガンの骨を砕き内臓を幾つか破裂させるぐらいの威力がある。

				　実際、魔剣で弾く度にブゴガンの腕には受け流しきれない衝撃が伝わり、無視できない負荷が手首にかかっている。それに後どれくらい耐え続ける事が出来るか。

				　しかも姿が見えないが強烈な殺気を放つ正体不明の敵に、突然動き出す地面や瓦礫、アンデッド化する死体。魔術で対処しようにも、自分の身を覆うこの妙な黒い何かのせいで魔力を体外に出す事が出来ず術が使えない。

				　仕方なく武技を連発して魔力と体力、そして何よりも気力と精神力を振り絞って対処しながら攻撃しているところに、敵の増援だ。

				　ふざけるなと叫びたくなるほど希望の見えない状況。

				　勿論ヴァンダルー以外の敵を狙う事や、逃げに転じるのは論外だ。

				　目の前の敵を視界から外したら、あの【魔力弾】をどうやって防げというのだ。視覚に納めていても見失いかねない、この気配を完全に殺している敵から。

				　背中を向けたら最後、【魔力弾】の直撃を喰らって死ぬ。

				　ブゴガンが何より恐ろしく思ったのは、ヴァンダルーの『表情』だった。じっと、自分を見つめる瞳。それはとても無機質で、何の感情も浮かんでいない。

				　疲労も、恐怖も、焦りも、何も無い。

				　そのヴァンダルーの様子を、ブゴガンは余裕だと解釈していた。こいつはあと一時間でも一日でも、戦いを続ける事が出来るのではないか、今のまま有効打を打てずにいれば自分は力尽き、殺されるのではないか。

				　敗北と死がブゴガンの目には見えていた。

				「ブガアアア！」

				　自分だけが一方的に追い詰められていると思い込んだブゴガンは、生き残るには何とかヴァンダルーを殺しその後残っている体力でグール達を蹴散らして逃走するしかないと思った。

				　そして何度目かの一撃が、ヴァンダルーの身体に届いた。胴体を両断する程深くは無かったが、手応えで肋骨や胸骨を断ち内臓に刃が届いている事を確信したブゴガンは、思わず口の端を釣り上げる。

				「ヴァン!?」

				「坊やっ！」

				　グール達の悲鳴を聞きながら、ブゴガンは自分の勝利を確信した。

				　大分体力も魔力も消費したが、まだ四分の一は残っている。格下どもを蹴散らすのには十分だ。出来れば皆殺しにしてやりたいが、それは後だ。自分が生き残る事さえできれば、また王国を築く事が出来る。配下と奴隷を集め、息子を作り、今度こそ最強の王国をつくるのだ。

				　顔に飛び散った、存外温かい返り血をぺろりを舐めて……ガクンとブゴガンは膝を突いた。

				

				『上手くいった。いい具合に血が飛び散ってくれて助かった』

				　地面に落ちたヴァンダルーは、肺が斬られて呼吸できないため黙ったまま傷を治しながら膝を突いたブゴガンを眺めていた。

				　斬られた瞬間心臓や脊椎を【霊体化】で霊体にして、背中から逃がしたため手足は動く。出血量が多いのでやや厳しいが、窒息しない内は死なない。

				　傷口を治すための無属性魔術の【治癒力強化】に魔力を数十万つぎ込み、肺を最優先に修復。ブゴガンの得物が切れ味の鋭い魔剣で本当に良かった。切り口が綺麗なお蔭で傷を楽に修復できる。

				「ゴフッ！」

				「坊や、動くなっ！　いま手当てする！」

				「ウオオオオ！　この豚が、ヴァンダルーの仇だ！」

				『待って、気管に入った血を吐いただけだから。後数分で呼吸できるようになるから。あとヴィガロ、俺は死んでない』

				『坊ちゃん、思念での会話は私たちにしか届きませんよ』

				『それは知ってるけど』

				「サムっ、ヴァンはなんて言っているんだ!?」

				『あー、皆さん大丈夫です。坊ちゃんの傷はもう少しで治ります』

				　ヴァンダルーが実行した作戦は、自力で何とか治せる程度に深い傷を負い、その傷口から噴き出る大量の血液を【猛毒】で毒物と化し、ブゴガンにかけるという策だった。

				　ブゴガンも敵の返り血が毒になっているとは思わず、皮膚から浸透する強力な毒と化しているヴァンダルーの血液を顔面に浴び、更にはベロリと舌で舐め取って飲んでしまった。

				　手足の痙攣、意識障害、視界の混濁、止めに心臓発作。これでもかと強力にした毒の血液の効果で、ブゴガンは魔剣を持っている事すらできず、膝を突いたまま立ち上がれず、ついには倒れる。

				『まずはあのノーブルオークに止めを。後、坊ちゃんの血に触れないよう気を付けて──』

				「がはぁぁぁ……」

				「ヴィガロっ!?」

				『む、毒が効かない我々がするべきでした。では、僭越ながら』

				　サムが倒れ伏したブゴガンの首をゴリっと車輪で轢く。こうして野望に身を焦がしたノーブルオーク、ブゴガンは名誉も誇りも無い最期を遂げたのだった。

				　グールキングとノーブルオークのお互いにお互いを過大評価し合った戦いは、こうして無様に終わったのだった。

				

				　終わったのだったが、まだ仕事は残っていた。

				「そういえば、戦争は終わった後の方が大変だと誰かが言っていました」

				　いわゆる終戦処理である。

				　最初にしたのは勿論ヴィガロに【無毒化】の術をかけて毒を消す事だったが。

				　大量の血の匂いに誘われた魔物が集落跡に入って来ないように、比較的体力が残っているグールが見張りを担当。女グール達を中心に、囚われていた女グール達のケア。

				　更に無事な建物の中を探索して残党がいないか調べる。そして今夜寝る寝床の準備。

				　目が回るような忙しさだ。

				　骨鳥をグールの集落へ伝令に出したヴァンダルーだって、体力も魔力も残り二割程だったが休んでいない。

				「まったりとコクがあり、それでいて何時までも喉に絡みつくような後味のしつこい味でした」

				　幸い、食料は新鮮な物が幾らでも転がっている。血抜きのついでにオークの血を飲んで体力と魔力を回復させて、動いていた。

				　ヴァンダルーも明日には、破壊されただの木に戻って転がっているエント製の外壁を再度ゴーレムにする仕事が待っている。……それよりもキツイ事も待っていたが。

				「坊や……今は忙しいから後回しじゃが、言いたい事がある」

				「私もだ」

				『恐らく、ダルシア様からもお話があるかと。今回の事を黙っている事は、流石に出来ませんので』

				「……はい」

				　肉も臓腑も骨も切らせて相手に毒を盛る作戦を実行した事は、結果的に成功したもののザディリス達を怒らせてしまったのだった。

				（正直、怒られるのは怖いから嫌いなんだけど……）

				　そう思いながらも、ヴィガロは作戦を知っても怒るどころか「ヴァンダルーは勇気があるな、それでこそ男だ」と褒めてくれたので、まだマシかもしれないと自分を慰める。

				「ヴァンダルー、説教は明日にするとして人間の女達はどうすればいいか相談したいのじゃが」

				「口止めした後町の近くで解放して終わり……には出来ない状態なんですね」

				「ふーむ……町の近くで解放しても、そのままそこで死ぬまで座り込んでいそうな状態じゃ」

				「なるほど」

				　悪い魔物を倒したら、誰も彼もが幸せになってハッピーエンドとは行かないようだ。

				
				　名　前：ブゴガン

				　ランク：７

				　種　族：ノーブルオークリーダー

				　レベル：１００

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル４】【精力増強：レベル３】【下位種族支配：レベル３】

				・アクティブスキル

				　【剣術：レベル６】【格闘術：レベル４】【土属性魔術：レベル４】

				　【火属性魔術：レベル３】【無属性魔術：レベル２】【魔術制御：レベル３】

				


                			

	








			
				　その女は生ける屍のように寝台に横たわったまま、天井を眺めていた。

				（そろそろ決着が付いたか？）

				　生ける屍のようにとは、実はただの形容詞では無く真実だった。その女は死んだばかりの死体に生命属性魔術で生命力を無理矢理注ぎ込み、鼓動と呼吸を再開させたライフデッドという存在だ。

				　そして、冒険者【退廃】のルチリアーノがノーブルオークの動向を探るために、オークの生態と性欲の強さを利用して送り込んだ使い魔だった。

				　ライフデッドのあまり鋭くない五感、主に聴覚を通して外の状況を探るが先程まで響いていた剣戟や雄叫び、断末魔の悲鳴が聞こえなくなっていた。

				（グールは想像以上に善戦したようだ。これは大規模な討伐隊を組む必要はもう無いかもしれんな）

				　彼の雇い主のバルチェス子爵がミルグ盾国軍軍務卿、パルパペック伯爵に泣き付いて大規模な討伐部隊を組まなければならなくなったのは、この集落の魔物の群が五百体以上という異常な数を抱えているからだ。

				　しかしグールとの戦いで数が三分の一程に減っていれば、Ｃ級冒険者のパーティーを十組程雇えば十分だろう。特に、ブゴガンの息子全員とオークジェネラルやオークメイジ等の幹部クラスが殆ど倒されたという報告がブゴガンにもたらされていた事は、伝令の声が馬鹿でかかったお蔭でライフデッドの耳にも届いている。

				　それならＣ級冒険者にとって強敵といえるのはブゴガン本人くらいで、そのブゴガンにしてもランクは７。確かに竜種のアースドラゴンと同ランクだが、Ｃ級冒険者がパーティーを組んで攻略に当たれば倒せない相手では無い。

				　そのＣ級冒険者だって雇うのは安くないが、それでも数百人の討伐隊を組むよりずっと安い。犠牲が出ても軍の騎士とは違って、臨時雇いが数人なら問題無い。

				　そう思っていたルチリアーノだが、所有者本人が怒りに任せて破壊した家の中に何者かが入って来る気配に気がついて思考を中断した。

				　戦いに勝利したブゴガンが戻って来たにしては、足音が小さいし気配は複数だ。戦いのどさくさに紛れてゴブリンでも入り込んだのだろうか？

				「居たぞ、人間だ」

				「……これ、生きてるのか？」

				　だが、何と姿を現したのは獅子の頭を持つグール達だった。思わずルチリアーノは目を見開いた。

				（まさか、グールがノーブルオークに勝ったのか!?）

				　この森にはグールタイラントやグールエルダーメイジ等の上位グールは存在しないと聞いていたのに、ノーブルオーク相手に勝つなんて、ルチリアーノの予想を超えた結果だった。

				　いや、ルチリアーノだけでは無い。ノーブルオークが支配する数百匹規模の魔物の群が魔境の内側の争いで消滅する可能性なんて、誰もが存在しないと思い込んでいた。

				　だが、どれだけ信じ難くてもルチリアーノの視界からグール達の姿が消えるような事は無い。

				「今少し動いたぞ。生きてる」

				「よし、他の人間の所に連れて行くぞ」

				「待ちなさいっ、運ぶ前にせめて身体を隠すぐらいしてやりなさいよ」

				　二匹の男グールに加えて、女グールも後からやって来た。彼女はブゴガンに犯される途中で放置されたままの、肌も露わなライフデッドの身体を寝台の毛皮で包んだ。

				　そんな気遣いをルチリアーノは冷めた気分で眺めていた。　

				（グールが勝ったとなると、捕まっている女達を助ける事はもう不可能だな）

				　グールが人間の肉を喰うのは、冒険者ならずとも誰でも知っている。きっとこれからグール達はオークが捕まえていた人間の女達を食材にして、戦勝を祝う宴でも開くのだろう。

				　若しくは女達を儀式でグールにしてしまうかだが、どちらにしても助ける事はもう出来なくなる。

				（まあ、助けられた後の事を考えれば、ここで殺されておいた方がずっと幸せだろうがね）

				　彼女達はオークに汚された哀れな被害者だが、助けられた後不幸になる可能性の方が高い事をルチリアーノは知っていた。

				　オークに囚われて一か月も経てば、オークの凄まじい性欲と劣悪な扱いで肉体だけでは無く精神が深く傷つき、自力で立ち直るのは困難。そんな状態では冒険者に復帰するのは不可能だろうし、しようにも彼女達の装備は全てオークに奪われている。

				　ギルドに預金があれば兎も角、囚われていた女冒険者達は全員Ｄ級以下だ。装備を全て新調できる蓄えは無いだろう。

				　諦めて引退しても、オークに汚されたと知られれば「汚らわしい」と真面な縁談は来ないし、普通の職に就く事すら難しい。

				　これが普通の村娘ならまだ行政府からの救済が期待できる。バルチェス子爵は、ルチリアーノの目から見ても貴族にしては良心的だ。一生面倒を見るような事は無いだろうが、一、二年は援助してくれるだろう。だが彼女達は冒険者だった。冒険者とは基本的に何があっても自己責任の職業であるため、行政からの救済も望み薄。良くて一月分の生活費を給付されるぐらいだろう。

				　魔物に囚われたお嬢さんが勇者に助けられ、末永く幸せに暮らせるのは物語の中だけなのだ。

				　尤も、「魔物に胎を貸した魔女」として処刑されたり、魔物を退治した冒険者の「戦利品」として奴隷商人に売り飛ばされたりした昔よりもずっとマシではあるのだが。

				　ルチリアーノがそんな世の無常に思いを馳せていると、彼のライフデッドをグール達が運び始めた。これから喰われるのだろうが、幸いライフデッドには痛覚が無いので五感を共有しているルチリアーノは痛みを感じなくて済む。

				　そのため彼はこのライフデッドが破壊されるまでに少しでも情報を集めるつもりだった。

				（外はオークやコボルト、ゴブリンの死体だらけか。それに比べてグールの死体は見かけないな）

				　戦いの様子を見ていなかったルチリアーノは、外で何があったのか殆ど知らない。それを補おうとライフデッドの眼球を動かして周囲の様子を探るが、それは彼にとって……正確には彼の雇い主のバルチェス子爵とパルパペック軍務卿にとって、気分が暗くなるような情報ばかりだった。

				　グール側の損傷は見る限り軽微で、数は百以上。そして何故かどのグールも良い武装をしていて、中にはマジックアイテムらしい武器を持っている個体もいる。

				「これもキングのお蔭だ。一対一でノーブルオークの頭を倒した、最強のキング！」

				「グールキング万歳！　ヴァンダルー万歳！」

				　しかも勝利に興奮しているグールがそう叫んでいるのが聞こえた。

				　つまりグールにキングが現れ、その個体は統率能力と指揮能力に優れ、グール達にそこらの兵士よりずっと優れた武装を調達できる何らかの方法があって、更にランク７の魔物と一対一で戦い勝つだけの力があると。

				（……このライフデッドが破壊されたら、土下座してでも仕事の延長を断ろう）

				　そんなキングに統率された百匹以上のグールの群れと戦うなんて、絶対に御免被る。幾ら金貨を積まれても、自分が死んでは使えない。

				　そういえば何故か集落の外壁が無くなって、代わりに丸太がそこかしこに転がっているのもそのグールキングの仕業なのだろうか？

				（しかし、グールのキングは複数の集落を纏める時にだけなる称号のようなものだったと聞いた事があるが……）

				　すっと、ライフデッドが比較的無事な建物の床に降ろされた。

				「ここで待ってろ。すぐ、ヴァンダルーが来る」

				　そう言って、ライフデッドを運んでいたグール達は離れて行った。見張りに残らないのは、敵とはみなされていないからだろう。

				（まあ、グールにとっては敵ではなく餌だろうが）

				　周囲には十数人の女達が集められていた。全員が人種で、そして瞳が死んでいて手足や顔にまで痣がある。

				「ぁぁ……ぁ……い……やあ……」

				「ううっ、うああっ……ひっぐ……あああ……」

				「殺して……もう……殺してよぉ……」

				『退廃』なんて二つ名で呼ばれるルチリアーノでも、耳を塞ぎたくなる啜り泣きや力の無い呟き。やはり彼女達はオークに囚われていた女冒険者のようだ。

				　冒険者だけあって一般人の女性よりも精神的にも肉体的にもタフなはずだが、見事に壊されている。

				　そんな彼女達が生きたまま喰われる様子は流石に見たくないので、できれば楽に殺してやって欲しいものだ。

				「っ!?」

				　そんな事を思っていたルチリアーノは、ぎょっとした。彼の視界に何時の間にか、自分をじっと見つめる子供がいたからだ。

				　真紅と紫紺のオッドアイが、じっと見つめている。その子供はとても幼く、三歳程にしか見えない。それが何故こんな所に居るのか。

				（こいつはダンピールか？　何故ダンピールの子供が居る？　親は何処だ？　ノーブルオークの配下に従属種吸血鬼は居なかった、まさかグールと組んでいるのか？）

				　そんな疑問がルチリアーノの脳裏に浮かぶが、ダンピールの子供が発した言葉にそれらは掻き消されてしまった。

				「あなたは、何故そこに入っているんですか？　それは他人の身体でしょう」

				（これがライフデッドだと見破られただと!?　そんな馬鹿なっ、私の術は簡単にばれるようなものでは無いのに！）

				　驚愕するルチリアーノに、ダンピールが近づいてくる。

				「あなたの横に、その女の人の霊が憑いていますよ。身体を返せ、私を汚すなって」

				（霊が見えているのか、こいつ霊媒師か！）

				　優れた生命属性魔術師であるルチリアーノだが、霊媒師のジョブに就いていない彼には霊は見えない。だからライフデッドの材料にした死体の霊が憑いている事に、今まで気がつけなかった。

				　これはもう誤魔化せないとルチリアーノは諦めた。っと、同時に彼にはまだ余裕があった。何故ならルチリアーノは魔術でこのライフデッドと五感を共有しているだけで、この場にいる訳ではないのだ。

				　意識を戻すだけで、ルチリアーノは魔境から逃げる事が出来る。後に残ったライフデッドにこのダンピールが何をしても、彼は痛くも痒くもない。

				「逃げないでくださいよ」

				　しかし、ライフデッドの身体にダンピールの手がずぶりと入り込んだ。その冷たい手が、ルチリアーノの意識を鷲掴みにする。

				「ガ!?　な、何ヲしタ!?」

				　慌てて意識をライフデッドから本来の身体に戻そうとしても、何故か戻らない。感じるはずの無い圧迫感と不快感を覚え、ルチリアーノは悲鳴を上げた。

				「質問に答えてもらえますか？」

				　質問に答えずルチリアーノは抵抗を試みたが、本来の身体では無くライフデッドに意識を移していたのが災いして碌に魔術を使う事が出来ない。

				「わ、私ハ冒険者だ。この、オークの集落の情報を探るタメ、このライフデッドを使っタ」

				　このままでは何をされるか分からないという危機感から、ルチリアーノは白状する事にした。

				「……詳しく話してください」

				

				　ヴァンダルーはルチリアーノから、既にこの辺りの領主であるバルチェス子爵、そしてミルグ盾国の軍務卿パルパペック伯爵に、ブゴガンの大集落の存在とその野望が町を襲撃する事だと情報が伝わっている事を聞きだし、更にパルパペック伯爵主導で大規模な討伐隊を組織する動きがあると聞いて、頭痛を覚えた。

				　ノーブルオークさえ排除すれば、グール達は問題無くこの魔境で暮らしていけると思っていた。主だったオークが排除されれば、この魔境の生態系の頂点に君臨するのは当然ザディリス達グールになるからだ。

				　当然これまで通り冒険者は来るだろうが、一度に来るのは精々多くても数パーティーでその頻度も低い。数人のグールがやられる事はあるかもしれないが、集落全てが討伐される程の脅威ではない。

				　しかし既にブゴガンの脅威を人間側の、それも国の上層部が知っていて大規模な討伐隊を派遣する計画があるとなると、ヴァンダルーの予想は大きく崩れる。

				「ノーブルオークの集落が壊滅したのを知ったら、軍務卿はその計画を中止しますか？」

				　その質問に、ルチリアーノはライフデッドの顔を強張らせたまましばし沈黙し、諦めるように答えた。

				「私ハ、ただの冒険者ダ。指揮権も決定権モ無い。ダガ、軍務卿は計画を中止しないト思う」

				　でしょうねと、ヴァンダルーは息を吐いた。

				　人間社会に直接の脅威となっていたノーブルオークは、今日排除された。配下のジェネラルやメイジといった主だったオークは全て死に、何匹かオークや奴隷のゴブリンやコボルトが逃げていたとしても、それは大した脅威にはならないだろう。

				　しかしパルパペック軍務卿と領主のバルチェス子爵にしてみれば、脅威の対象がオークからグールに替わっただけの話だ。

				　ランク６以上のノーブルオークが複数存在していた、合計五百匹以上の魔物の群れを蹴散らしたグールキングに率いられたグールの大軍。そのグールの大軍が人間社会の脅威にならないと何故言い切れるのか？

				　人間にとってグールもオークも同じ魔物である以上、町から三日の距離にある魔境に数百規模の魔物の群れが存在していれば、それだけで脅威なのだ。

				　しかも、ダンピールがそのグールの群れに居ると知られればアルダ教の連中が介入してくる可能性が高い。特にゴルダン高司祭のような吸血鬼専門の聖職者が。

				　それはヴァンダルーにとって、母の仇であるゴルダン高司祭を殺すチャンスかもしれない。しかし、その仇を殺す力が自分に在るかというと、まだ彼には自信が無かった。

				　ダルシアを火炙りにした当時、ゴルダンは冒険者ランクでＢ級に匹敵する実力があったらしい。それが本当なら、ゴルダンはランク７のブゴガンと一対一で戦い、ほぼ確実に勝つ事が出来る。ヴァンダルーのように、肉も臓腑も切らせるような奇策を弄する事無く。

				　だから、余程の幸運に恵まれない限りヴァンダルーは勝てないだろう。そして幸運こそ、彼に最も足りない物である。

				　だからこのチャンスを見逃す事に躊躇いは無い。寧ろ、積極的に潰したい。

				（でも潰す手段が無い）

				　ルチリアーノにしっかり顔を、ダンピールの特徴であるオッドアイを見られてしまった。

				　彼はライフデッドを使い魔にして意識を一時的に移し、五感を共有しているだけだ。彼の本体はここから離れた町の中に在る。そのため彼の口を封じる手段をヴァンダルーは持っていなかった。

				　ルチリアーノは逃げられない事と何をされるか分からないという恐怖心から素直に情報を吐いたが、実はヴァンダルーは彼がライフデッドから意識を本体に戻さないように止める事しか出来ないのだ。しかも、そうしている間常にこうしてライフデッドに【霊体化】した腕を突っ込んでいなければならないため、何時間も止めておけない。

				　このまま不眠不休でルチリアーノをライフデッドに止め続けて、彼の本体が餓死するのを待つなんて絶対に無理だ。

				　そうなると残る方法は情に訴えるか買収するか脅すかして、口をつぐんでもらうぐらいだが……情は却下。ルチリアーノがどんな人間性をしているかは知らないが、仮に博愛主義者であったとしても彼は依頼を受けて動いている。それに反してヴァンダルー達の事を黙っていて、それが後に露見したら冒険者ギルドからの制裁どころか首に懸賞金がかけられかねない。

				　そんな危険は冒してくれないだろう。

				　買収も却下だ。ヴァンダルーがどんな利益をルチリアーノに約束しても、彼からすれば雇い主の貴族から受け取る正当な報酬と評価の方が望ましいはず。無意味に危険を冒す真似はしないだろう。

				　残ったのは脅しだが、これも効果的ではない。今はヴァンダルーに怯えているルチリアーノだが、元の身体に戻ったら、一切ヴァンダルーは彼に手出しできないからだ。

				　言葉だけで脅す事ならできるが、それは逆効果だとヴァンダルーは思い込んでいた。

				（三歳に満たない子供に脅されて怖がる大人が何処にいる）

				　実際には、外見や雰囲気の異様さのせいでかなり怖いのだが。

				　情報の隠蔽は無理だと思考を切り替えたヴァンダルーは、当初の質問に戻る。

				「何のためにこの人の中に入っているのかは分かりました。それで、この人を殺したんですか？」

				　この人……ライフデッドは見た限り若くて、オークに捕まっていたにしては健康的に見えた。致命傷を治療した痕も無さそうだ。

				　だったら意図的に殺されたとしか思えない。

				　この女の人をライフデッドにするために、お前が殺したのか？　そう聞かれている事に気が付いたルチリアーノは首を横に振った。

				「違ウ、私は、領主が用意シタ死体をライフデッドにしただけダ！　この女ガ、何で死んだのかなんテ、知らない！」

				「こいつの言っている事は、本当？」

				　そうライフデッドの肉体の本来の主に聞くが、彼女は『身体を盗られた！』『私の身体っ、返して！　これ以上汚さないで！』と繰り返し主張するだけで要領を得ない。

				　死後一か月以上経っているようだし、その間自分の身体がブゴガンに凌辱されているのを延々見せ続けられたのだから精神が壊れるのも無理は無いか。

				「……分かりました。今回は見逃します。でも、次に見かけたら殺します」

				「っ！」

				　手を放すと、ルチリアーノの意識がすぐにライフデッドから離れて行った。それまで怯えた表情を浮かべていたライフデッドから表情が消えると、ピクリとも動かなくなった。

				　元の死体に戻ったのかとも思ったが、まだ呼吸も鼓動も続けているようだ。多分、込められた魔力が無くなるまでは術者が離れてもライフデッドのままなのだろう。

				『ありがとう、私の身体、取り返せた』

				「どういたしまして。それでこれからどうします？」

				『これから？　私、もう死んでる、これからなんて……』

				「生まれ変わるつもりはありませんか？」

				『えっ？　それってどういう意味なの？　死んだ人は皆、何時か新しい命を神様から頂いて生まれ変わるのよ』

				　このラムダには、輪廻転生の概念がある。ロドコルテの名は知られていないが、死んだ魂が何時か新たに生まれ変わるという話は誰でも知っている。

				　なので彼女は当然これから成仏して死後の世界に行けば、何時か生まれ変わると常識のように思っていた。それを何故態々聞くのだろうと疑問に思ったのだ。

				「俺が言いたいのは、今すぐ生まれ変わって新しい人生を手に入れるつもりはないかという事です」

				『今すぐ？　そんな事が出来るの？』

				「はい。俺はあなたを生き返す事は出来ません。ですが、都合良くあなたの中に新しい命が宿っています」

				　ぐったりと横たわるライフデッドの中に、まだ胎児とも言い難い小さな生命反応がある事にヴァンダルーは気がついていた。

				　その中に宿ってそのまま生まれ変わるつもりはないかと、彼女に聞いているのだ。

				『私に、オークになれって言うの!?』

				　【死属性魅了】の効果と身体を取り戻してくれた事で友好的だった女の霊だが、ヴァンダルーの提案には流石に拒否感を滲ませた。

				　死後とはいえ自分の身体を凌辱した相手の子供に、それもオークに生まれ変われと言うのは拷問だろう。実際、ヴァンダルーも「このまま成仏するのと今すぐオークに生まれ変わるのと、どっちが良い？」なんて聞かれたら速攻で成仏を選ぶ。

				「大丈夫です、ノーブルオークの因子は出来るだけ削りますから。オークにはなりません」

				『そんな事出来るの？　オークの血が入ると、その子供は絶対にオークになるのよ』

				「できます。ちょっとなら経験がありますから」

				　しかしヴァンダルーには動物や植物、人間の品種改良の経験があった。正確には、死属性魔術でそういう事が出来ると知っていた。

				　オリジンで行われた実験で、死属性の魔力で遺伝子の一部だけを殺す事で品種改良が出来るかという研究が行われた事があり、その試みは成功した。

				　ロバとラバの混血で宿った胎児の中にあるラバの遺伝子を殺して、完全なロバの子を作りだした。

				　病気と寒さに強いが熱さに弱い品種と、熱さに強いが病気に弱い品種を掛け合わせて出来た種の遺伝子から余計な部分を削り、病気にも寒さにも熱さにも強い品種の種を作った。

				　同じ事を家畜や、人種の違う人間の精子と卵子から出来た受精卵等に行い、九割以上の確率で望んだ結果を出した。

				　お蔭でヴァンダルーを捕えていた研究所を要する軍事国家は農業や畜産業で発展し、更に数々の遺伝病を克服して医療大国として名を馳せたのだった。

				（俺が死んだ後、どうなったか分からないけど）

				　そう暗い期待が込められた呟きは胸の中に納めて、彼女を安心させるために説明を続ける。

				「精子と卵子が受精する前か直後なら完璧ですけど、もう子宮に定着してから暫く経っていますから完全な人種には出来ません。でも、ノーブルオークと同種とは思えない程人種寄りの子供になるはずです」

				『獣人みたいになるって事？』

				「……俺は獣人を見た事が無いので、断言はできませんが」

				　そう言うと、彼女は黙り込んだ。深く考えているのだろう。

				　ヴァンダルーは、彼女が答えを出すまでじっと待った。それはこれが純粋な善意であり、人助けだからでは無い。彼にとって、彼女がこの「生まれ変わり」を選んでくれれば都合が良いからだ。

				　ヴァンダルーの目的は敵討ち、この世界に転生してくるチート共相手に生き残る事、そして母ダルシアの復活だ。

				　そのための手段の一つとしてヴァンダルーはダルシアの霊を、霊に適性の高い受精卵に憑依させる疑似転生を考えていた。

				　ダルシアの霊と適性の高い受精卵がダルシアの身体が灰になってしまっているため見つかる見込みがほぼ無いため、あまり現実的では無い方法だ。しかし、手札は多いに越した事は無い。

				　ただこのラムダでもオリジンで行った時のように上手くいくとは限らない。この世界の生物に遺伝子やＤＮＡがあるか否か、あったとしてそれはオリジンの生物と同じなのか、ヴァンダルーは知らないからだ。

				　それを確かめるための実験台として、彼女を使おうとしているのだ。

				　だからヴァンダルーは悩む彼女に対して無言のまま、ただ待つ。事情を話したら、【死属性魅了】スキルの効果で彼女が首を縦に振ってしまうだろうから。だからといって、嘘はつきたくない。

				　何とも偽善的だ。それを自覚しているため、もし彼女が協力してくれたら結果がどうなっても彼女の新しい人生を助けるのが道理だろうと、ヴァンダルーは思っていた。

				『決めました、生まれ変わらせてください』

				「分かりました。最善を尽くします」

				　再び腕を【霊体化】して、ライフデッドの下腹部に腕を埋める。そして子宮の中に息づく、小指の先より小さな胎児に魔力を通し、その状態を探る。

				　胎児からは殆ど人種の因子を感じない。ほぼノーブルオークの因子で、このまま育ったらノーブルオークになるのは確実だろう。

				　以前ヴァンダルーが推測した通り、オークやノーブルオークの生殖は普通の物とは違い、オークの因子が母体の因子を吸収する形で胎児が育つようだ。

				　だったらその関係を逆にしてしまえばいい。ノーブルオークの因子に死属性の魔力を与えて弱め、人種の因子からは逆に弱くなるのを止めて強まるように促す。そして胎児が死ぬ事も止めれば、後は人種寄りの子供が産まれるという訳だ。

				（……魔術制御スキルを覚えておいて良かった）

				　各種実験器具が無い状態で実行するのは、とても難しかった。普段のように魔力のゴリ押しで何とかなるものでは無かったからだ。

				　そんな事をすればこの脆い胎児は潰れてしまう。とにかく繊細に、細胞一つ一つの因子を選別し処置を施していく。

				「では、また会いましょう」

				　そして名前も知らない彼女の霊を胎児の中に宿らせた。そういえば、地球では人に魂が宿るのはどの段階からなのか……受精卵からなのかそれとも胎児になってからか、若しくは母親から生まれた瞬間かと、議論が起きていたらしい。

				　ラムダにおける魂が人に宿るタイミングは、今回のケースでは今この瞬間になる訳かと、大して意味の無い事をヴァンダルーは思った。

				　そしてライフデッドに追加で魔力を譲渡しておく。ルチリアーノがこのライフデッドにどれくらいの魔力を込めたかは分からないため、彼女が生まれ変わる前に鼓動が止まるような事が無いようにだ。

				　これで後は残りの女冒険者達をどうするかだが……。

				「キング、何故モテてる？」

				「……スキルの影響かな」

				　ヴァンダルーがルチリアーノに本格的な尋問をする前から、女冒険者達はヴァンダルーに纏わりついていた。

				「ああ……」

				「お願い……お願い……」

				　半裸の女達に纏わりつかれていたら、大体が通りすがりのグールのように「モテてるな」と思うだろうが、実態は違った。

				　精神が崩壊して生ける屍状態だったり、絶望し死ぬ事だけが希望だったりと、そんな状態の女冒険者達はヴァンダルーが纏う死属性の魔力が、自分達を救いに来た死神の鎌に見えたのだ。

				　生きている人には効果が無いはずの【死属性魅了】スキルだが、どうやら死ぬ事を本気で望んでいる人間には生きていても効果が及ぶらしい。

				　それで殺してもらおうと侍っているのだが、明らかに正気じゃない彼女達に囲まれ殺してくれるように懇願されるヴァンダルーの精神はゴリゴリと削られていた。

				　さっきまでの霊とのやり取りやその後の施術等では、自分に纏わりつく彼女達を見たくないため逆に集中力が高まったぐらいだ。

				　しかし、何時までも見たくないからと目を逸らしていても彼女達は消えない。どうするかグールキングであるヴァンダルーの判断が待たれているのだ。

				「まず、殺すのは無理として……」

				　ヴァンダルーにとってミルグ盾国の冒険者である彼女達は敵に等しい存在だが、流石にこんな状態で殺す気にはなれない。

				「町の近くで解放するのは──」

				「いやぁぁぁぁっ！」

				「やめてっ、殺してっ、殺してよぉっ！」

				「……ダメなんですね」

				　ルチリアーノのように世の無常に詳しい訳では無かったが、このまま彼女達を解放しても救いにならない事はよく分かったヴァンダルーだった。

				　町に家族や恋人等、帰りを待っている人達がいるのではないかと思ったが、そういう様子も無かった。居ないか、家族との関係が悪かったか、それとも一緒にパーティーを組んでいたためにオークに殺されたのかもしれない。

				　かといって、彼女達をこのままグールの集落で世話するのは絶対にダメだ。

				　今はヴァンダルーに魅了されている彼女達だが、生きる気力を取り戻した後もそうかは分からない。寧ろ、スキルの効果が無効になる可能性の方が高い。それで正気に返って、冒険者らしく敵に戻るかもしれない。

				　女冒険者達を哀れには思うが、それでもヴァンダルーにとってはグール達の事が優先だ。

				「じゃあ、グールになりますか？」

				　だからヴァンダルーがそう提案するのは自然な流れだった。以前ザディリスから聞いたが、グールは人間の女を同族にする儀式を行う事が出来る。

				　その実例がタレアだ。

				「グールに……？」

				「はい、俺の眷属に──」

				　ヴァンダルーが言い終る前に、女冒険者達の死んだ瞳に輝きが宿った。

				「なります、あたし、グールになる……」

				　獲物を前にした肉食獣のような炯々とした光る瞳、瞳、瞳、瞳、瞳──浮かんでいる表情はどれも笑みなのだが、新たな希望を見つけて救われたというよりも、元の形も分からない程壊れた結果、別の存在になってしまったような異様さが浮かんでいる。

				「私も、グールに……」

				「なる、なるよぉ、あたしも眷属にして……」

				　そして女冒険者達は全員グールになる事を希望し、ヴァンダルーは新たに眷属を十三人増やしたのだった。

				

				「坊やは首尾良くあの冒険者達に、グールになる事を同意させたようじゃ。人間社会に戻ってやっていけるなら兎も角、それが出来ないなら儂らに出来るのは同族として迎え入れる事だけじゃからな」

				「確かにそうだが、一人だけ妙に話しこんでいた女が居たな。何か魔術を使っていたようだし」

				　女冒険者達にグール化の儀式を行う選択肢もあるぞと、タイミングを見て言いに行くつもりだったザディリスとバスディアは、やや離れた所からヴァンダルー達の様子をうかがっていた。

				「そうじゃな。しかもあの女、会話の後はまるで死んだように動かん。一段落したら事情を聞きに行くか」

				　極楽から垂らされた蜘蛛の糸に集まる亡者のように、女冒険者達がヴァンダルーに手を伸ばして揉みくちゃにするのを眺めながら、ザディリスは彼女達が落ち着くのを待っていた。

				

				　　　　　　　

				

				　涼しい朝の微風に、血の匂いが混じる爽やかな二月の朝。

				「ウオォォォォォォ！」

				　野太い雄叫びが響き渡った。オークやゴブリン、コボルトの死体から朝食に使う内臓を抜いて処理をしていたグール達が驚いて雄叫びの主を見ると、ヴィガロが朝日を仰いでいた。

				「お、おい、ヴィガロがでかくなってないか？」

				「まさか、ランクアップ!?」

				　元々二メートルを超えていたヴィガロの身体が、一回り以上大きくなっていた。獅子の頭はより精悍に、牙は太く、力強く、四肢の筋肉はより発達しながらも柔軟さを維持していた。

				　それはここ数百年この魔境に存在しなかった、グール達にとって伝説に等しい存在の姿を連想させた。

				「狂戦士……グールバーサーカー！」

				　ヴィガロは元々歴戦のグールバーバリアンだった。それが昨夜の激戦で同格の筈のオークジェネラルを複数、そして格上の筈のノーブルオークを倒した事で大量の経験値を手に入れるとともに、スキルレベルを上昇させた事で、ランクアップ条件を満たしたのだ。

				　伝説のグールタイラントには及ばないものの、たった一人で百人の人間の兵士を屠ったといわれるグールバーサーカーの誕生を目にしたグール達は、ヴィガロの名を称え歓声を上げた。

				

				　その五分後、ヴァンダルーは朝一番で三人の美女から説教を受けていた。

				　羨ましいと思う者もいるかもしれないが、それを彼に言えば「少なくとも、俺の業界ではご褒美じゃありません」と答えるだけだろう。

				「良いか坊や、確かに坊やは儂らの頭じゃが、だからといって相手の頭と雌雄を決しなければならない訳では無いのじゃぞ」

				「確かに私ではあのノーブルオークの相手では足手まといだったろうが、何もいきなり一人で飛び出さなくても良かったはずだ。仲間を引き連れ、最初から援護を受けて戦えばあんな危険な策に頼る必要は無かったんじゃないか？」

				『そうよ、サムから聞いた時はお母さん気絶するかと思ったんだから！　ヴァンダルー、あなたはまだ三歳にもなってない子供なのよ、幾らなんでも無茶をし過ぎよ！』

				　一番強くヴァンダルーを叱っているダルシアの声や姿はヴァンダルーにしか認識できないので、ザディリスとバスディアにとっては二人で説教しているつもりなのだが。

				「はい、すみません」

				　言い訳せずに、ヴァンダルーは素直に謝った。確かに、今思い返してみると一人でブゴガンに突っ込んだのは無謀だった、もっと方法があったはずだと思ったからでもあるし、ザディリスやバスディア、そして誰よりもダルシアに心配をかけてしまったからだ。


                			

	








			
				　バスディアが言うように最初から皆でブゴガンに襲い掛かり、ヴァンダルーが足止めに専念している間にグール達の弓矢や投擲武器、攻撃魔術で延々攻撃するという手段なら、時間はかかってもブゴガンを無力化出来たのではないだろうか。

				　その作戦を実行する前に、グール達の矢や投擲武器に【猛毒】をかけておけばなお良し。

				　その上でブゴガンに誰も殺されないようにするのは難しかったが、難易度では実際にやった肉も胸骨も肺も切らせた作戦と、あまり変わらなかったかもしれない。

				　一晩経って冷静になって考えると、そういう作戦もあったなと考えられるようになった。

				　それに気がつかなかったのは、自覚は無かったが当時の自分は焦っていたのだろうとヴァンダルーは思った。

				　まあ、それも久しぶりの実戦、それも大規模な戦いだったと思えば無理も無いと、これから長く続く説教に耐える為に自分を慰める。

				『でも、それだけヴァンダルーがグールの皆の事を想っているって事だから、今回はこれぐらいで大目にみます。でも、次からあんな事はしないでね』

				「だが、ヴァンに信頼してもらえるほど私達が強くなかったのも事実だ。実際私はあのノーブルオークに矢を放ったが、全て魔剣で切り払われてしまった。あれでは援護どころか隙を作る事も出来ない。

				　済まないヴァン、私達の未熟のせいで無茶をさせた」

				「確かにのぉ。それに坊やのお蔭で儂らには一人の死人も出なかった。全て坊やがマジックアイテムを分け与え、スキルで強化し、魔力を譲渡し、敵のメイジを次々に無力化してくれたおかげじゃ。それを考えれば儂らは最初から坊やには無茶をさせておる。すまぬな、坊や」

				「……え？」

				　しかし、もっと怒られるかと思ったらダルシアは早々に許してくれ、バスディアやザディリスに至っては逆に謝られてしまった。

				　驚くヴァンダルーだが、「──なんて言うと思ったか？」的などんでん返しも無いらしい。

				「あの、もう良いんですか？」

				　思わずそう聞くヴァンダルーに、ダルシア達は目を瞬かせた。

				「そうじゃが……坊やも別に叱られたい訳では無いじゃろう？」

				　なのに何故そんな事を聞くのかと困惑するザディリス達に、ヴァンダルーはつい深く考えず答えていた。

				「そういう訳じゃないですけど、今まで叱られた時はもっと辛いか長い物だったので」

				　ヴァンダルーのこれまでの人生は、地球とオリジンでは年長者に恵まれない人生だった。

				　地球で彼を育てた伯父が彼を叱る時には、必ず暴力と怒鳴り声がセットで付いて来た。しかも外面を気にするので、その場では叱らず家に帰ってから叱るのだ。その上ヴァンダルーの言い分も聞かず、何故そうなったのかの原因も考えず、「二度とするな」と言う以外の改善点も指摘せず、叱った後これから如何すれば彼がそんな事をしなくなるのか考えもしない。

				　止めは叱る理由が「親無しの分際で人並みの贅沢をしようだなんて、俺に面倒をかけるなんてフザケルな！」なのだから、怒りか恐怖しか覚えない。

				　伯母が叱る時は、ひたすら長かった。長々と暗い口調でグチグチと、何が言いたいのかさっぱり分からない事を延々言い続けるのだ。彼女の気が済むか、他の用事が出来るまで。酷い時は「あなたを叱るために時間を無駄にしたじゃない」と、数時間叱られ続けた。

				　学校の教師は、何かトラブルがあるととりあえずヴァンダルーを、おざなりに叱った。トラブルを誰が起こしたのか、原因は何なのか考えるより、当時から挙動不審で暗い色の古い服ばかり着ている彼が悪い事にしておけば楽だったからだ。実際、それで小学校のクラスは纏まっていたから、それは学校では正しい事なのだろうとヴァンダルーは思っていた。

				　その教訓から、中学高校では空気のような存在になって目立たず平和に過ごす事に成功した。

				　そしてオリジンでは、「叱られる」という行為は「罰せられる」という意味に変化した。

				　オリジンでのヴァンダルーはただの実験動物であり、彼を育てた研究者たちにとっては教育ではなく調教する対象だったからだ。

				　拳は電気ショックに代わり、説教は肺腑を抉るような言葉のナイフに変わった。勿論ヴァンダルーの言い分を聞く理由は無く、全て研究者の都合が優先される。

				　時には理不尽な理由で痛みを受け続けた場合、魔力の質は変化するのか実験するという理由で電気ショックを流され、言いつけを守っても床の上で痙攣し続けた事もある。

				　そうした経験というよりトラウマの結果、ヴァンダルーは誰かに怒られる事を極端に恐れるようになっていた。

				　相手が殺しても構わないなら、殺したい相手なら、殺せる相手なら平気だ。戦いも怖くない、殺し合いもだ。しかし、それ以外の相手から怒られ叱られるのは怖い。

				　勿論ダルシアやザディリス、バスディアがかつての伯父や研究者達のような真似をするとは微塵も思っていない。しかし、思っていなくてもダメなのだ。

				『ヴァンダルー……ごめんね、怖がらせてしまって本当にごめんなさいね』

				　ヴァンダルーの過去を大まかにだが知っているダルシアは、過去彼に何があったのか大体察し、物理的には存在しないがヒヤリとする霊体の腕でひしっと抱きしめてくれた。

				『そんな、母さんが謝る事じゃないよ』

				　前世以前のトラウマなのだから、ダルシアにそれを注意するように心を砕けというのも酷だ。この世界で前世の記憶を持った子供を育てた経験のある母親は彼女が初めてなのだから、お手本も何も無いのだし。

				　しかしヴァンダルーが前世の記憶を持っていると知らない二人には、間違った推測しか出来ない。

				「坊や、今まで坊やの母親の事は詳しく聞いた事が無かったのじゃが……」

				「どんな、人だったんだ？　普段はどんな様子で、ヴァンを怒る時はどうなった？」

				　同情的な瞳と、歯切れの悪い口調。その様子を見て、ヴァンダルーは「あ、もしかして母さんが俺を虐待していたと思ったのでは？」と気が付いた。

				「違います、違います、母さんじゃありません。丁度良いので事情を話しますけど、ヴィガロを呼んできていいですか？」

				『ヴァンダルー、私の事は気にしなくて良いのよ。彼女達には私は見えないのだし』

				「気にします。母さんが誤解されるのは、俺も悲しいから」

				　ダルシアの事をザディリス達に誤解されるのが嫌だったし、元々彼女達に事情を話そうと思っていたのでヴァンダルーはこの機会に全てを話す事にした。

				

				「なるほど、そんな事が……」

				　ヴァンダルーが自分には前世と、更にその前の記憶があり、更にはそれらが異世界の物である事。更に自分と同じ、そして自分には無い常識を超えた能力を持つ者が百人、これからこの世界に転生してくる事を話すと、ザディリス達は驚きと、何故か納得を顔に浮かべた。

				　信じてもらえないよりはいいのだが、あまりにもすんなりと信じてくれたので逆にヴァンダルーが困惑していると、彼女達は口々に納得した理由を言った。

				「今までこの世界に無かった属性魔術を使う、魔力一億の子供じゃ。ダンピールである事を差し引いても、これぐらい非常識な来歴を持っている方が逆に常識的じゃ」

				「それに、まだ三歳にならないのにヴァンはあまりに多くの事を知っている。サム達から教わったにしてもだ。

				　それも前世からの知識だと聞けば納得できる」

				「あー、二人の言う通りだ。我の言う事はもう無い」

				「……ああ、そう言われるとそうかも」

				「まあ、後百人坊やのような者が増えると言うのには驚いたが」

				「魔力一億以上が百人か……」

				　一億の魔力を持つ少年少女が冒険者や国に仕える騎士や魔術師になって、魔境で魔物狩りをする姿を想像して、深刻そうな顔つきで考え込むザディリスとバスディアだが、ヴァンダルーは首を横に振った。

				「いや、多分魔力は俺よりもずっと少ないと思う」

				「何？　そうなのか？」

				「はい。俺の魔力がこんなに多いのは、俺が何も持っていないからだから」

				　ヴァンダルー以外の百人の転生者には、それぞれロドコルテからチート能力や属性魔術の適性が与えられている。ヴァンダルーの魔力が異常に多いのはその代わりなのだ。ロドコルテは『空枠』に魔力が宿るからだと言っていたが、その言葉を借りるなら、他の百人には『空枠』が存在しない事になる。

				　彼らの枠はヴァンダルーには与えられなかったチート能力や属性魔術の適性で、埋まっているはずだ。

				　多分、殆どの者はこのラムダ世界の一流の魔術師の平均的な魔力である一万を多少超えるくらいでは無いだろうか。そのヴァンダルーの推測を口にすると、ザディリス達は小さく安堵の息を吐いた。

				「そうか、それなら安心じゃな」

				「いや、でもチート能力ですよ」

				「儂は、その『ちーと能力』がどんな物なのかよく分からんが、魔力が一億ある時点で十分常識の埒外じゃよ、坊や」

				　ザディリスの言う通り、この世界で一流といわれる魔術師でも魔力は一万を超える程度。超人や人外と評されるＡ級やＳ級冒険者、そういった超人でも倒せるか分からない強大な魔物、それ等でも魔力が十万あるかどうかだろう。

				　一億を超える魔力なんて、それこそ神代の時代に存在した神や魔王と肩を並べる量なのだ。

				「……そうですか？　まあ、普通の属性魔術が使えれば、そうかも知れませんけど」

				　しかし、その持ち主のヴァンダルーは相変わらずその実感が薄かった。戦闘で使い勝手の良い火属性や土属性の魔術が使えず、魔術の制御が激甘で術を一つ行使するだけで最低でも数千の魔力を使う彼にとって、自分の力はとてもチートといえる物では無いとしか認識出来なかったのだ。

				『母さんね、ヴァンダルーはもっと自分に自信を持って良いと思うのよ？』

				「うーん、善処します。

				　それは兎も角、このまま俺がグールキングで居続けると皆に迷惑がかかるかもしれません。転生してくる連中は、人間以外知的生物が存在しない世界しか知らないから何をするか分からない」

				　この世界にはステータスやスキル等の地球やオリジンのゲームのようなシステムが存在する。だから連中がゲーム感覚で魔物を殺戮するかもしれない。

				　いや、殺戮する対象が魔物なら別に良い。問題なのは、アミッド帝国で魔物扱いされているヴィダの新種族が対象になるかもしれない事。ヴィダの新種族であるという認知すらされていないグールはいうまでもない事だ。

				　しかもヴァンダルーの仲間となれば、「ヒャッハー！」とばかりに女子供も見境なく蹂躙する可能性が否定できない。

				　ヴァンダルーと他の百人は、冷静に考えれば明確に敵対している訳では無い。ロドコルテのミスや不幸な偶然が重なって、結果的に百人はヴァンダルーもオリジンに転生している事に最後まで気がつかず、そのままアンデッド化した彼に止めを刺してしまっただけで。

				　しかしオリジンで止めを刺された後、ロドコルテの前でヴァンダルーが奴らを殺してやると宣言してしまったのでどうなるか分からない。幾ら同じ転生者だからといって、自分達を殺してやると喚く奴と仲良くなりたいかと聞かれればヴァンダルーだって首を横に振る。

				　ロドコルテが今もヴァンダルーを見ていて、復讐するつもりが失せている事に気がついてくれれば良いのだが……望みは薄い。

				（あの神、俺達が転生したオリジンの事も碌に見てなかったみたいだしな）

				　見ていたのなら、少なくとも雨宮寛人達にヴァンダルーを助けるよう神託でも下してくれても良いはずだ。それが無かったのだから、期待は出来ない。

				　なのでノーブルオーク率いるオークの大集落も消滅したし、さっさと称号を返還するべきだとヴァンダルーは思うのだが、ザディリス達の意見は違った。

				「ふむ……確かにそうかもしれんが、その百人は一度に転生するのではなく、そのオリジンという世界で死んだ順に来るのじゃろう？　じゃったらまだまだ先の話じゃし、一度に姿を現すにしても何人かしか来ないのではないか？」

				　ヴァンダルーがオリジンで止めを刺された時、奴らは二十代前半に見えた。しかしどうやら軍事国家の秘密研究所に発生したアンデッドを退治するために派遣されるような、危険な仕事をしているようだ。

				　だから、もしかしたら仕事で失敗してヴァンダルーが死んだ半年後や、一年後に死んでいる者もいるかもしれない。

				　しかし、彼らはヴァンダルーが与えられなかったチート能力は勿論、魔術の適性や幸運、運命に守られている。そう簡単には死なないだろう。そしてオリジンの科学力は地球に無い魔術という技術のお蔭で、地球よりやや進んでいるようだった。

				　なので、殺されたり癌等の重病にかかったりしなければ八十代、もしかしたら百年以上オリジンで生きるかもしれない。

				　確かに、随分先の話だ。

				　それに一度に何人も死ぬような事があるとも思えない。

				「それに、何もその百人全員がアミッド帝国やその属国に生まれ変わるという訳でもあるまい。坊やが向かう山脈を越えた向こうに在る国かもしれんし、他の大陸かもしれん。人間の両親の下に生まれるとも限らん。もしかしたら、儂らグールや他のヴィダの新種族の腹から生まれるかもしれん」

				「まあ、そうかも知れませんけど……」

				　ザディリスの言う事は尤もなので、ヴァンダルーは先に何も続けられない。その彼に、バスディアが追い打ちをかけた。

				「それに、その百人以外にも私達にとっての脅威は幾らでも存在する。もし人間達がこの魔境にＢ級やＡ級の冒険者を派遣して来たら、それだけで滅亡の危機だ。今回みたいに、他の魔境から高ランクの魔物がやってきて一大勢力を築くかもしれない。だから、その百人が転生して来てもヴァンダルーから離れなければならない理由にはならない」

				　バスディアの言う通りで、彼女達グールはこの魔境では最大の勢力だ。しかし、ミルグ盾国が本気で上級冒険者を派遣すれば、一溜りも無い程度の勢力なのだ。

				「それに、ヴァンダルーが居なければ今回の戦いに勝てたかも怪しい。勝てたとしても、子供が産まれないのでは結局集落を維持できない。

				　それで後数十年先の事に怯えて逃げる意味は無い」

				「ま、まあ、それもそうかもしれませんけど」

				　これも尤もで、ヴァンダルーは強く否定する事も主張を繰り返す事も出来ない。バスディア達グールにとって日常に脅威が存在するのが当然で、そのため脅威を避けるよりも生き延びるために戦う、脅威に怯えるよりも備えるのが当たり前なのだ。

				「そもそも、ヴァンが私達から離れてもその百人が魔物狩りを始めたら同じ事だと思うぞ。それを考えたら、寧ろヴァンが居る方が安心だ」

				「っ!?　それは思いつかなかった……！」

				　思わず絶句して驚くヴァンダルー。実際、別に転生してくる百人はヴァンダルーが関わっていなくても魔物を大々的に狩る可能性は高い。

				　なんたって奴等には力があり、このラムダで魔物は悪なのだ。正義感を満足させるためや、単純に手っ取り早く金と名誉を手に入れるために魔物を狩る可能性は高い。

				　衝撃を受けているヴァンダルーに、彼の意見を翻させる決定的な意見を告げたのは意外な事にヴィガロだった。

				「そもそもヴァンダルー、そいつらはそれほど強くないだろう」

				　思わず唖然としてしまうヴィガロの一言。強くないだろうって、そんな事ない。常識を超えて強力で、ずるとしか思えないくらい強大。そんな百人を、強くないだろうなんて。

				「と、当然強いに決まっているじゃないですか。きっと俺よりずっと」

				「だが、そいつらは死ぬんだろう？　だったらお前なら殺せる」

				　当然だよなと言わんばかりのヴィガロに、ヴァンダルーは反射的に反論しようとする。

				「そんな訳が──あっ！」

				　そして、はっと気が付いた。そうだ、奴らは確実に死ぬのだ。

				　ロドコルテは、ヴァンダルー以外の百人にチート能力を与えた。

				　幸運を与えて守った。

				　運命を与えて導いた。

				　しかし、ロドコルテの狙いは地球で死んだ彼らを使ってラムダを発展させる事で。その前にオリジンに転生させたのは経験を積ませるためでしかない。

				　だから、オリジンで『死んだ』順にラムダに転生するよう仕組んである。

				　だから、死ななければ困るのだ。オリジンで死ななければ、何時まで経ってもラムダに送り込めないから。

				　なので、ロドコルテが奴らに与えたチート能力には、絶対死なない、殺されないというような能力は含まれていない。

				　絶大な攻撃力を手に入れるチート能力を持っているかもしれないが、防御力が普通なら殺せる。

				　超高速で動けるかもしれないが、【業病】で病気にしてしまえば殺せる。

				　切断された手足を新しく生やせるような高速再生能力を持っているかもしれないが、脳や心臓を一撃で同時に破壊すればきっと殺せる。

				　絶対的な防御能力を持っているかもしれないが、【老化】させれば老衰で殺せる。

				　どれもこれも簡単では無い。きっと難しいし、命がけの戦いになるだろう。

				　だが、ヴァンダルーは死属性魔術師だ。極めれば死をもたらすのも遠ざけるのも自由自在の魔術の使い手だ。相手が何時か死ぬ生き物である以上殺す手段は必ず存在し、ヴァンダルーにはそれを実行して完遂する手段があるはずだ。

				「こんな根本的な事に、なんで今まで気がつかなかったんだろう……」

				「自分に無い物を持っている者を怖がるのは当然じゃろう」

				「それに、一度お前を殺しているのだろう。勝てないと思い込んでも無理は無いと我も思うぞ」

				　思わず膝を突くヴァンダルーに、彼が百人の転生者を恐れていた理由を言い当てるザディリスとヴィガロ。

				「生まれ出でてから三年近く考えていたのに、気がつかなかった。指摘してくれたお蔭で、未来に希望が増えました。ありがとうございます」

				「おう、お前と仲間で居た方が我達は助かる。気にするな」

				　もうキングの称号を返上すると言いださなければ、それで良いとヴィガロは満足そうに昨日より大きくなった牙を剥き出しにして笑った。

				「まあ、冒険者や貴族になるのには儂らの方が邪魔になるかもしれんがな」

				「その時はテイムしたとか言い張ります。それでダメなら無視できない程の功績を打ち立ててやります」

				「おお、吹っ切れたな、ヴァン」

				　自分でもチート能力持ちを殺せる。そう思い至ったヴァンダルーの人生の悩みは半減し、頭の中はすっきりとしていた。

				　ゴルダン高司祭やハインツといった仇を討つ等の目標はそのままだが、このまま強くなれば実現可能だと確信できる。地球やオリジンなら兎も角、この世界には見てわかるスキルが有り、更に自分には魔力が一億以上ある。この魔力を使いこなせるようになれば、敵討ちもチート殺しも可能なはずだ。

				　人生の先にあった無数の山と谷の険しさが、緩和されたようだった。

				　そんなすっきりとした気分のヴァンダルーは、朝になったら言おうと思っていたがまだ言っていなかった事を思い出した。

				「あ、そういえば人間もこのオークの大集落を討伐するための準備を進めていて、昨日俺達が退治した事を知られたんですが、どうしましょうか？」

				「坊や……そっちの方が差し迫った危機じゃ」

				　会議続行の模様。

				
				　名　前：ヴィガロ

				　ランク：６

				　種　族：グールバーサーカー

				　レベル：５

				　ジョブ：無し

				　ジョブレベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				　年　齢：１６８歳

				・パッシブスキル

				　【暗視】【怪力：レベル４】【痛覚耐性：レベル４】【麻痺毒分泌（爪）：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【斧術：レベル５（ＵＰ！）】【格闘術：レベル２】【指揮：レベル３】【連携：レベル２】

				

				　名　前：バスディア

				　ランク：４

				　種　族：グールウォーリアー

				　レベル：６３

				　ジョブ：無し

				　ジョブレベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				　年　齢：２６歳

				・パッシブスキル

				　【暗視】【怪力：レベル３】【痛覚耐性：レベル２】【麻痺毒分泌（爪）：レベル３】

				・アクティブスキル

				　【斧術：レベル３】【盾術：レベル２】【弓術：レベル２】

				　【投擲術：レベル１】【忍び足：レベル１】【連携：レベル２】

				・状態異常

				　【不妊】

				

				

				　　　　　　　

				

				　顔色の悪いルチリアーノは、早朝から緊張を強いられていた。

				「報告は、以上です」

				　彼が膝を突いて報告を述べる先に居るのは、雇い主である髭貴族のベルノー・バルチェス子爵に、ずらりと並んだ騎士達。

				　そして、上座に座った中年になって何年かたった頃の男。中肉中背で、戦闘が専門では無いにしてもルチリアーノのように、貴族からの使命依頼を何度も受けてきた冒険者が緊張するような相手では無い。

				　しかし、ルチリアーノは彼の前に立つ度に背筋が寒くなるような、嫌な緊張感を味わっていた。

				「その報告は、事実なのだな？」

				「はい。パルパペック軍務卿」

				　男の名は、トーマス・パルパペック軍務卿。爵位こそ伯爵だが、それはこのミルグ盾国がアミッド帝国の属国であるため、属国の王族は帝国の侯爵であると位置づけられているためだ。

				　もし、ミルグ盾国が属国では無く独立国なら侯爵位であっても……公爵であってもおかしくない程の手腕と、実績を持つ実力派の軍務卿。

				　彼がその地位に就いてからミルグ盾国はオルバウム選王国からの攻撃に耐え、治安を向上させ、冒険者と連携して魔物が魔境からあふれ出す大氾濫を幾度も未然に防いできた。

				「なるほど。ノーブルオークが全滅し、その配下も散り散りにか……」

				「非常に喜ばしいですな、軍務卿殿」

				　本当に嬉しそうなバルチェス子爵が、パルパペック軍務卿に笑顔を見せる。心なしか自慢のカイゼル髭の艶まで増したように見える。

				　彼は大量の税金を使って大勢の冒険者を雇い、更に兵士や騎士も送り込んで犠牲が出るだろう討伐隊を派遣しなくて済みそうで、ほっとしているのだろう。

				　下の者を何人でも使い捨てにしそうなイメージが強い貴族だが、そんな事を平気で出来るのは余程の暗愚だけだ。ある程度の能力を持っている貴族なら、犠牲が出る事は避けようとする。

				　兵士は領地の治安維持に必要だし、死傷したからといって即座に代わりの人員が手に入る訳でも無い。武装を支給すれば良い臨時雇いの警備兵とは違うのだ。正規兵にはそれなりの練度と、忠誠心が求められる。

				　代々貴族に仕える騎士なら尚更で、無駄に消耗させれば騎士爵家その物から愛想を尽かされて他の貴族に主君替えされるという醜態を晒しかねない。

				　普段は下々の者である民草から徴兵した兵でも、犠牲は少ない方が良い。働き手である若者が大勢死ねば当然領地の生産力が落ち、深刻な経済問題に発展しかねない。しかも領民からの不満も溜まると良い事が無い。

				　冒険者の場合はやや特殊で、基本的には全て自己責任の職業なので十人や二十人程度犠牲が出ても、バルチェス子爵領のような大きな町なら、何処にも悪影響は出ない。それに、毎年ミルグ盾国だけでも数百人の冒険者が犠牲になっているのだ。それでも誰も為政者の責任だとは言わない。

				　しかしそれも国全体での話で、一定の地域の冒険者の数が急激に減り過ぎると魔境での魔物の間引きに影響が出るし、冒険者が集めて来る魔物の素材等が手に入らず、魔物対策や経済に影響が出てしまう。

				　それに冒険者は基本根無し草なので、無謀な依頼を冒険者に強いる領主が居ると噂になればそっぽを向かれかねない。そうなると領地の運営に長期的な支障が出る。

				　よって犠牲は出ない、若しくは少ない方が良いのだ。勿論場合によっては、そんな犠牲を覚悟してでも行わなければならない事もあるのだが。例えば、町を狙うノーブルオーク率いる五百匹の魔物の群れを討伐するとか。

				　それが無くなって、討伐部隊を組まなくて良くなったのならバルチェス子爵としては良い事でしかないのだろう。強力な魔物を討伐した栄誉だとか、彼はそんな物は欲しくないのだろう。

				　しかし、パルパペック軍務卿の意見は違うようだ。

				「そうとも言っていられんよ、バルチェス子爵。討伐隊の規模を増やした方が良いか……いや、それよりも吸血鬼殺しで名高いゴルダン高司祭に助力を願うべきか」

				「なっ!?　何故そうなるのです、軍務卿！　既にノーブルオークは死に絶え、脅威は去ったのですぞ！」

				「脅威は去ったのではない。移ったのだよ、オークからグールに。

				　ノーブルオーク率いる五百匹の魔物の群れを相手に勝利する、グールの群れ。ルチリアーノは確認していないが、恐らくグールメイジや……もしかしたらより上位のハイメイジやバーサーカーが居る可能性すらある。そんな集団が脅威にならないとでも？」

				　パルパペック軍務卿の言う通り、人々にとってオークもグールも同じ魔物だ。違うのはグールには雌が居るので、そう頻繁に人間の女性を攫わない事と、グールは滅多に魔境から出てこない事だ。

				　だがその違いを基に、バルチェス子爵側の騎士が異を唱えた。

				「しかし軍務卿、今まで魔境の外で、それも群れ単位で活動するグールは確認されておりません。そこから推測すれば、グールの群れは魔境から出て来ないのではないでしょうか？」

				「特にあの魔境のグールは、滅多に冒険者と戦う事すらしない比較的大人しい性質の群れのようです。それにノーブルオーク率いる群れはそこの冒険者の報告にもあったように、グールの雌を母体として使っていたのでしょう？　今回の出来事は、単なるオークに対するグールの報復なのでは？」

				　ノーブルオークとその配下の群れを倒す力を持つグールの群れは、確かに脅威。だが、それは所詮魔境の中の生存競争に過ぎず、外に争いが広がる事は無い。

				　こちらから見えないコップの中の争いに態々参加する必要が何処にあるのか。

				　その意見に「確かに一理ある」とパルパペック軍務卿も頷いた。

				「確かに、今までのグールならそうだろう。しかし、今までダンピールの子供を群れにおいたグールが存在したのかね？」

				　だが、そう続けるとバルチェス子爵以下騎士達は「いえ、聞いた事もありません」としか言えなくなる。

				「しかも、そのダンピールは状況を考えるとグールキングである可能性が濃厚……そうだな？」

				「はい。状況を考えますと、恐らくそのダンピールがグールキング、ヴァンダルーである可能性は否定できません」

				　それまで黙って控えていたルチリアーノは、「違っていても、私の責任じゃない」と言外に言いながら推測を述べた。

				　ヴァンダルーが来るとグールが言っていた場所に現れたダンピールの子供。普通に考えれば、その子供がヴァンダルーという名前なのだろうと察せられる。そして、グールキングの名はヴァンダルーだと他のグールが言っていた。

				　すると、グールキングはヴァンダルーという名のダンピールの子供であるという事になる。

				　いくらダンピールとはいえ少年とも言えない幼児が大規模なグールの群れを率いるキングだとは、俄かには信じ難い。しかしそれを否定する材料も声も無い。

				　その上で、パルパペック軍務卿は衝撃的な情報を公開した。

				「実は、私にはヴァンダルーというダンピールの子供が何者なのか、心当たりがある」

				「何と!?」

				「本当ですか、軍務卿！」

				　パルパペック軍務卿に仕える騎士達ですら初耳だったのか、バルチェス子爵達と一緒にざわめく。ルチリアーノですら、思わず顔を上げて驚いた。

				「約、三年前。吸血鬼の誘惑に屈したダークエルフの手配書が我が国に回って来たのは、バルチェス子爵も覚えていよう。そのダークエルフの名はダルシア。そして、これは私の手の者が念のためにと調査を進めていた過程で判明したのだが、ダークエルフを誘惑した吸血鬼の名はヴァレン。両親の名の一部を子供の名にするのは、珍しい話ではあるまい」

				　ヴァレンとダルシアの息子だから、ヴァンダルー。この名前の付け方は、平民に多い。

				「ですが、そのダンピールは塵に還されたのでは無かったのですか!?」

				「いや、確か処刑されたのは母親のダークエルフのみだったはず。当時乳飲み子だったダンピールの死体は、遂に発見できなかったと……」

				「何といい加減な！　神殿の者達はそんな雑な仕事で高い寄付金を要求するのか!?」

				「だが、幾ら半吸血鬼とはいえ生後間もない乳飲み子が母親を亡くして生きて行けるはずが無い。名前はただの偶然では？」

				「しかし、年齢も合う。偶然で済ませるには無理があるのでは？」

				　狼狽し、推測を言い合う騎士達。それをパルパペック軍務卿の力のこもった声が遮った。

				「憂慮すべきは、グールキングであるダンピール、ヴァンダルーがただ生き残るのを良しとせず、復讐の牙を研いでいる場合だ。

				　その時、何が起こるのか。言うまでもないだろう」

				　騎士達は一様に顔を強張らせて口を閉じた。特にバルチェス子爵の顔は青くなっている。

				　自分達に恨みを募らせているダンピール率いる、強力なグールの大群。どう考えてもノーブルオーク率いるオークの大群よりも、脅威だ。

				　オークは頭が悪く、たとえ上位種に率いられていても連携が雑で付け入る隙が多い。

				　しかしグールはオークよりもずっと頭が良く、コボルト以上に連携して戦う事が得意な種族だ。それもメイジや上位種しか魔術の使えないオークとは違い、雌ならほぼ確実に魔術が使える。

				　繁殖力こそオークに大きく劣るが、それはこの場にいる貴族や騎士達にとって意味の無い情報だった。

				　五百匹以上のオークの大群に勝ったグールの群れなのだ、きっと同じか、少なくても四百以上の数がいるだろうと彼らは推測していたからだ。

				　……実際には、戦闘員はヴァンダルーと彼に従うアンデッドを含めてやっと二百程度なのだが。

				　そんな大群が襲い掛かって来る時、まず牙を向けられるだろう最寄りの町の領主であるバルチェス子爵が、今にも卒倒しそうな様子になっても無理はないだろう。

				「ぐ、軍務卿！　どうかお力添えを！」

				「勿論だともバルチェス子爵。早急に、そしてより規模の大きい討伐隊を組織し、グールとダンピールをあの魔境から根絶しようではないか」

				　こうして地元領主から請われる形を維持したまま、より大きな討伐隊を組織する事になったパルパペック軍務卿。この討伐が成功したら、特に吸血鬼ハンターと名高いゴルダン高司祭が討ち漏らしたダンピールを討てたら、彼の名声はより高まる事だろう。

				（そんな政治の裏側を推測するよりも、私は何とかしてここで抜けなければ）

				　もうあのダンピールの顔は見たくない。ルチリアーノはそう思いながら、雇い主から「下がってよい」との言葉を賜るまで待ち続けた。

				

				　　　　　　　

				

				　ルチリアーノの報告によってダンピール率いるグールの大群の存在を知ったその日、トーマス・パルパペック軍務卿は、滞在している別邸の執務室で書類の山と格闘していた。

				　本来なら魔物の討伐隊を編成し送り出すのは、その領地の領主と冒険者ギルドの仕事だ。しかし、今回は討伐隊の規模が大規模になり、冒険者だけでは無く国軍の兵士や騎士も参加する予定で、しかも領主のベルノー・バルチェス子爵がパルパペック軍務卿に権限を差し出し、どうか助けてくれと願い出ている。

				　勿論バルチェス子爵も仕事をしていない訳では無いのだが、全ての書類の最終決裁に必要なサインは権限を持つパルパペック軍務卿のものだし、何かミスがあれば最終的に軍務卿の責任になってしまう。

				　その状況で今朝の決定である。

				　予定よりも参加人員を増やすための国軍兵士、騎士への指令書。

				　その兵士や騎士達を増員したため増やさなければならない支給する武具の予算。

				　更に増やした分の兵士や騎士達の為の糧食。

				　魔境を見張るために放っている密偵の増員。

				　冒険者ギルドとの折衝は軍務卿では無く商務卿の管轄であるため、いちいち商務卿の部下の貴族を通さなくてはならない事が、更に書類の山を高くしている。

				　せめてもの救いは、先の対オルバウム選王国戦でアミッド帝国が少ない犠牲で快勝したため予算が潤沢にある事だろうか。

				　まあ、その予算を申請するためにも書類に目を通してサインする事が必要なのだが。

				「見るからに大変そうだな。ただでさえ短い寿命を、そんなつまらん作業に費やさなければならないとは同情を禁じ得ないよ、トーマス」

				　開けた記憶の無い窓から冷たい夜気と声がするのに気が付いたパルパペック軍務卿は、途中だったサインを書き終えてからペンを置いた。

				「そう思うのなら手伝ってくれないかね？　永劫の寿命を持つ友よ」

				　顔を上げた先には、一匹の蝙蝠が居た。

				「十分手伝って来たつもりだぞ、友よ？　それともトーマス、遂に人間社会の栄達に虚しさを覚え永遠を欲するに至ったのかね？」

				　落ち着いた口調で紡がれる流暢な言葉は、蝙蝠の口から発せられている。常人なら驚くだろう自分をファーストネームで呼ぶその蝙蝠に対して、軍務卿は無感動に応じていた。

				「いいや、お前達の仲間になるつもりはないし、お前達も求めてはいないだろう。心にもない事を口にするな、吸血鬼」

				　蝙蝠の正体、それは吸血鬼の放った使い魔だった。

				　トーマス・パルパペック軍務卿は、パルパペック伯爵家に生まれた次男だった。代々オルバウム選王国軍から宗主国を守るための国として精強な軍を任されているミルグ盾国の、軍系法衣伯爵家だったパルパペック家の歴史でも、トーマスは出来の良い少年だった。

				　しかし、どんなに出来が良くても次男に過ぎない。それでも長男の出来が余程悪ければ、継承権を逆転させる事が出来たかもしれない。しかし、長男もトーマスと比べればやや劣るが出来の良い部類だった。

				　文武両方でトーマスの方が勝っているのは、誰の目から見ても明らかだ。トーマスも、長男も解っていた。

				　しかし、優劣がはっきりしていてもその差が「多少」で済まされる程度なら、態々長子継承を崩してまでトーマスを伯爵にはしない。

				　兄弟のどちらが軍務卿の地位に就いても、城塞も兵も騎士も変わらない。代々パルパペック伯爵家を支えてきた家臣も、変わらない。

				　オルバウム選王国との戦争は小競り合いも含めて数年に一度の頻度で続くが、ミルグ盾国は所詮盾。軍務卿の地位にある者が担うのは防衛戦だけで、華々しい侵略戦はアミッド帝国の軍務卿や将軍が指揮を執ってきた。

				　だから、幾ら兄より優れていてもトーマスが伯爵家を継ぐ未来はあり得ないものだった。

				　このままならトーマスは他の娘しかいない男爵以下の貴族家に婿養子に行くか、兄の家臣になるかだった。

				　そんな時、彼の前に吸血鬼は現れた。「伯爵家を継ぎたくはないか？　劣った兄が自分より少し先に生まれたというだけで自分の上にいる事に、我慢できるのか？」そう囁く吸血鬼と手を組んだトーマスは、不慮の事故で亡くなった兄に代わってパルパペック伯爵家を継ぎ、軍務卿の地位を手に入れた。

				「ククク、確かに。君ほどの地位にある貴族の協力者は、貴重だからな」

				　言外に軍務卿の地位に無ければ利用価値は無いと言う吸血鬼に、トーマスはそれ以上雑談には応じず「用件は分っているな」と言った。

				「分かっているとも。裏切り者のヴァレンと、ダークエルフの女の間に生まれたダンピールの件だろう？　我々が折角情報をくれてやったのに、貴様は取り逃がしていたようだな？」

				　トーマスは吸血鬼の氏族や派閥の事を詳しく知っている訳では無かったが、大きく分けて邪神派と女神ヴィダ派の二つに分かれる事は知っていた。

				　そしてこの吸血鬼は邪神派に属している。だが、別に彼らは人類の駆逐を企んでいる訳では無かった。

				　魔王グドゥラニスが滅ぼされた後、生き残った悪神や邪神達は支配者を喪いバラバラになり、好き勝手に動き出した。

				　滅んだ魔王グドゥラニスを復活させるために、封印された魔王の肉片を探す者。

				　自分達を敗北至らしめた神々と人間に対する復讐を企てる者。

				　ただ怠惰に惰眠や美食を貪る者。

				　この世界では勝ち目はないと、何時の間にか異世界に旅立っていった者。

				　挙句他の悪神や邪神相手に権力闘争を始める者達までいる。

				　そして当初の目的を捨てて、自身の欲望を満足させる事に腐心する者。目の前の吸血鬼が奉じる邪神は、そのグループだった。

				　ただその邪神と吸血鬼にとって、半吸血鬼であるダンピールは様々な理由で狩るべき対象であるらしい。

				　別に決定的に邪魔な存在という訳では無い。人間側に立って吸血鬼狩りを始めたら目障り、吸血鬼の高貴な誇りを維持するため、派閥に属する者に対しての見せしめ、単純に恋だの愛だの戯けたことを抜かす同族の前で嬲り殺すと面白いから。

				　そんな理由だ。

				　従属種吸血鬼ヴァレンとダークエルフの間に生まれたダンピールの場合は、トーマスの目の前にいる蝙蝠の主である、名も顔も知らない吸血鬼が狩れと、より上位の吸血鬼から命じられていた。

				　そして吸血鬼はヴァレンを始末したが、ダンピールを身籠ったダークエルフを故意に見逃した。勿論慈悲からでは無い。

				　この吸血鬼は、人間達に惨たらしく殺されるダークエルフとダンピールが見たかったのだ。そういった見世物を彼らが奉じる邪神は特に好む。

				　だからトーマスに情報を渡した。だが、結果的には殺されたのは母親のダークエルフだけで、ダンピールの方は行方不明のまま。しかし、当時乳飲み子であったことから母親を亡くした以上何処かで飢え死んでいるものと推測していた。

				　それが生きていて、エブベジアから遠く離れた魔境でグールのキングをしている。そうトーマスから連絡を受けた吸血鬼は、最近では殆ど忘れていた驚愕という感情を覚え、使い魔を派遣したのだった。

				「……あの時は幾つもの不確定要素が発生したのだ」

				　吸血鬼から不手際を指摘されたトーマスは、苦虫を噛み潰したような顔をして当時の事を思い出した。

				　最初ダンピールの情報を聞いたトーマスは、当時囲い込もうと画策していた前途有望な冒険者パーティー〝五色の刃〟にその情報を与え、手柄を立てさせることを企てた。

				　これをきっかけに強いコネクションを作り、後々出す指名依頼を受けさせて〝五色の刃〟を軍務卿専属の冒険者として周囲に印象付け、上手くいけば部下として取り立てるつもりだった。

				　しかし、偶然アミッド帝国のアルダ神殿出身のゴルダン高司祭がエブベジア近くの村に滞在していた事で、彼の介入を招いてしまった。

				　更に、ダークエルフがダンピールの居場所について最後まで口を割らなかった。その上業を煮やしたゴルダン高司祭が、トーマスの手の者が止めるのも聞かずに処刑してしまった。

				　その上肝心の〝五色の刃〟はダークエルフの処刑後、ダンピールを探そうとせずエブベジアから離れてしまった。

				　お蔭でトーマスはダンピールの捜索を、コントロールを一切受け付けないゴルダン高司祭とその部下達に任せるはめになり、結局始末できずにダンピールが生き延びる隙を与えてしまった。

				「一番の不確定要素は、ダンピールが乳飲み子だったのにもかかわらず高司祭の捜索から隠れきり、今まで生き延びた事か」

				「その通りだ。しかもグールを率い、更に何処でジョブチェンジしたのか霊媒師のジョブに就いているようだ」

				「霊媒師だと？　いくら成長しているといっても、確かまだ三歳になるかならないかだろう？」

				「確かだ。雇った冒険者が使い魔にしていたライフデッドを見破ったらしい」

				　トーマスやバルチェス子爵、そして他の騎士達はヴァンダルーがライフデッドを見破った理由を、彼が霊媒師のジョブに就いているからだと思い込んでいた。

				　まさかヴァンダルーがこの世界にこれまで存在しなかった死属性魔術の使い手であるなんて、夢にも思わない。

				「霊媒師か……随分と特殊なジョブを選んだものだ。父親のヴァレンにはその才能は無かったはず。なら、母親の血か？　まあいい。どうせすぐ討伐されるのだ。そうだろう、軍務卿殿？」

				「当然だ。問題のダンピールは、グールの群れごと始末させる。そのために忌々しいアルダ教の狂信者まで呼ぶのだからな」

				　トーマスにとって、吸血鬼からの要請は応えなくてはならないものだった。不老不死を望んでいる訳でも無いし、爵位を継げたことに恩を感じている訳でも無い。彼の計画に、吸血鬼達の力が必要なのだ。

				　トーマスの祖国、ミルグ盾国は建国時からずっとアミッド帝国の属国であった。ミルグ盾国の王族はアミッド帝国の侯爵に等しい者とされ、防衛戦の苦渋を押し付けられ、華々しい戦果は全て帝国に奪われる。

				　平時に於いても抑えつけられ、国力を付けようとすれば横やりを入れて邪魔してくる。

				　それに耐えて何とか国力を増したと思ったら、何かと理由を付けて無駄な遠征をさせて力を削ぎに来る。特に二百年前の巨人種討伐は酷かった。多数の将兵に当時の英雄と国宝の聖槍まで失い、手に入れた戦利品の内目ぼしい物は献上させられた上に、結局領地も増えなかったのだから。

				　そんな仕打ちを受けて来たミルグ盾国の王侯貴族達が『独立』の二文字を悲願とする事は当然だった。

				　そしてトーマスの計画、それは祖国の悲願を自らの手で遂げる事。そして独立したミルグ盾国……いや、ミルグ王国で今以上に重要な地位に就く事だった。

				　そのためにはミルグ盾国の国力を少しずつでも増す必要があり、アミッド帝国を少しでも弱らせる必要がある。

				　アミッド帝国を敵視する吸血鬼達の力は、必要不可欠なのだ。

				「だが、高司祭は呼ぶのだろう？　奴は今次期枢機卿候補だ。また手柄を立てさせてやるつもりか？」

				「奴以外にも〝緑風槍〟のライリーを参加させる予定だ」

				「ほほぅ、ミルグ盾国から去った〝五色の刃〟から抜けた男か。Ｃ級程度の、ハインツのお蔭で二つ名が付いた冒険者がどれ程役に立つやら」

				「彼は既にＢ級だ。だが、そんなに心配してくれるのなら貴様も参加するか？　魔境に着くまでの間は太陽の光を浴びながら草原を三日間進む予定だが」

				「ククク、止めておくさ。我々はお前を『信頼』しているからな。それより、私に連絡を寄越したのは報告するためだけか？」

				「いや、念のため確認しておきたい事がある。ダンピールに関してだ。エブベジアで起こったゴーレム化事件……あれはダンピールの仕業では無いのか？」

				　一年以上前起こった、町を守る外壁や領主の館や冒険者ギルドの建物が突然ゴーレムと化して、町の外へ歩いて行ってしまった謎の事件。

				　捜査は魔術師ギルドも協力して続いているが、未だ犯人を捕まえるどころか犯行方法すらはっきりとは解っていない。出来たのは、あやふやで穴だらけの推理だけだ。

				　それが問題のダンピールによる犯行ではないか？　トーマスはそれを疑っていた。早朝、バルチェス子爵やルチリアーノの前では確証が無かった事と、自分でもあまりにも骨董無形に思えるから口にしなかったのだが。

				「馬鹿を言うな」

				　実際、吸血鬼にとってトーマスの推理は下手な冗談でしかなかった。

				「お前達人間は、我々吸血鬼よりも弱点が少ないダンピールを危険視するあまり、過大評価する傾向があるようだな。ダンピールの素質は、特に吸血鬼の能力に関するものは吸血鬼側の親によって左右される。親が魔術に優れるなら、子も優れる。親が蝙蝠に変身できるなら、子も蝙蝠に変身できるようになる可能性が高い」

				「逆に言えば、親が吸血鬼の割に魔術に優れないのなら、子も同程度の素質という事だろう。それぐらいは知っている」

				　吸血鬼とトーマスが言うように、ダンピールが持つ吸血鬼としての才能は、親の吸血鬼に依存していた。

				　他種族の血が混じったダンピールの子が、最も親の素質を受け継ぐとは邪神派の吸血鬼にとっては皮肉なものだが。

				「ヴァレンは確かに太陽への耐性に優れていたが、それ以外は歳の割には強いだけの従属種だった。魔術は簡単な術しか扱えなかったと聞いている。就いたジョブも盗賊見習い、盗賊、格闘家で、才能が眠っていただけとも考えられない。それに、幾ら素質があっても当時一歳か二歳の赤子ではそれを活かせまい」

				「それはそうか……」

				「寧ろ、母親の方が怪しいのではないか？　そのダンピールは霊媒師らしいのだろう。母親の霊の力を借りたのではないか？」

				　霊媒師のジョブに就いている者は、霊と交信して知識を得る事が出来る。そこから更に一歩進んで、霊が生前行使していた魔術を使う上級者も存在する。

				　吸血鬼は、母親が生前持っていた錬金術の奥義を幼くして霊媒師になったダンピールが用いたのではないかといったが、今度はトーマスの方が否定した。

				「母親の方は調べたが、Ｄ級冒険者で精霊魔術なら兎も角錬金術の心得は無いようだ。とても錬金術の奥義や秘伝を知っているようには考えられない」

				「ならば、偶々近い時期に起きただけの偶然なのだろうさ。用件はそれだけか？　ならば失礼させてもらおう、幾ら永劫の時を生きる我等でも、無為に時間を過ごしたい訳では無いのでな」

				　そう言うと蝙蝠は音も無く羽ばたくと、窓から飛び立って行った。鼻を鳴らしてそれを見送ったトーマスは、窓を閉めると小さく呟きを漏らした。

				「偶然、か」

				　エブベジアの事件を、辺境の小都市に起きた事件では無く、国家を揺るがす重大事件としてミルグ盾国は今も捜査している。何故なら、もしあの町と同じ事が城塞で起こればどうなるか……。

				　どんな堅牢な砦も、高く厚い城壁も、何の意味もなさなくなる。いや、もしゴーレムがエブベジアの時と違い、内部にいる人間に襲い掛かれば、どんな精鋭で編成された軍も本来の力を発揮できずに大打撃を受ける。

				　壁や天井や床から攻撃されるのだ。そんな状況でどうやって隊列を維持しろというのか。

				　それを防ぐためには、どうやって町の外壁をゴーレムにしたのか突き止めなくてはならない。

				　だが、その答えを魔術師ギルドの上層部ですら出せなかった。

				　そもそもゴーレムとは、錬金術師が手間と魔力をかけて作る物だ。

				　ゴーレムを作るための材料を用意し、それを手足や胴体等のパーツに分け、パーツ毎に各種触媒や霊薬と共に術を施し、そして最後にゴーレムを動かす人工核を埋め込む。

				　そうしてやっと作れるものなのだ。

				　だから既に完成している町の外壁や、使用されている領主の館や冒険者ギルドの建物、そして日々農民が耕し作物が実る畑の土をゴーレムに出来るはずが無いのだ。

				　もしそれを可能とする錬金術師が居たら、ミルグ盾国だけでは無くアミッド帝国が何をしても囲い込むにかかるだろう。それが不可能なら、全力で闇に葬ろうとするに違いない。

				「確かに、ただの偶然だな」

				　たかが三歳程のダンピールが、そんな大物の筈は無い。トーマスはパルパペック軍務卿の顔に戻るとペンを取り、視線を書類に戻した。

				　もしルチリアーノがオークの集落のエント製の外壁がウッドゴーレムと化した事に気がついていれば、彼がヴァンダルーの異常な魔力量を見抜いていれば、パルパペック軍務卿は違う判断をしたかもしれない。

				　尤も、この段階で気がついても既に手遅れだったのだが。

				　彼の失敗は、ダンピールの子供がグールを纏めるキングになったという「今まで無かった事態」を、「今までの常識」を基に対処する事の拙さに気がつかなかった事だろう。

				

				　　　　　　　

				

				　パルパペック軍務卿が吸血鬼と密談していたその頃、ヴァンダルー達は彼らが暮らしていたグールの集落に向かっていた。

				　救出した百人程の女グール達は長く劣悪な環境に置かれていた事と、弱らせるため意図的に食事を制限されていた事で体力が落ち、中には手足の骨を折られた後歪な形で治されていた者もいて、とても長い距離を歩ける状態では無かった。

				　グール化の儀式を受ける事を希望した女冒険者も、体力がだいぶ落ちていた。

				　総勢百人以上の女性を、それも魔物が出現する魔境の中を運ばなければならない。これはかなりの大仕事だ。

				　その大仕事を行ったのは、ヴァンダルーが作った馬車とサムだった。

				「起きろ、統合、変形」

				　オーク達が破壊したエント製のウッドゴーレムの残骸。それをヴァンダルーは再びウッドゴーレムにすると、【ゴーレム錬成】スキルを使い、残骸を一つの木材に統合。そしてサムを見本にして変形させ、馬車の荷台を作ったのだ。

				　本来なら金属も使わずに木材だけで馬車を作っても上手くいかないのだが、木の性質を持ったまま鉄に匹敵する硬度を持つエントの丸太から作られ、更に荷台全体がゴーレムであるため問題無く動かせた。それどころか、誰に引かれるでもなく自力で車輪を動かす事が出来る。

				　幸い材料の残骸は呆れるほど転がっている。恐らくオーク達はブゴガンの命令で、エントを魔境から絶滅させる勢いで切り倒して外壁にしたのだろう。

				「坊やが人間の町に行ったら、これで食って行けそうじゃな」

				「馬車作りですか？　材料が良いだけで、専門の職人がしっかり作った物と比べたらとても売り物にはならないと思いますよ」

				「いや、木材の方じゃよ。人間の町では木材を手に入れるために金を払うのじゃろう？　坊やならその木材をそれこそ大鋸屑(おがくず)からでも作れるではないか」

				「確かに、灰にでもなっていなければ出来ますけど……」

				　金属と違って木材は一度切り分けると、炉で溶かして一つの材料に戻すという事が出来ない。そのため大工が技巧を凝らすのだ。

				　しかし、ヴァンダルーは【ゴーレム錬成】スキルを使えば、そういった技術は無くても切り分けた木切れを一つの大きな木材に戻すのも自由自在だ。

				　やろうと思えば斬り倒した木を製材する時に落とした枝や、切り分ける時に出る大鋸屑からでも柱や床板に使える木材を創り出す事が出来る。

				　通貨文化の無いグールでも気が付く、革新的な技術といえる。

				「でも、あまり仕事にはしたくないです」

				「ん？　何故じゃ？　大儲けできるのではないのか？」

				　乗り気では無さそうなヴァンダルーの様子にザディリスが尋ねると、彼は溜め息と共に答えた。

				「大儲けできるようになるまでが、とても面倒そうだからです」

				　ヴァンダルーが出来るのは、いわば廃材のリサイクルだ。リサイクルである以上、出来上がる木材は中古品である。地球なら再生木材と評してエコブームに乗れるかもしれないが、この機械文明どころか蒸気機関も無さそうなラムダでエコの価値がどれ程あるのか、そもそも人々にエコの概念があるのかも疑問だ。

				　そんな中、ゴミから作られた中古品にどれくらいの値段が付くのか……。

				　その上、これは【ゴーレム錬成】スキルを持っていないと出来ない事だ。これから習得する予定の錬金術を使ってマジックアイテムを作成し、ヴァンダルー以外も出来るようにするという事が出来ない。

				　つまり、全部ヴァンダルー自身で行うしかない。

				　結果、【ゴーレム錬成】スキルを使用したエコ木材で儲けようとすると、安い料金で長時間働かなければならなくなる可能性がある。

				　それは贅沢コンプレックスを燻らせているヴァンダルーとしては、歓迎できない選択肢だった。

				「まあ、地球にあった黒檀みたいな高級木材なら高い報酬が得られるかもしれないし、石材でも同じ事が出来るから、大理石で……ああ、でも石工ギルドとかあったら石材の出所を探られるかも。木材の方も木こりギルドとかあるかもしれないし……」

				「人間の社会は複雑なようじゃな。坊や、悩むのはそれくらいにしよう、な？」

				　頭を抱えて懊悩し始めたヴァンダルーを、ザディリスはそう言って宥めるのだった。

				　因みに、人間社会では今現在ヴァンダルーが馬車を作っている材料のエント材は、杉や松等の通常の木材の十倍の値段で取引されているのだが、それが分かるのはまだまだ先の事だった。

				《ヴァンダルーは、大工スキルを獲得した！　眷属強化スキルのレベルが上昇した！》

				『坊ちゃん！　彼女達はお任せください！』

				　そしてサムは、昨日の戦いで得た大量の経験値でランクアップしていた。

				　ランク３のゴーストキャリッジが同格のオークは勿論、ランク５のオークジェネラル、そしてランク７のノーブルオーク、ブゴガンを轢き殺したのだ。さぞ莫大な経験値が彼に流れ込んだのだろう。

				　お蔭でタレアが付けた物騒なスパイクが荷台にすっかり融合し、ランク４のブラッドキャリッジになっていた。

				　そしてランクアップと同時に獲得したスキル、【サイズ操作】と【快適維持】によって特に弱っていた女達を運ぶ役に立っていた。

				　【サイズ操作】は身体の大きさを変更するスキルで、本来三頭立ての馬車であるサムの荷台を大きくして四頭立てにしたり、小さくなって二頭立てサイズになったり出来る。

				　【快適維持】は周囲の環境に関わらず荷台の中を快適に保つ事が出来るようになるスキルだ。

				　そして元々持っていた【衝撃耐性】スキルのお蔭で、普通に進む分には振動は全くない。

				　物騒な名前になったが、ますます利便性が増すサムだった。

				　昨日の戦いで得た経験値によって、ヴィガロやサム以外にも多くのグールがグールウォーリアーやグールグラップラーにランクアップしていた。

				　ヴァンダルーの配下ではサリアとリタ、そして骨鳥がランクアップしている。

				　ただ、サリアとリタは３から４にランクアップしたが、種族名は変わらずリビングハイレグアーマーと、リビングビキニアーマーのままだった。

				　これは多分、宿っている鎧の能力を二人は発揮しきれていない状態だったが、それが経験を積んである程度発揮できるようになったという事だろう。

				　種族名に変化が無いのは、成長はしたがまだ完全に鎧に見合っていないという事か。

				『早く高位の魔物になって、坊ちゃんに肉と骨も切らせて骨を断つような事をさせないで済む、立派なメイドになりたいです！』

				『それはメイドじゃないって坊ちゃんが言いたいのは分ります。でも、私もリタも本気ですから！』

				　どうやら二人は、血塗れで地面に倒れ胴体が切断されかけていたヴァンダルーの姿に大きなショックを受けたようだ。

				　だから自分達がより強くならなくてはと、志を新たにしてくれたようだ。頼もしい限りである。

				『グエエエエエ』

				　骨鳥はランク４のスペクターバードにランクアップした。骨を包んでいた霊体の輝きは益々増し、遠目には光り輝く縁起の良い鳥に見える。

				　しかし、地方によってはこの魔物の出現は凶兆だと考えられているらしい。そのような地方がオルバウム選王国に無い事を願うばかりだ。

				　そしてグールの集落に戻る時に問題になる、一番大量の荷物……戦利品である敵の死体の運送だが、これは一番楽に済んだ。

				　何せ、戦利品自身に歩かせればいいのだから。

				『ぶふゔうぅ』

				『……ぎぃ……ぶぎぃい……』

				　血抜きをした後【鮮度維持】の術で腐敗を停止した状態のオークやコボルト、調教されていた魔獣の死体を、ゾンビにすれば態々運ぶ手間は要らない。

				　それどころか、生前使っていた武器や鎧、冒険者から奪った所持品を手に持たせれば荷物から運搬手段に早変わり。

				　ゾンビと言っても腐敗を死属性魔術で停止しているから、肉も内臓も死んで一晩も経っていない新鮮ピチピチの状態が維持されている。

				　だから集落に戻ったら死体に宿した霊を抜いて、ゾンビからただの死体に戻せば素材を取ったり肉を食べたりするのに問題は無い。

				　しかし魔物はそれを知らないので、獲物では無くゾンビとしか認識できず積極的に襲おうとはしない。だから他の魔物に盗まれないように警備する必要が無い。

				　問題点は足が遅い事だが、今は弱ったグールの女達を運ばなければならないので足が遅くても構わない。

				「これからは狩りで狩った獲物を、皆ヴァンダルーにゾンビにしてもらえば運ぶのが楽だな！」

				　そうヴィガロ達にも大好評だった。

				『ぶごぉ……』と呻き声を漏らしながら歩くブゴガンのゾンビを気にせず、ザディリスに宥められ気を取り直したヴァンダルーは歩いていた。

				　サムや他の馬車に彼が乗れない程スペースが無い訳ではない。もうすぐ三歳になる事だしそろそろ体力作りをしたい考えからだった。

				『ねぇ、ヴァンダルー。お母さんもアンデッドやゴーレムになるのってどうかしら？

				　それで強くなってヴァンダルーと一緒に戦うの。素敵だと思わない？』

				「気持ちは嬉しいけど、それはちょっと。あまり長い間同じ入れ物に入っていると、霊の形が変わってしまうから生き返らせる時どうなるか分からなくなるよ」

				　元々は他の生き物だった霊でも、特定の入れ物に長い間入っていると霊の形が入れ物と同じ形になってしまう。

				　例えば、サムは元々人種の男性だったが、今彼が宿っている馬車の荷台から彼の霊を抜けば、その姿は生前の彼では無く、馬車の荷台に変わっている事だろう。

				　それほど肉体を喪った霊体とは変化しやすい。形を保ち続けるには、強い怨念や憎しみ、未練が必要不可欠。

				「それで、母さんには怨念や憎しみが殆ど無いから、宿った入れ物にすぐ影響を受けちゃうと思う。だからやめておいた方がいいよ」

				　正直に言えば、ヴァンダルーにはそれが信じられなかった。ダルシアが憎しみも恨みも殆ど持っていない事が。

				　何故あれほど惨い殺され方をして、憎しみや恨みに囚われずにいられるのか。

				　一度直接聞いてみたが、「ヴァンダルーがしっかり生きてくれてるから」としか教えてくれない。

				『そうかー、じゃあその代わりにもうあんな、肉も骨も切らせて骨を断つような事、しないでね』

				　そう言って心配してくれる母が自分を殺した者共に恨みをあまり持たない理由が、言葉通り自分が生きているからであるならば、彼女を殺した連中への復讐心が一層滾ろうというものだ。

				『もうすぐやって来る討伐隊の人達相手にも、危ない事しないでね』

				　だが今はその時じゃない。まだまだずっとずっと、その時じゃない。そうヴァンダルーは復讐心を心の底に沈める。

				「うん、約束する。危ない事はしないよ」

				

				
				　名　前：骨鳥

				　ランク：４

				　種　族：スペクターバード

				　レベル：３７

				・パッシブスキル

				　【闇視】【霊体：レベル３（ＵＰ！）】【怪力：レベル２】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１】【高速飛行：レベル２（ＵＰ！）】【射出：レベル２（ＮＥＷ！）】

				

				　名　前：サム

				　ランク：４

				　種　族：ブラッドキャリッジ

				　レベル：７２

				・パッシブスキル

				　【霊体：レベル３】【怪力：レベル３】【悪路走行：レベル２】

				　【衝撃耐性：レベル２】【精密駆動：レベル３】【快適維持：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【忍び足：レベル１】【高速走行：レベル１】【突撃：レベル２（ＵＰ！）】

				　【サイズ操作：レベル１（ＮＥＷ！）】

				


                			

	








			
				　戻ってきたヴァンダルー達の凱旋を、集落に残っていたグール達は歓声で出迎えた。

				　前もって集落の拡張もしていたが、囚われていた百人以上の女グールが増えたので許容人数をオーバーしているが、誰もそんな事は気にしていない。

				　そして助けた女グールや女冒険者達を休ませ、自分の足で歩かせた食料や戦利品のアンデッド化を解除した後本格的な解体作業を行う。

				　コボルトメイジは舌と眼球が錬金術の素材に。コボルトジェネラルは毛皮が鎧や服の材料に、牙がナイフになる。

				　通常のオークは肉しか取れないが、オークジェネラルは腱が弓の弦の良質な材料になる。そしてオークメイジは舌、眼球、肝臓が錬金術の素材になる。

				　そしてノーブルオークは、全てが素材になる。肉は食用に、内臓は錬金術や薬の素材に、皮は皮革製品に、骨は防具や武器の材料に、性器や睾丸は精力剤に、唯一美しい金髪も防刃繊維として服に編み込んで使うらしい。

				　そして、勿論魔石。

				　もし冒険者ギルドに持って行けば、かなりの金額で買い取ってもらえただろう。

				「ウフフフ、素材〜そざっい〜何を作ろうかしら〜♪」

				　解体用のナイフを器用に使い歌いながらブゴガンをバラバラにしていくタレアの様子を見ながら、猟奇的だけど楽しそうだなぁとヴァンダルーが思っていると、クルリと彼女が振り返った。

				「そういえばヴァン様、ヴァン様はこの後どうなさるの？」

				　顔の横に血と油で滑るナイフがあるのでとても猟奇的だが、彼女はヴァンダルーのこの後の身の振り方を気にしていた。

				　グールのキングは、複数の集落にとって共通の敵が存在する間だけ選出されるまとめ役で、ゴブリンやコボルトのキングの様な種族名では無い。

				　そのため、ノーブルオークを倒し敵対勢力を消滅させた今グールキングで居続ける意味も、この集落にグール達が留まる理由も無い。タレア達も元の集落に戻り、今までと同じ日々に戻る事になる。

				（だからこそ、ここでヴァン様を連れて帰らなくては！）

				　っと、内心企んでいるタレアにヴァンダルーは答えた。

				「その事なんですけど、明日話したい事があります」

				「えっ!?　私だけに二人きりで話したい事がっ♪」

				「いえ、皆に」

				「……そ、そうですわよね。ほ、ほほほ……」

				　その日の夕食は戦勝を祝う宴と成り、オーク肉の串焼きやスープでグール達はお互いの健闘を称えあった。特にオークに囚われていた女達の食欲は凄まじかった。

				　これまで食い物にされた恨みを晴らすかのように、オークの肉を貪っていく。

				　死ぬ事だけを望んでいたはずの女冒険者達ですら、旺盛な食欲を見せていた。今の彼女達はグール化してヴァンダルーの眷属になる事だけを望んでいるため、ザディリスの「ある程度体力を付けんと、儀式に耐えきれんぞ」と言う言葉が効果的だったようだ。

				　まさか、人種でも生きる希望を無くして死を心から望む場合は【死属性魅力】スキルが有効だったとは、ヴァンダルーも思わなかった。

				「今地球に居たなら、自殺の名所の横に立っているだけで、友達を増やせそうな気がする」

				　まあ、それをやると何時の間にか新興宗教の教祖にされそうだから、実際には地球に居てもやらなかっただろうが。

				　そんな事を考えながら、ヴァンダルーはノーブルオークの串焼きに舌鼓を打っていた。

				　魔境産の果物や香草を使用したタレを付けて焼いた肉は、一口齧るだけで肉汁と蕩けるような脂が口の中に広がり、しかしタレのお蔭で後味はさっぱりしていて、幾らでも食べられそうだ。

				　圧倒的な肉の味に、感動を覚えずにはいられない。

				　ラムダに転生してから食べた猪も美味かったし、この集落で暮らすようになってから食べたヒュージボアの肉は更に美味かった。しかし、ノーブルオークの肉はそれすら上回る味だったのだ。

				　地球の高級豚肉でも、比べ物にならないに違いない。高級豚肉を食べた事の無いヴァンダルーですら、そう確信する程の味だった。

				「うぅ、勝ったっ、やっとあいつらに一つ勝ったっ」

				　地球では絶対に食べる事が出来ないノーブルオーク肉を食べながら、地球の伯父家族に勝ち誇るのだった。

				

				　人間の女をグール化させる儀式の方法は、まず対象者の全身が入る程度の穴を地面に掘る。次に泥にグールの血と爪から分泌される毒を加え、女神ヴィダへの祈りと共に混ぜ合わせる。

				　そうしてできた穴に泥を流し込み、対象者を沈める。

				　そして三日も経てば人間からグールに変化する。

				「ただの溺死に見える……」

				　カチア達女冒険者が入った泥を見つめながら、繰り返し魔術で生命反応を確認してしまうヴァンダルーだが、それも仕方ないだろう。実際、普通だったら窒息して死ぬのだから。

				「問題無い。昔からの方法じゃからな。人間以外の種族、他のヴィダの新種族や魔物がやったら普通に溺れ死ぬが」

				「ヴァン様、私もこうして人種からグールになったのですわ」

				　ザディリスとタレアの二大年長者のお墨付きを貰った事と、実際十分経ってもカチア達の生命反応が変わらずある事で、ヴァンダルーも納得した。

				「それより、今日はあの話があるのじゃろう？」

				「そうでした」

				　一晩経って戦勝会の浮かれた気分が抜けたグール達が集まり、ヴァンダルーを待っているタレアを始め、彼らはこれから始まる話は集落を滅ぼされ帰る場所が無くなった約百人の女グールと、グール化を望んだ女冒険者達の割り振り、報酬と約束されていた少子化問題解消のためのマジックアイテムについて、そして今後のヴァンダルーの身の振り方に関するものだと思っていた。

				　魔物に孕まされた女達といえど、出産して数か月も経てば元通り回復するだろうし、一つの集落毎に十人ぐらいなら問題無い。食料も、魔術で保存しなければ本当に腐るほど手に入れたばかりだし。

				　女冒険者の方は、多分全員ヴァンダルーの戦利品だろう。その方がグール化した後色々教える手間が無くていいし、ヴァンダルーは大量に手柄を上げている。

				　一人だけグール化の儀式を受けないまま、ヴァンダルーが直接世話しているのが奇妙だが、きっとお気に入りなのだろう。

				　マジックアイテムは出来てから配るという約束だったし、ヴァンダルーが今後どの集落に身を寄せるかはザディリスとタレアの集落で取り合いになるだろうから、自分達の出る幕は無い。

				　大多数のグールはそう、これから行われる話を予想していた。

				　しかし、ヴァンダルーは第一声から彼らの予想を裏切った。

				「皆、冷静に聞いてください。遅くとも夏までに、俺達を皆殺しにするために人間達の大軍がやって来ます」

				

				　　　　　　　

				

				　四月。ノーブルオークの集落が、グールの大群とそれを率いるダンピールによって壊滅したとの情報が寄せられてから約二か月、パルパペック軍務卿主導で編成された討伐隊千人が、密林の魔境に侵攻した。

				　Ｄ級冒険者三百人に、Ｃ級冒険者百人。そしてゴルダン高司祭を中心としたアルダ神殿戦士団、元五色の刃のＢ級冒険者『緑風槍』のライリー、そして兵士と騎士。

				　万全を期してＢ級冒険者を後何人か雇いたかったが、Ｂ級以上の冒険者を一箇所に大量に集めるのは対魔物防衛上問題であるため、Ｃ級でも腕利きの者を多数集めた結果、この規模になった。

				「ヘヘヘ、悪いがダンピールは俺が貰うぜ。あの時はハインツが反対したから逃がす羽目になったが、俺はもうフリーだ。手柄を上げてやるさ」

				「好きにせいっ！　邪悪な吸血鬼と魔女の血が絶えるなら、誰の手で行われても神は祝福してくださる！」

				　にやけ面のライリーに、口をへの字に曲げたゴルダン高司祭はこの討伐隊の中核戦力であり、上位種のグールとダンピールを倒す事を期待されていた。

				　他の冒険者や騎士達も、彼らのフォローをするように指示を受けている。

				　どちらも冒険者の中では一流、そして人間の限界からはみ出しつつあるＢ級以上の力量の持ち主であるため、Ａ級以上が存在しない討伐隊でのこの扱いは当然だった。

				　町と魔境の間にはパルパペック軍務卿が放った密偵が、魔境からグール達が町に攻めてこないか常に見張っていたが、今まで動きは無かった。

				「グール共は儂らを待ち受けるつもりだ。油断した隙を突かれて、貴様が奴らの経験値にならん事を我が神に祈るばかりだ」

				　グール達も人間側が動く事を知っているのに魔境から出て来なかったという事は、戦力を整えてこちらを迎え撃つつもりに違いない。それがボーマック・ゴルダン高司祭を含め、討伐隊の幹部達共通の認識だった。

				　だから魔境に進む討伐隊の面々には、緊張の色が浮かんでいた。

				「言われないでもわかってる。奴らは俺があの甘ちゃんのハインツを超えるための、踏み台の一つになるのさ」

				　〝五色の刃〟を抜けてから指名依頼の数やギルドでの扱いが目に見えて変わり、燻っていたライリーは軍務卿直々の今回の依頼で手柄を上げようと躍起になっていたため、浮かんでいるのは緊張では無く興奮だったが。

				　彼の頭の中は、ダンピールの首級を上げてこれまでも目にかけてくれたパルパペック軍務卿の信頼をより厚くし、侯爵のお抱え騎士や槍術指南役になり、出世する事で一杯だった。

				　そして魔境に入り、討伐隊は索敵を開始した。ノーブルオークの集落の場所はわかっていたが、それを滅ぼしたグールの集落の場所は不明だからだ。

				　場所が危険な魔境である以上、隠密能力に優れていても戦闘力に劣る密偵を放つわけにもいかず、冒険者に依頼する事も憚れた。ダンピールが霊媒師であると推測されていたからだ。

				　霊媒師は死者の霊と対話し、情報を得る事が出来る。そのためもし密偵や冒険者が見つかれば、容赦なく殺された挙句、その霊から情報を搾り取られる恐れがある。死人の口が饒舌になる場合、おいそれと犠牲を出せないのだ。

				　そして索敵は難航した。

				「見つかるのはゴブリンやコボルトの集落ばかり。偶に二、三匹のオークと遭遇するぐらいで、グールは一匹も見かけないな」

				「ああ、他はヒュージボアにその上位種のマッドボア、インペイラーブルに、アイアンタートル、ジャイアントラット……獣系の魔物ばかりだ」

				　こちらを探りに来たグールの小隊ぐらい見つけてもいいはずだが、討伐隊は中々グールを見つけられなかった。

				　いや、正確には集落は見つけたのだが……。

				「ダメだ、いたのは勝手に住み着いたゴブリンだけだ」

				　彼らが見つけたグールの集落跡らしい場所には、何も残っていなかった。

				「きっとグールが一箇所に集まって、俺達を待ち伏せてるんだ！　やばいぜっ、幾ら俺達が千人いても、一度に襲い掛かってきたら……」

				「だったら何だってんだ！　俺はリッケンの、弟の仇を討つんだ！」

				　オークにやられたと思われる冒険者の兄はそう激昂するが、彼に「いや、やったのはグールじゃなくてオークじゃないか？」と言うツッコミを入れる者はいなかった。

				「まあ、女だったら生きているかもしれないが……」

				「グールにされてしまっている可能性が高いでしょう。彼女達の魂を出来るだけ早く救わなくては」

				　敬虔なアルダの信者の言葉に、冒険者の男は異議を挟まなかった。オークに弄ばれた挙句グールにされるなんて、殺してやった方が幸せだろうと彼も思うからだ。

				　討伐隊はオークの集落があった場所に陣を敷き、魔境の探索を続けた。

				　しかし探索の結果見つかるのはグール以外の魔物ばかりで、その上何日経ってもグールが襲撃してくる気配も無い。

				　勿論それでも危険な魔境に滞在している事に変わりないのだが、この密林魔境に通常出現する魔物を相手にするには過剰なほど戦力が集められているので、討伐隊の緊張感は緩み始めていた。

				「また車輪の跡だ。どういう事だ？」

				「前にここを俺達が通ったって事じゃないか？」

				「馬鹿野郎、馬車は陣に置いたままだろ」

				　討伐隊は物資を運ぶために馬車を何台も用意していた。この魔境は密林とはいっても、体長五メートルのマッドボア等の魔物が暴走し、木を薙ぎ倒す事が多いため馬車が通れるぐらいの獣道があるからだ。

				　しかし、その馬車もオークの集落跡に張った陣に置くか、追加の物資を町から運ぶために一旦魔境を出ている。その馬車が、町や陣とは全く別の方向に向かうけもの道を通行する訳がない。

				「じゃあ、この轍は何なんだよ？　これが魔物の足跡に見えるか？」

				「多分、ずっと前に冒険者が通ったんだろ。馬の足跡が無いのがその証拠だ、雨で深い轍以外消えちまったのさ」

				　その場は、その男の推測も尤もだと兵士や冒険者も納得して討伐隊の幹部まで報告が上げられる事は無かった。

				　パーティーを組んだ冒険者は、大量の素材を運ぶために魔境に馬車で入る事が度々ある。オークやヒュージボアを倒せば大量の肉が、エントを切り倒せば高価な木材が手に入るが、数百キロの荷物を抱えて魔境を移動するにはどうしても馬車が必要だからだ。

				　世の中には亜空間に荷物を入れて運べる空間属性魔術師や、その空間属性魔術師が錬金術で作りだしたアイテムボックスもあるが、どちらも希少でまず利用できないのが現実だ。

				　この轍も、そんな冒険者が残したのだろうと彼らは考えたのだ。

				　それが間違っていると分かったのは、二週間後。いよいよパルパペック軍務卿やバルチェス子爵が焦れ、討伐隊の緊張感が緩んだ頃だった。

				「魔境の外に轍の跡が続いているだと!?　何故今まで気がつかなかった！」

				　激高するゴルダンは報告した部下を思わず怒鳴りつけた。

				「それが、轍の跡は街とは反対方向、境界山脈に向かって続いていたので誰も警戒しなかったのです。それに、まさか吸血鬼なら兎も角グールが馬車を使うとは誰も思わず……」

				　基本的に、ゴブリンやオーク等の魔物は馬車を使わない。いや、使えない。何故なら、馬車を作るような技術が彼らには無いからだ。

				　吸血鬼のように人間社会の中に隠れ潜み、人間を誘惑して協力者に仕立てる魔物なら馬車を手に入れる手段もあるが、ゴブリンやオークが馬車を持っている場合は略奪した時だけだ。

				　しかも、メンテナンスもせずに荒っぽく使い、馬車を引くための家畜もすぐ喰ってしまうので大抵すぐに壊れて捨てられるか、家の材料にされてしまう。

				　それはゴブリンやオークよりもずっと頭の良いグールも同じ事の筈だった。そのため経験豊かな冒険者程、グールが馬車を使って移動しているという答えに辿りつけなかった。

				　冒険者からの助言を聞くようにと幹部達から言われていた騎士や兵士達も同様である。

				　だが、これだけ探索を繰り返してもグールが一匹も姿を現さず、こちらを襲撃しても来ない。そして魔境の外へ続く、何十台も同じ所を馬車が通ったような深い轍。

				　ここまでくれば結論は一つしかない。

				「クソっ、まさかあのダンピール、グールを連れて馬車で逃げやがったのか！　なんで誰も気がつかなかった、密偵は何をしてやがったんだ!?」

				　ライリーがそう怒鳴り散らすが、質問の答えは彼自身も含めた誰もが知っていた。

				　密偵はちゃんと見張っていたのだ。魔境と町の間を。

				　彼らを派遣したパルパペック軍務卿が警戒したのは、グール達が魔境から進軍して町を襲撃する事で、魔境から街とは正反対の方向に在る東の境界山脈に逃げ出す事では無い。

				　だから貴重な密偵は、全員町と魔境の間である西に配置されていた。

				「まさか数百匹のグールの大群とそれを率いるダンピールが戦いもせず逃げ出すとは……図られた！」

				　そう悔しげにゴルダン高司祭が唸り、グール討伐隊の遠征は終わったのだった。

				

				　しかしゴルダン高司祭と手柄を上げ損ねたライリー以外の討伐隊の面々は、悔しがるどころか寧ろ「得をした」と言わんばかりの上機嫌で町へと戻った。

				　彼らもグールを倒した際に手に入る報奨金や手柄を手に入れ損ねたのは同じだが、冒険者はグール以外の魔物を倒してそれなりに素材や魔石、討伐証明を稼いでいた。それに遠征中の経費は国持ちなので基本的に損はしていない。

				　騎士や兵士の場合は遠征中であるため普段より多い日当と危険手当が出たし、特に兵士は普段はなかなか食べられないマッドボア等の魔物の肉を食べられたので大満足だ。

				　バルチェス子爵もグールが境界山脈の方向に逃げ、結果討伐隊に犠牲が出なかったと聞いて内心は小躍りする程喜んでいた。騎士や兵士が死ぬと見舞金を出さなければならないし、代わりの騎士や兵士を揃えなければならないからだ。

				　グールを討伐できず脅威を消せなかったのは不安だが、山脈の向こうには自分の領地がすっぽり入るような魔境が数え切れない程存在し、ノーブルオークどころか災害指定級のドラゴンが何頭も生息していると神代の時代から伝えられている。

				　今更そこにグールが数百匹加わったところで、だから何だという気持ちの方が強い。

				　それよりもバルチェス子爵が興味を向けたのは、千人の討伐隊によって魔物の数が激減した密林魔境だ。大物が居なくなったそこで更に魔物を狩り、魔術師達に穢れた魔力の浄化作業を行わせれば魔境は豊かな開拓地に変わる可能性がある。

				　それを考えればグールやダンピールに割く脳細胞なんて殆ど残らないのだった。

				「まさか逃げるとはな……」

				　苦虫を十数匹は噛み潰したような顔で呟くパルパペック軍務卿は、「グール達が本当に山脈に逃げ込んだのか、念のために確かめる」という名目で密偵を数名派遣すると、思考を切り替えた。

				　この後、彼は討伐隊がグールに逃げられた事で「こんなに予算を使う必要があったのか？」「まさか国の金で子爵領の魔境の浄化と開拓を手助けしたのではないか？」と難癖を付ける財務卿との政争に取り組まなければならないからだ。

				　この事件で最も得をしたのは、領地が増え経済的に潤う可能性を手にしたバルチェス子爵だっただろう。

				　そしてダンピールのヴァンダルーに関する情報は、彼を確認した冒険者がさっさと姿を消した事と討伐が不発に終わった事で報告書に存在が記される事も無く、一部の関係者の記憶に残るだけに留まった。

				

				　　　　　　　

				

				　戦勝会の翌日の話し合いで、ヴァンダルーから人間達が攻めて来ると知らされたグール達は当然「人間を迎え撃つ！」といきり立った。

				「我等は強くなった！　人間が何百人来ても負けはしない！」

				　勇ましく拳を突き上げるヴィガロの意見に、多くのグールが賛同した。彼らはオークとの戦いでレベルを上げ、ランクアップしている者も少なくない。

				　確かに、以前と比べてグール達の戦力は大幅に増強されている。しかし……。

				「すみません、ヴィガロ。俺達は勝てません」

				　だがヴァンダルーは人間に勝てないと言い切った。

				「何故だっ!?」

				「キング、俺達は強い！　人間に負けない！」

				「お前が居れば勝てる！　何故勝てないと言う!?」

				「私達と一緒に戦ってよ！」

				　口々に言うグール達の言葉に、ヴァンダルーは言葉を選びながら答えた。

				「はい、俺達は強くなりました。同じ数の人間が来ても、まず勝てます。でも、人間はオークと違い俺達を倒すための準備を整えて、俺達を殺すために魔境の外からやって来ます。今度は、俺達が攻められる側です」

				　ブゴガンの集落を襲撃した時のように、奇襲出来ない。

				　人間達は数を揃え、質の高い戦力も加えてやって来る。

				「そして、俺達を倒すまで何度でもやって来ます。最初の討伐隊を倒したら次が、次を倒したら更にその次が。何度でもやって来ます」

				　最初の討伐隊を無事撃退しても、ミルグ盾国は「そんな危険な魔物の群れを放置する事は出来ん」と第二次討伐隊を差し向けて来るに違いない。

				　これが人間同士の争いなら落としどころを見つけるなりして争いを収めようとする動きも生まれるだろうが、人間にとってグールは魔物だ。しかも、この魔境は町から三日ほどの距離しかない。妥協はしないだろう。

				　そしてミルグ盾国自体をどうにかしない限り、止まる事は……いや、ミルグ盾国が疲弊する前に宗主国のアミッド帝国が出て来るだろうから、ヴァンダルー達にとって際限が無いのと一緒だろう。

				「坊やの言う通りじゃ。元々人間達はノーブルオークを討伐するために戦力を集めていたようじゃから、坊やが倒したノーブルオークの頭を倒せるような冒険者や騎士を、何人か用意しているのじゃろう」

				「むぅ……」

				　ザディリスの意見に、ヴィガロはグルグルと唸りながら黙り込んだ。

				　だが、ヴィガロの主戦論を封じ込めたザディリスにしてもその表情には悔しさが滲んでいる。当然だ、折角ノーブルオークから一族を守り抜いたばかりなのだから。

				　しかも、彼女達グールは人間の町を襲おうなんて考えてもいない。今まで通りこの魔境で生活出来ればそれで十分なのだ。

				　それなのに人間は「危険だから」と皆殺しにしようと討伐隊を送り込んでくるというのだ。彼女達から見れば、理不尽極まりない話である。

				　そしてヴァンダルーも表情には出ていないが、忸怩たる思いがあった。家族同然に想っているザディリス達の、自分を慕うグール達の望みを叶えられない事が、堪らなく悔しかった。

				　堅牢な砦を何十も築ければ、魔境全体を覆う石壁を建てられれば、何千というゴーレムの軍勢を揃えられれば、この魔境を守れるのに。

				「それに、俺達には守らなければならない人達が居ます」

				　助けたばかりの女達の殆どが孕まされていて、とても戦うどころでは無い。

				　勿論ビルデ達グールの子を宿した妊婦達もいる。

				　彼女達を危険に晒す事を、誰も望まない。

				「はぁ……私達の望みは、一族の存続。多くの犠牲を出して僅かな数しか生き残らない勝利よりも、一人でも多く生き延びるための敗北を選ぶべきですわね」

				　ため息をついた後のタレアの言葉で、グール達の主戦論は完全に鎮まった。

				　内心では戦いたいと思っている者も少なくないが、ザディリスが諭し、ヴィガロが押し黙り、タレアが納得した。

				　この状況では実力主義が根付いたグールでは、異論を唱えられず納得するしかなかったのだ。

				「しかし、これからどうしますの？　隠れるのは無理でしょうし、逃げるにしても……」

				　グールには魔境が必要だ。魔境の外ではグールの生殖能力は更に低下するし、この人数を養えるだけの獲物が獲れない。

				　まさかいきなり土地を耕して農業を始めるのも不可能だろうし。

				「逃げる先に、心当たりがあります、ちょっと遠いですけど」

				　だが、ヴァンダルーが以前ノーブルオークを倒せなかった場合等を考えて放った虫アンデッドが見つけた魔境の事を説明すると、逃げる先をどうするかという最大の問題が解決したのだった。

				　目的地は、西側の境界山脈を超えた先に在る廃墟の魔境。虫の視界では詳細には見えないが、大きな都市でグール達が住みつくには十分な広さがある。

				　何より、魔境にアンデッドが出現する事が分かったのが朗報だった。アンデッドなら、ヴァンダルーの【死属性魅了】でそのまま味方に出来るからだ。

				　そうとわかれば話は早いと、グール達は早速大移動の準備を始めた。

				「ウオオオオオオオオオッ！」

				　まず、魔境に生息するエントを絶滅させる勢いで伐採。そして集めた木材でヴァンダルーが次から次に馬車を、カースキャリッジを作る。

				『後輩が大勢出来ましたな』

				　宿らせた霊は数日前に大量に殺したオーク等だから、【精密駆動】等のスキルは持っていないが今は頑丈で自力で動ける荷台が作れれば、それで十分。

				　そして女冒険者達のグール化が完了したら、まだ新しい身体に慣れていない彼女達と身重の女達を乗せて魔境を出たのだった。

				　山脈側に密偵が居ないのはレムルースや虫アンデッドで確認済みだったので、特に慌ただしくも無い出発だった。

				

				　　　　　　　

				

				　そして密林魔境から出て、一か月以上たった四月。

				　ヴァンダルーはグール達の先頭グループでサムの荷台に腰かけていた。

				　険しい道のりだが、旅は三つの問題以外順調に進んでいる。

				「意外と山脈も大したことないな」

				「しっかり毛皮を着込んでおいて言う事か」

				　高い山脈を越えるための防寒具は、密林魔境で狩って来た魔物の毛皮で間に合わせた。

				　グールは人間よりもずっと頑丈に出来ているから、高山病にも殆どかからない。

				　魔境から出た事で活力的なものがやや下がっているが、それもヴァンダルーの【眷属強化】で補える。なので、地球の登山家が見れば「そんな装備で大丈夫か？」と聞きたくなるような装備でも、「問題無い」と胸を張って答えられる。

				　そして装備や物資より問題になりそうなのが道だ。馬車が通るどころか、地球なら登山家が命がけで登るような急斜面や崖が頻繁に存在する。

				「坊や、道を頼む」

				「はーい」

				　しかし、ヴァンダルーが魔力を切らさない限り、やはり問題にならない。

				　山肌をゴーレムにした後【ゴーレム錬成】で馬車が通れる道を作ればいいのだ。道が細いなら山肌を削って太くし、切り立った崖にはトンネルを掘る。

				　最初はこの【ゴーレム錬成】と魔力の力押しで、山脈を越えるのではなくトンネルを掘ってショートカットする案もあったのだが、「流石に馬車が通れるトンネルは崩落の危険があるし、地下水脈とぶつかったら大変だから」と却下する事になった。


                			

	








			
				　そしてグール達が通って暫くすると、通った道は元通り細い道や険しい崖に戻る。もしかしたらミルグ盾国から密偵が派遣されるかもしれないと、心配したヴァンダルーが後を付けられないようにしているのだが、この処置は大正解だった。

				　実際パルパペック軍務卿がヴァンダルー達に約一か月遅れで放った密偵は、この数日後山脈の麓でこれ以上の追跡は不可能と判断して帰還したのだから。

				　では何が問題なのかというと……魔物からの襲撃、介護、そしてベビーラッシュだ。

				

				　　　　　　　

				

				　この山脈……正式名称は境界山脈というらしい。アミッド帝国とオルバウム選王国の境界ではなく、人間と魔物の世界の境界という意味なのだとか。その由来通り、この山脈はほぼ未踏の地でそこかしこに魔境が存在する。そのため、この規模で通りかかると魔物が獲物だと思って襲い掛かってくるのだ。

				　ただ、魔境を避けて道を作りながら進んでいるため、襲い掛かってくる魔物は魔境の外周部に生息している、その魔境でも弱い部類の魔物となる。

				「ハリネズミのような狼を倒したぞ！」

				「初めて見る魔物ね。美味しいのかしら？」

				「うまそう、うまそう」

				　その上、何百人ものグールに襲い掛かる危険が理解できない程知能の低い魔物なので、襲い掛かってくる端から返り討ちにされ、新鮮な血肉を食料として、毛皮を防寒具の材料として提供していた。

				　最近オーク肉も減って来たので、実に助かっている。

				　ただ、やはり大物が襲撃してくることも時々ある。

				「ワイバーンの群れだ！」

				　この日は、上空からワイバーンの襲撃を受けた。前足が翼に成った、竜種の中で最も下位の魔物で他のドラゴンと比べて知能が低いため、亜竜と呼ぶべきではないかと学者たちが論争している。

				　ブレスを吐いたり魔術を使ったりはしないが飛行能力に優れ、鋭い牙と爪を見た目通りの威力で振り回すランク５の魔物だ。

				　翼さえ封じればランク４相当だといわれているが、ここは標高二千メートル以上（推定）の山脈だ。どう考えても地の利は向こうにある。

				　更に知能が低いとはいえ動物としては頭が良い部類なので、ちゃんと襲撃前に仲間を集めて群れでやって来て、狙うのも行列の最後尾や、守りの薄い所なので中々厄介だ。

				　今回の群れは五頭。中々難儀な数である。

				「ガアアアアア！」

				　グール独自の戦闘言語による号令で、戦士達が一斉に矢を放ち、女達がそれぞれ攻撃魔術を放つ。

				　しかし生活していたのが密林で、しかも獲物がこちらを餌にしようと接近して来る魔物ばかりだったグール達は、実は遠距離攻撃力が、比較的低い。

				　バスディアを含めて【弓術】スキルを持っているグールも少なくないが、あまりレベルが高くないのだ。

				「グエエエエエエエ！」

				「ギャオオオオオオオン！」

				　そんな時頼りになるのが、ランク４のスペクターバードにランクアップした骨鳥だ。

				　ランク４に成長し、【眷属強化】スキルで強化された骨鳥は、ワイバーンでも油断できる相手では無い。それを本能的に察したのか、五頭の内二頭が骨鳥に向かって行った。一頭で抑えるよりも、二頭で手早く倒す事にしたのだろう。

				　動きを止めたら機動力という最大の強みを無くしてしまうので、それで正解だ。

				　しかし……。

				『シャアアアアアアアアアア』

				　獲物や骨鳥に気を取られたワイバーン達に近づいた、透明な使い魔『レムルース』が消滅と共に強烈な殺気を放った。

				「ギャオ!?」

				「ギュギイイ!?」

				　野生の生存本能を刺激する殺気に、ワイバーンは混乱した。五頭中三頭は即座に身を翻して逃げ出そうとし、二頭は動きを鈍らせた。

				「あの二匹だ！」

				「ニクウウウウウウ！」

				　動きが鈍った二頭に、矢と魔術が殺到する。機動力を奪われたワイバーンはただの的に過ぎず、鱗もグール達の怪力で放たれた矢や魔術を防ぐほど強固では無い。

				　更に逃げる事を優先し無防備な後姿を見せたワイバーンに、骨鳥が霊体の翼を射出し鉤爪で首を切り刻む。

				「ギャオオオオオオオオォォ……」

				　山肌に三頭目が墜落し、残り二頭は更に焦って逃げて行く。それに向かってヴァンダルーは手を向けたが、結局何もせずに手を降ろした。

				「ヴァンは魔力を節約しなければならないから、レムルースを使ってくれるだけで十分だ」

				『この大移動は、坊ちゃんが倒れると詰みますからな。御自愛ください』

				「うん、分かってる」

				　死属性の魔力で揚力は消せるのか否か試してみようかと思ったようだが、道を作るヴァンダルーが魔力切れで倒れると回復するまで進めないし、その状態で崖崩れでも起きたら大変だ。なのでこの山脈越えの間、ヴァンダルーは普段よりもずっと魔力の量を気にしなければならない。

				　大自然の前には、一億と一千万少々の魔力でも足りないのだ。

				「それに、お肉はもう十分だと思うわ」

				　馬車の荷台から若い女グールが顔を出して言った通り、三頭のワイバーンはグール達の今日の疲れと飢えを癒す、十分な糧に成ってくれる。最下級とはいえ竜種なので肉は美味くて滋養があり、内臓は錬金術の素材にもなるがそのまま食べれば精が付く。

				　更に鱗や骨、皮膜は防具、牙や爪は武器の材料に成る。

				「でも五頭の内三頭も倒しちゃうなんて……冒険者ギルドに持って行ったら暫く遊んで暮らせるわよ」

				「カチアさんなら出来ますか？」

				「無理。一頭でも御免だわ」

				　そう言って首を振るカチアは、ブボービオに捕まり彼の所有物にされた女冒険者だったグールだ。ノーブルオークは個体としての力が強い分オーク程繁殖力が高くないので、幸いな事に妊娠せずにバスディア達に助けられ、グール化の儀式を受けた。

				「どうせギルドではあたし達は死人扱いだろうし、魔物に慰み者にされた女扱いを受けるよりもいっそ、グールに成った方がマシよ。どうせ家族もいないし」

				　当時は精神的に壊れていたが、最近はそう言えるほどには回復していた。ただ、それでも軽度の男性恐怖症があるらしく、それで彼女はサムの荷台に乗っている。

				　ヴァンダルーは子供で、サムはアンデッドだから大丈夫らしい。

				　ワイバーンを解体するために足を止め、上空を骨鳥とレムルースに見張らせる。

				　こういう厄介な襲撃が一日一回はあるのが、この山脈越えの過酷さを表している。並の冒険者なら数日ともたないだろう。

				　ヴァンダルーだって魔力と高山病を防ぐ【状態異常耐性】スキルが無ければ、とても持たなかったはずだ。

				　だが、魔物の襲撃は新鮮な食料を得る機会でもある。

				　しかし次の問題は複雑だ。

				「ぎゃっ、……ぎゃぁあああ！」

				「うー、キャウゥンッ！」

				　足を止めた馬車から、ヨチヨチ歩きの黒いゴブリンの子供が降りようとして転んで泣きだし、それに驚いた黒いコボルトの子供も泣きだす。

				「あ、コラっ、ダメでしょ、馬車から出ちゃ」

				「何？　お腹すいたの？　食いしん坊だねぇ」

				　ゴブリンとコボルトの子供をそれぞれ別の女グールが抱き上げると、授乳を始めた。そう、彼女達はあのゴブリンとコボルトの母親だ。

				　ヴァンダルー達がノーブルオークの集落を襲撃し、助け出したグールの女達の多くは妊娠していた。まあ、そのために彼女達は囚われていたので、当然といえば当然だ。

				　そのためヴァンダルーはそれとなく、死属性魔術で体が受ける影響を最低限に抑えた堕胎が可能だと伝えたのだが、何と彼女達はその申し出を拒否したのだ。

				「産まれた時から儂らが世話をすれば、儂らに従うようになるからの」

				　そう言う事らしい。平時は態々自分の胎を使ってまでゴブリンやオークの子供を手に入れるような真似はしないが、このような非常時では失った群れの数を間に合わせるため堕胎しないらしい。

				　囚われていた女グールの群れは男が全滅しているので、その分の労働力を補おうというのだろう。

				　因みに、産まれたゴブリンやコボルト、オークの子供達は全員肌や毛皮が黒かった。通常ならゴブリンの肌は緑で、オークの肌は薄いピンク。コボルトの毛皮は黒の場合もあるが、それでも全て黒なのは妙だ。

				　その原因は、推測だがヴァンダルーの魔力だろう。

				　魔境を出た事で折角産むと決めた胎児に影響があってはいけないと、ヴァンダルーは妊婦達が魔境と同じ環境で休めるようにと、濃密な魔力を彼女達と胎児に【魔力譲渡】で与えていた。

				　その結果、胎児は魔境と同じペースですくすくと成長し、元気に産まれて来た。何故か黒くなって。

				　別にそれが悪い訳じゃないし、不吉だ何だと文句を付けるつもりも無い。しかし念のために【鑑定】で調べてみると──

				【ブラックゴブリンの赤子】

				【アヌビスの赤子】

				【オーカスの赤子】

				　と、ゴブリンとコボルトとオークの赤ん坊は表示された。

				　何故か新種だった。

				「これはどういう事だろう？　教えてダーウィン先生」

				「それは誰だ、ヴァン？　オリジンという世界にいた酷い科学者か？」

				「いえ、異世界のとても偉い昔の人です」

				　新種の魔物をうっかり作り出してしまったヴァンダルーは遠い眼差しで天を仰いだが、幾らなんでも聞く相手を間違っているだろう。

				「まあ、いいんじゃないかの？　普通のゴブリンより賢そうじゃし、普通のコボルトより力が強そうじゃし、普通のオークより大人しそうじゃ」

				「気にするな、男は女達が産んだ子を鍛えさえすればいい。我はそうだった」

				「ああ、私もヴィガロには鍛えられた事しかないぞ」

				　ザディリスは新種が産まれた事も深く気にしてはおらず、ヴィガロとバスディアはグールの男と子供の関係を教えて、気にしない方がいいぞと助言する。

				　まあ、実際気にしても今更どうにもならない問題なのだが。もう、妊婦全員に魔力は譲渡してしまったし。

				『思い出すわぁ、ヴァンダルーにもああやってお乳をあげたのよね。最初は少し遠慮して、でもすぐ夢中になって飲んでたっけ……』

				「あ、あのっ？　この子急に悶え始めたんだけど!?」

				『大丈夫ですよ、ダルシア様が坊ちゃんに母乳をあげていた頃の事を思い出して、それを聞いた坊ちゃんが耐えきれずに悶えているだけですから』

				『坊ちゃん、坊ちゃんはまだ子供なんだから照れなくていいんですよ、自信を持ってください』

				　ダルシアが見えないカチアが突然声も無く悶え始めたヴァンダルーに驚くが、姿が見えるリタとサリアにとってはもう日常の一風景である。

				　カチアと同じようにダルシアが見えないはずのザディリス達も、もう驚きもしない。

				　そう、ベビーラッシュの問題とは、ダルシアが当時の事を思い出す事でヴァンダルーの羞恥心が刺激されて耐えられず、苦しむ事だったのだ！

				　ただそのベビーラッシュももうすぐ終わる。流石魔物の繁殖力というべきか、もうすぐ囚われていた女グール達の出産は終わる。それから一月もすれば、成長の早い魔物の子供達は乳離れを迎える事だろう。

				「ヴァンダルー、お腹の子が男の子だったら本当に名前貰ってもいい？　濁点が二つで、丁度縁起がいいのよね」

				　妊娠約七か月の大きなお腹のビルデを見れば分かる通り、その後ビルデ達グールの子を妊娠した女グール十人のお産が待っているのだが。

				　因みに、グールの成長ペースは人間と同じらしい。

				「これ、少子化問題が解決したら年単位で続くのか……」

				　霊のダルシアは記憶力が壊れているので、きっかけがあれば同じ話を何度でも繰り返してしまう。もう、自分が慣れるしかないのかと、ヴァンダルーの目は益々遠くなった。

				　そして最後の問題の介護とは、魔境を出た事で体調を崩したグール達の世話だ。病気に成らない様にして、気を配っている。特に弱っているのはタレアだ。

				「うう、申し訳ありませんわ、ヴァン様」

				　思わず「それは言わない約束でしょ、おとっつぁん」と返したくなるくらい、タレアは老け込んでいた。

				　魔境に居る間はとても元気だったのだ。住処を移すのにも乗り気だったのだが、魔境を出ると急に体も心も弱ってしまった。

				「情けないのぉ、元気を出さんか」

				「くぅっ、私よりも老齢の筈のあなたが元気いっぱいなのが不自然なのですわっ」

				　やはり寄る年波に原因があるらしい。しかし、ザディリスはヴァンダルーによって十代半ばの、見た目通りの年齢に【若化】されている。グールの種族的な特性で、見た目は変わらないため誰も気がつかないが。

				「けほけほっ、折角ワイバーンの素材が手に入りましたのに。人間だった頃少し触っただけの、憧れの素材でしたのにぃ」

				「新しい魔境に着いたら、すぐ元気に成って武具を作れるようになりますよ」

				　そう慰めながら背中を摩り、タレアに死相が見えないかどうか確かめるヴァンダルーは、いよいよと成ったら彼女にも【若化】を使うつもりだった。

				　変な噂が流れるぐらいでタレアが元気に成るなら安い物だ。

				「ありがとうございます、ヴァン様。でも私だけでは無く、あの子も見てあげないと」

				　そうタレアが指すのは、すぐ近くで横に成っているライフデッドだ。ルチリアーノが放棄したライフデッドは、鼓動と呼吸以外の行動を一切しない、まさに生ける屍の状態であるため他人が世話をする必要がある。

				　ライフデッドは魂が無いという意味でアンデッドの一種だが、身体は生きているので食事を取らなければ餓死するし、不衛生にしていれば病気にかかるし、寝かせたまま放置しておくと床ずれを起こす。

				　いくら魂が無くてもそんな扱いをするのは見ている側の心によくないし、そのライフデッドの体内に宿る胎児に悪影響を与えかねない。

				　ライフデッドの中にはノーブルオークブゴガンが孕ませ、その後ヴァンダルーが魔物の因子を薄くし、ライフデッドにされた死体の霊を宿らせた胎児が今も育っている。

				　確か妊娠二か月程だが、既に若干お腹が膨らんでいるように見えるのは残ったノーブルオークの因子が原因か。

				「……まあ、ワイバーンの解体にはしばらくかかるだろうし」

				　よっこいせと、ヴァンダルーはライフデッドを敷物ごとタレアの隣に運んだ。細い手足の何処にこんな力がとカチアが声も無く驚いているが、彼も【怪力】のスキルを持っている。既に筋力は平均的な成人男性を上回っているため、これくらいは魔術を使うまでも無い。

				　周りにいるのが生まれつき【怪力】スキルを持っているグールと、アンデッドばかりだったためつい二か月前まで人間だったカチアぐらいしか驚かないだけだ。

				「今日は何を話そう……そうだ、これから行く魔境で何をするのかにしよう」

				　そしてカチアが驚いている事に気がつかないまま、ヴァンダルーはライフデッドに、正確にはお腹の胎児に話しかけた。

				　地球のテレビ番組で、胎児に話しかけると胎教に良いとやっていたからだ。確か、天才はいかにして産まれたかという、海外のドキュメンタリーだったと思う。

				　地球でヴァンダルーに異常なほど贅沢を禁止した伯父だが、彼の基準で贅沢では無い事には妙に寛容だった。お蔭で常にでは無いがテレビも見られたし、ネットもする事が出来た。……その基準も日々変動したので当時から油断できなかったので、感謝の念は欠片も湧かないが。

				　魔境に着いたら廃墟に成っている町の一部を修理して、肉が美味い魔獣を探して、後公衆浴場の跡があったら修理して湯船に浸かりたいとか、今度こそ胡桃やドングリを発酵させて味噌っぽい物を作りたいとか、そんな前世以前の恨みは出さずに明るい将来の展望を語り始める。語り過ぎて異世界の知識が洩れていて、カチアが「み、ミソ？」と小首を傾げているが、やはり気がつかなかった。

				「なんだかこうしていると、私達まるで家族のようですわね」

				「……どんな家族構成なのよ」

				　微笑みながらそう言うタレアにカチアが突っ込みを入れる。パッと見て三人とも種族が異なるのが分かるが、それを無視すれば、『身重の母ライフデッドを見守る姉タレアと歳の離れた弟ヴァンダルー』だろうか。

				「む、タレアめ、私に先んじてヴァンと家族とは」

				「はっはっは、気にするな。きっと坊やの祖母にでもなったつもりなのじゃろう」

				「聞こえていますわよっ！　うう、ヴァン様、私より三十以上も上のザディリスが苛めますの〜」

				「はいはい、皆家族ですよー」

				　こうしてヴァンダルー達の山脈越えは、彼の魔力管理をしっかりしたお蔭で順調に進んでいた。

				

				《土木スキルを獲得しました！》

				

				　　　　　　　

				

				　五月の半ばを過ぎ、地球なら人々がゴールデンウィークを楽しく過ごし終わって、その余韻も抜けて来た頃、ヴァンダルー達は山脈を越え目的の廃墟魔境の前に辿り着いた。

				　廃墟魔境がある山脈と山脈の間は盆地に成っていて、横断するのに歩きだと三日くらいかかりそうだ。きっと、廃墟に人がいた時はここに田畑が広がっていたのだろう。

				「ここまで来るのに約三か月。オルバウム選王国に行くには、もう一度超えなければならないから更に三ヶ月かかるとして……ミルグ盾国が討伐隊を派遣してこなくても、途中で一年ぐらいは過ごしたかも」

				「いや、ヴァンダルーとサム達だけなら、もっと早かったと思うぞ」

				　もうすぐ三歳に成るヴァンダルーは、まだ遠いオルバウム選王国への道のりを想ってまだまだ大変だなと息を吐いた。

				　そしてこれからが本番だと気合を入れ直す。

				　これからこの廃墟魔境に入り、グール達が暮らせるように皆と協力して頑張らなければならないのだ。

				　そうしてヴァンダルーが見上げた廃墟魔境は、見ただけで新人冒険者なら怖気づきそうな異様を晒していた。

				　高く堅牢だった石作りの城壁は所々崩れ、若しくは樹木に浸食されている。その向こうに見えるかつての町には幾つもの廃墟がその無残な姿を晒していた。

				　そして未だに高くそびえる白い城は、何処か白骨死体を連想させた。

				　しかしそれ以上に不気味なのは、人のいない廃墟でありながら濃密な気配が漂っている事か。風も無いのに木々のざわめきが聞こえ、耳障りな鳴き声が響く。

				　それらの音を出している存在が、生物であるとは限らない事を考えれば背筋も凍る。

				　この廃墟魔境には確実にザディリスやダルシアにとっても未知の魔物が何種類も存在する。そしてその中のいくつかは高ランクの魔物かもしれない。

				　アンデッドが多いのは確認したが、それが全てとは限らない。もしかしたら、ドラゴンが生息しているかもしれないし、危険なダンジョンが発生しているかもしれない。

				　そんな場所でこれからグール達が暮らせるように、集落を作り食料や物資の供給源を見つけなければならない。

				　一応虫アンデッドを使って偵察はしてあるが、やはり虫の複眼を通して見たのでは分からない事も多いし、魔物に潰されたのか突然反応が無くなる虫アンデッドも居た。

				　これから自分の目と耳で、危険な未知の世界に挑まなければならないのだ。

				「ワクワクしてきた」

				　未知への冒険は、ヴァンダルーを怖気づかせるどころか胸を高鳴らせた。

				　地球、オリジンと狭い世界を生きていた彼は、未知の土地を訪れる度に楽しみを見出してきた。討伐隊から逃げる為というここに辿り着いた経緯は気に入らないが、それでも目の前に広がる新しい世界が色褪せる訳では無い。

				「では……今日は廃墟からやや離れて野営という事で」

				「皆よ、野営の準備にかかるぞ！」

				「見張りを立てろ！　魔境の近くだ、油断するな！」

				　っと、野営の準備に取り掛かる一向。

				　未知の冒険が待っているからこそ、体調と魔力は万全にしておくに限るのだ。

				　因みに、ベビーラッシュを終えた一行は六百人に迫る数に成っていた。

				　オークは一回の出産で基本的に一人しか産まれないが、ゴブリンやコボルトは一回の出産で三つ子が産まれるのが基本で、それは他種族の女の胎を借りても同じだったからだ。

				　そして産まれたブラックゴブリンは約五十匹、アヌビスは約百匹、オーカスは約六十匹。

				　既に全体の数だけならブゴガンの集落を超える勢力に成りつつある。

				「きんぐ、べんきょうおしえろ」

				「きんぐ、きんぐ、ヘンなホネひろった！　やるっ！」

				「ふご？　きんぐ、ちぢんだ？」

				　そして生まれた子供達は死属性の魔力を胎児の頃から受けていた影響か、それとも単に親に倣っているのか、ヴァンダルーに懐いていた。

				　それはヴァンダルーも嬉しいのだが……

				「貴族とグールキングの兼業って出来るかな」

				　生後二か月ほどなのに既に自分より大きく成長したオーカスを見上げて、そう呟くヴァンダルーだった。

				

				
				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：二歳十一か月

				　二つ名：グールキング

				　ジョブ：無し

				　レベル：１００

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：４８

				　魔　力：１１３８０７９０４

				　力　　：４２

				　敏　捷：１７

				　体　力：４７

				　知　力：８９

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル３】

				　【状態異常耐性：レベル４】【魔術耐性：レベル１】【闇視】【精神汚染：レベル１０】

				　【死属性魅了：レベル３】【詠唱破棄：レベル１】【眷属強化：レベル４（ＵＰ！）】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル３】【ゴーレム錬成：レベル３】

				　【無属性魔術：レベル１】【魔術制御：レベル１】【霊体：レベル１】

				　【大工：レベル１（ＮＥＷ！）】【土木：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

				

				《了》


                			

	








			
				　木こりの朝は早いのかもしれない。

				「バスディア、もう日が沈んだぞ。そろそろ野営しよう」

				「昼に十分寝ただろう。次休むのは日が昇り始めてからだ」

				　しかし、バスディア達は昼夜の区別無く密林魔境を進んでいた。彼女達も木こりと同じように伐採する木を探し求めていた。

				『もうお腹が減ったんですか？　私はまだまだ平気ですよ』

				　そう言うリタに、若いグールは「お前の腹は最初からがらんどうだろう」とツッコミを入れる気力も無いのか、すぐ周囲に視線を向けた。

				「中々ないな。見つかっても、私の背より低い幼木ばかりだ」

				　そう不満げに漏らすバスディアが歩き去った後には、まっすぐ伸びた太い樹木が何本も生えていた。巨大な柱でも一枚板でも、何にでも加工できるだろう大木だ。

				　しかしバスディア達は見向きもしない。

				「ん、あれは……」

				　彼女が注目したのは、背後の大木よりも長さも太さも劣る中くらいの樹だった。彼女は腰につるしてある袋から小石を取り出すと、それを樹に向かって投げつける。

				「ぎいいぃっ」

				　当然小石は樹の幹に当たって弾かれたが、何と直後に樹が枝を振り回し、根を足のようにして動き始めたのだ。

				「エントだ！　武器を構えろ、切り倒すぞ！」

				『腰より低い所を攻撃するんでしたね』

				　だがバスディアとリタは樹の、エントの威嚇に臆することなくそれぞれの得物を振り上げ獰猛に襲い掛かったのだった。

				　そう、彼女達が求めていたのはただの樹ではない。木の魔物であるエントだったのである。

				　この密林魔境を捨て、東の境界山脈を越えて新天地に赴く事になったグール達は、その為の移動手段として大量の馬車を作らなくてはならず、その材料として鉄のように硬いエントが必要だった。

				　ブゴガンの集落跡から回収した分だけでは足りない。そのため、バスディアやヴィガロはそれぞれ十人程に分かれ、エント狩りに出ているのである。

				　そうして見つけたエントは、バスディアの斧やリタのグレイブを何度も交互に叩きつけられ、半ば以上幹を切断され、樹が軋むような断末魔の悲鳴を上げると動かなくなった。

				「このまま切り倒すぞ！」

				　鉄のように硬いエントの身体も、死んで動かなくなれば少しは楽に切り倒す事が出来た。そして運ぶのに邪魔な枝を落し、縄で縛って引きずって持ち帰るのである。

				「よし、今回はこれで一旦集落に戻るぞ！　……ふぅ、サムのありがたみが分かるな」

				『父さんはザディリスさん達の組ですからね』

				　圧倒的な運搬力を誇るサムは、ザディリスと同じ組に分かれていた。同じように、リタの姉のサリアもヴィガロと同じ組に分かれている。

				『グロロ？』

				「すまん骨熊、骨狼。お前達のお蔭で助かっているよ」

				　そのサムの代わりに斬り倒したエントの運搬を主に行っているのが、骨熊と骨狼のロトンビースト達だ。既にそれぞれ一本ずつ丸太を引きずっている。

				　疲れを知らず生前以上の獣の怪力を誇り、人の言葉を理解する彼等は労働力として優秀だ。

				『とりあえず、この一本は私が運びますね。バスディアさん達は、周囲の警戒をお願いします』

				　そしてリビングビキニアーマーのリタも、そうは見えないが【怪力】スキルを持っている。

				「ああ、頼む。私達の場合は疲労が溜まるからな。ふぅ、こういう時はお前達が羨ましくなるぞ」

				　汗が浮かんだ額を腕で拭ってそう言うバスディアや、他のグール達も力事態はリタ達に劣らないのだが、流石に休みなく丸太を運ぶ事は出来なかった。

				『疲れないとは言っても、武技を使った分魔力は減るんですよ。それに、私はバスディアさんの方が羨ましいです』

				　リタはそう言いながら、バスディアの胸に注目していた。豊かな膨らみが作る深い谷間に、汗の水溜りが出来ている。対して、彼女のビキニ型の胸当ての内側は何も無い。当然だが。

				『いいえっ、きっといつか父さんの様に霊体の身体を、このビキニアーマーの似合う様なセクシーバディを出せるようになります！　そのためにも、このエント集め勝負は負けられません！　行きましょう、皆さん！』

				　力強い足取りで丸太を引きずって行くリタを追い掛けながら、バスディア達は囁き合った。

				「そんな趣旨の勝負だったか？」

				「確か、違うと思う」

				　別れて必要なエントを狩って集める事になったバスディア達だが、何時の間にかどの組が最も大量にエントを集められるかという勝負になっていた。

				　きっかけは、誰かが「自分の組が一番多くエントを狩って来られる」と言い出したという些細な事だった。

				　しかし生き延びるために故郷から逃げなければならない不安やストレスからグール達が逃避するためには、丁度良いイベントだったため、そのままの勢いで話が進んだのである。

				「考えてみれば勝っても負けても何も無いし、ルールも曖昧だ。ただ、気晴らしには本当に丁度良い」

				『グロォ？』

				「オーク達がほぼ全滅した今、私達の命を脅かす強敵はまずいない。今この魔境で最強なのはヴァンダルー、次はヴィガロだろう。危険が少ないから、はしゃいでも大丈夫という訳だ」

				『獲物が普段あまり狩らないエントなのも、新鮮ですしね』

				　エントは木材として有用で、葉や根は薬の材料になる。そして樹液は、精製すれば甘味料に出来る。

				　だがグール達の生活では木材の需要は低く、彼女達が加工できる薬の数は限られる。更にこの密林魔境のエントの樹液は、甘味料の材料には向いていない。

				　そのため、普段はあまり需要が無かったのである。

				「普通に使う分には、わざわざエントを探さなくてもその辺りの樹で十分だからな。精々、盾を作るぐらいだ」

				『タレアさんは沢山持っていましたね、扇とか、玉座に加工していましたし』

				「あれは趣味の産物らしいぞ」

				　エントは鉄のように硬いので、その分加工し難いという欠点があった。タレアの技術でも、細やかな装飾を施すのは簡単では無く、幾つも作れるものでは無いのだ。粘土細工のように形を変えられるのは、【ゴーレム錬成】スキルを持つヴァンダルーぐらいである。

				　バスディア達は朝方に休憩を挟んで、その日の昼前には集落が見える場所まで戻ってくる事が出来た。道中は何事も無く、こうして雑談が出来る程平和だ。

				「だが、エント狩りもこれで終わりだな。時間はまだあるが……」

				『肝心のエントがいませんからね』

				　元々ブゴガン達が大量に伐採していたのに、更にバスディア達が乱獲した事で密林魔境全体のエントの数が激減しているのだ。

				　遠くまで念入りに探せば、まだ十分な大きさのエントが見つかるかもしれない。しかし、そろそろ馬車にするのに必要な量に達している頃だ。

				「皆、今までよくついて来てくれた！　結果はどうなるか分からないが、私達は全力で戦った。それをお互いに称えよう！」

				　バスディアがそう言って拳を天に向かって突き上げると、リタやグール達の歓声が上がった。勝敗に拘らない、爽やかな光景がそこにあった。

				

				　しかし、結果は結果として出しておこうとバスディア達は集落に入ると集計場に向かった。

				「お帰りなさい。それでは計量しますね」

				「並が二本に、ちょっと小さめなのが一本の計三本ですわね。まあ、中々の結果ですわ」

				　集計係はタレアを始めとしたグールの職能班と、今現在この魔境で最強の筈のヴァンダルーであった。彼は移住の準備をしなければならないため、この集落から離れられなかったのである。それが無くても彼の【魔力弾】では、エントを伐採では無く爆砕してしまう可能性があるので、エント狩りには向いていない。

				　実際には無数の欠片に砕けても【ゴーレム錬成】スキルを使えば、粘土のように纏めて一本の丸太に戻す事も可能だ。しかしヴァンダルーが参加すると、皆彼と同じ組になりたがるので勝負そのものが成立しなくなってしまう。

				　ヴァンダルーが勝負に参加していない事が、これがグール達にとって一種の遊びである事を表しているのである。

				「ヴァン、やはりそろそろ終わりか？」

				　バスディアが集落を見回すと、他の組のグール達や丸太を運搬していたカースキャリッジ達がそれぞれ談笑していた。その中にはヴィガロやザディリスの姿もある。

				「はい。十分な量が揃いましたし、丁度皆戻って来ていますからね」

				「あなた達が最後ですわよ。昼過ぎまでに戻らないようなら、骨鳥が探しに行くところでしたわ」

				　どうやらバスディア達が持ち帰った分の計量が終わり次第、結果発表のようだ。

				（皆にはああ言ったが、やはり出来れば勝ちたいな）

				　そう思いながらライバル達の様子を伺うバスディアだが、彼等が持ち帰ったエントは計量が済んだらヴァンダルーがすぐに馬車にしてしまうため、彼等の成績は見ただけではわからない。

				　だが、優勝候補筆頭であるヴィガロは見るからに自信がありそうだった。他のグール達が浮足立っているのに、彼はどっしりと腰を降ろし、腕を組んで瞑想でもしているかのように目を閉じている。

				「ぐおぉぉぉ……ぐごおぉぉぉ……」

				　そして、耳を澄ますと聞こえる程度の大きさでイビキをかいていた。

				「ね、寝ているのか!?」

				『はい。止めたんですけど、絶対優勝したいからって自分でも丸太を三本も引いて……両腕も使って全力を振り絞ってここまで戻って来たんですよ』

				　ヴィガロと同じ組だったサリアが、眠ったままピクリとも動かない彼の代わりに答えた。

				『そこまで必死にならなくても、順当に行けばヴィガロさん達が勝ったでしょうに』

				『どうも、ランクアップして上がった身体能力を試したかったみたいです。それで、そのまま力尽きてしまったと』

				「……ヴィガロ、子供か」

				　どうやらヴィガロは自分の力を過信して、はしゃぎ過ぎてしまったようだ。

				『母さんも、男の人は何時まで経っても大人になれないと言っていましたね。

				　そうだ。リタ、そっちは大丈夫だった？　私達はエントが怯えて普通の樹の演技をしてやり過ごそうとして大変ったの』

				『エントがそんな事をするんですか!?』

				『そうなのよ。私達が石を何回か投げてもじっと動かないの』

				「それは、多分ヴィガロを恐れていたからだろうな」

				　密林魔境で現在二番目の実力を持つヴィガロは、ランク３でしかないエントにとって恐ろしい外敵である。石を投げつけられても動けない程、恐怖で硬直していたのだろう。

				『なるほど。そうなると強くなるのも考えものですね』

				　どうやらヴィガロの疲労が濃くなったのは、そうしてエントが見つかり難かったからという理由もあるようだ。

				　バスディアはヴィガロから、彼に次ぐ優勝候補であり母親のザディリスに視線を向けた。彼女は食事の途中なのか、焼いた肉を刺した串を持っていた。

				「くぅ……くぅ……」

				「母さん、食事中に寝るなんて子供か？」

				「んっ？　いかん、何時の間にか寝てしまったようじゃな」

				　ヴィガロと違いすぐに目覚めたザディリスは、自分を半眼で見下ろす娘に「仕方ないじゃろう」と気まずそうに言った。

				「エントを斬り倒すのに、魔術を何度も使わなければならなかったからの。儂の組は戦士より魔術師の方が多い編成じゃったし」

				　ザディリスが使った魔術と、バスディア達が使った武技はどちらも使用する度に魔力を消費する。しかし、その消費量は魔術の方がずっと上だ。

				　そのため、ザディリスの身体は使い過ぎた魔力を回復するために睡眠を欲していたようだ。

				「皆さんっ、優勝者を発表しますわよ！」

				　集計が終わったのか、タレアがそう声を張り上げた。

				「ここでの生活も終わりか。旅と、その先に在る新天地での生活が楽しみだ」

				　実はグール達の中でもかなり若い方に入るバスディアは若干の寂しさと、未来への期待に胸を高鳴らせていた。

				　因みに、優勝はやはり順当にヴィガロ達の組だったが、バスディア達の組も二位という好成績を残したのだった。

				《特別収録／最初で最後のエント狩り大会・了》


                			

	
			
				あとがき

				

				

				　皆様、本作を手に取って頂きありがとうございます。初めての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。私、著者のデンスケと申します。

				　この二巻では一巻に続いてキャラクターも増え、ＷＥＢ版には未掲載のエピソードの掲載等、楽しんで頂ける内容に成っていると思います。ＷＥＢ版より活躍する場面が増えているキャラクターが何人もいるので、是非読んでみてください。

				

				　さて、一巻から読んで頂いている方はご存じだと思いますが主人公の不幸の原因の一つに、名前が有ります。自分と似た姓名の人物が同じフェリーに乗っていたのが、彼の不運でした。

				　そして私が執筆する時に筆が止る原因の一つ。それは、キャラクターの名前を考える事です。

				　似たような名前のキャラクターが複数いると、この巻に出てこないロドコルテと同じように私も混同してしまう。しかもこの作品のようなファンタジー作品だと、基本的に漢字を使わずカタカナだけで名前を考えなければならない。

				　そのためキャラクター名だけ纏めた表を作って、新しいキャラクターを出す時はそれを見ながら既存のキャラに名前を似ないように考えています。主人公の地球での名前である天宮博人とそれと間違われた雨宮寛人の二人は意図して名前を似せましたが、兄弟姉妹のキャラクターでない限りそれぐらいです。

				　しかしＷＥＢ版をご存知の方は知っての通り、それで尚似たような名前のキャラクターが何人かいたりします。

				　故意にではなく、設定して書いて「小説家になろう」に投稿した後、混同して間違えてそれを指摘されてからやっと気がついています。

				　この二巻の段階では名前が似ているキャラクターは出てきません。なのに、何故こんな事をあとがきで語って何を言いたいのかというと……そんなキャラクターが将来登場しますが、続刊を出せるように応援をぜひお願いします。

				

				　良し、今度は近所を徘徊しないでもしっかりあとがきが書けたぞ。では最後になりますが、謝辞で締めさせて頂きます。

				　忙しい中出版に尽力してくださった一二三書房、編集担当、素敵なイラストを描いてくださるばん！さん、この本の出版に関わった全ての方々。

				　そしてこの「四度目は嫌な死属性魔術師」を応援してくれている全ての読者の方々に、心からお礼を申し上げます。

				　それではまた、次巻で会える事を心から願っております。

				デンスケ

                			

	
			
				用 語 解 説

				

				・二つ名について

				　二つ名とは影響力のある人物や大多数の人々からそう呼ばれ、認識される事で獲得できる。他にも字名、異名、称号等とも呼ばれる。

				　具体的な効果は、二つ名を付けられた由来や意味に関係のあるスキルの習得やレベル上昇に対する補正が付き、スキルの効果が強化される。

				　【二つ名：グールキング効果】→意味

				

				・強制ジョブチェンジについて

				　罪を犯した罪人や奴隷に堕ちた者に施される特別な処置。ただし、これによって能力値が落ちたりスキルを喪ったりする事は無く、ステータス上の効果は当時就いていたジョブのレベルが上がらなくなるだけだ。

				　ただギルド等でステータスを確認する時必ず表示されるので、奴隷の逃亡を防ぐ効果がある。

				　しかしこれは二百年以上前に行われていた措置であり、現在では錬金術の発展により所有者しか外す事が出来ない首輪を嵌める事の方が主流となっている。

				

				・人物編

				　【タレア】→意味

				

				・モンスター編

				　【ブラッドキャリッジ】→意味

                　【ブラックゴブリン】→意味
	
                

				・スキル編

				　【眷属強化】→意味

				　【状態異常耐性】→意味

                			

	
			
				【二つ名：グールキング効果】

				　グールに対する【眷属強化】及び【死属性魅了】の効果が強化される。また、【眷属強化】のレベル上昇時、影響下にあるグールの数を倍にして計算する。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【タレア】

				　タレアは武具職人としての才能と同時に夜の才能に恵まれた人間の少女が、儀式を経てグールに成った特殊な個体である。群の戦士が使う武具を作り、更に骨抜きにして籠絡。自分以外の女グールには、自分の手練手管を教えると同時に武具職人としての技術を教え込む事で、上下関係をはっきりと分からせている。

				　だが碌に獲物を狩った事が無いため魔物としてのレベルも上がらず、彼女はグールとしては最弱と言える。だが同時に、武器職人としては貴族のお抱えや、大きな町でも一番の腕前に成れるほどの技術を持っている。

				　尤も、これは二百年余りの努力と経験の結果だが、人間社会なら手に入る最新の道具や整った環境と多種多様な素材があり、そしてジョブを娼婦から武具職人に戻せば彼女の技術はより高まる事だろう。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【ブラッドキャリッジ】

				　主に戦場で敵兵や味方の血で真っ赤に染まるほど、数え切れない程多くの死と怨念に塗れた戦車がアンデッド化した存在であるブラッドチャリオット……のキャリッジ版。

				　通常、ただの馬車の荷台が数え切れない程の死と怨念に塗れる事は無いので、サムがラムダで初めて発生した個体かもしれない。

				　ブラッドチャリオットは殺人衝動しか持たず、生者を轢き殺す事しか考えない危険なアンデッドで空いているスペースがあっても誰かを乗せる事は無い。

				　しかし、サムは人（主にヴァンダルー）を乗せる事を前提としており、更に快適に過ごせるようにと心を砕き、これからの山脈越えの邪魔にならないようにと夜な夜な【精密駆動】の訓練をしていたためか、【快適維持】と【サイズ操作】というスキルを獲得している。

				　更に戦闘能力も、タレアによって追加されたスパイクや装甲によって強化されている。尚、ランクアップ時にこれらの追加装備はサムの本体である荷台と融合している。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【ブラックゴブリン】

				　死属性の魔力に胎児の頃から浸り続けたために誕生した、新種のゴブリン。基礎的なランクは２。

				　能力的にはゴブリンの上位互換で、全ての能力値でゴブリンを上回る。生まれつき【闇視】や【状態異常耐性】【俊敏】のスキルを持つため、完全な暗闇でも昼間のように行動でき毒や病気にも強く、更に素早い。

				　また通常のゴブリンよりも頭が良く、コボルト並みの知能を持ち教えられれば全ての個体が武術系のスキルを習得し、武技を使う事が可能。

				　更に寿命も通常のゴブリンが二十年ほどで寿命を迎えるのに対して、倍以上生きる可能性がある。

				　ただし繁殖力と性欲だけはゴブリンより劣っており、ゴブリンよりも【繁殖】や【精力絶倫】のスキルレベルが低く、子供が成長するために必要な時間も長い。

				　通常のゴブリンは魔境で生息している場合生後一か月で大人になるのに対して、ブラックゴブリンは半年が必要だ。

				　姿は通常のゴブリンより一回り以上大柄で、名前の通り黒い肌をしている。尖った耳と吊りあがり気味の目等ゴブリンと共通する特徴も多いが、若干人間に近い容姿をしている。

				　種族として生まれたばかりなので、どのような上位種が存在するのかは不明。

				　冒険者ギルドに証拠と共にブラックゴブリンの存在を報告した場合、未知の魔物の報告であるため多少の報奨金を手に入れる事が出来るが、現状は困難である。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【眷属強化】

				　スキル保有者の影響下にある、スキル保有者と同じ種族や関係ある種族に属する個体の能力値を強化する。また、繁殖力や生まれた子供の成長ペースを速める等の効果がある。

				　このスキルのレベルは眷属の数で上下する。百体以下ならレベル１、二百体以上でレベル２、五百体以上でレベル３と上がって行く。

				　アミッド帝国が人間と定義する人種、エルフ、ドワーフはこのスキルを獲得する事は出来ないが、ヴィダの新種族は稀に獲得する事がある。だがこのスキルの所有者の大部分はゴブリンキング等の魔物である。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	
			
				【状態異常耐性】

				　毒や病気、呪いだけでは無く疲労、ストレス、睡魔、飢餓、窒息、痛覚等、状態がベストコンディションでは無いと判断される全ての原因に対する耐性スキル。ただし、魔力の消費やダメージを受けた事による傷には無効。

				　このスキルを高レベルで習得している者は、どんな悪条件であっても常に完全な状態を保つ事が出来る。ただし、無効に成る訳では無いので、限界は存在する。

				　このスキルを持っているのはダークエルフや巨人種、竜人や魔人等のヴィダの新種族、若しくは魔物で、殆どの所有者は生まれつき習得している。

				　習得後は何らかの状態異常を経験すれば、スキルのレベルを上げる事が出来る。

				　ただし、生まれつきスキルを習得していない者が後天的に習得するのは困難を極める。複数の状態異常に一定期間耐えた経験が必要だからだ。

				　冒険者ギルドの記録によると、その方法は二種類。毒や病気等の状態異常を一度に受け、そのまま耐える難行を行うか、それぞれの状態異常に対して個別に耐性スキルを習得し、状態異常耐性にスキルが統合されるのを待つかである。

				　記録では前者の方法に耐えきれた者は存在せず、後者の場合は習得に十年より短い期間で至った者はいないとある。

				　尚、【精神汚染】スキルの影響はこのスキルでは緩和できない。精神が汚染されている状態が、その人物にとって正常だと認識されるためだ。

				

				用語解説 一覧に戻る

                			

	



デンスケ

 

　埼玉県在住。子供の頃ライトノベルにはまり、自分でも書くようになってから約二十年。王道ファンタジー作家を目指していたはずが、道からスピンアウトする事数え切れず。紆余曲折を経て第四回ネット小説大賞を受賞し、作家デビューに至る。好物はピザと鳥皮せんべいで、日課は腹筋運動。好きなヒロイン属性はアンデッド。
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